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アスフアノレト フ ェ ル ト

Ti 約 J レ ー フ イ γ グ

イ [ 綿 フ ェ ル ト

砂 卜J ノ レ ー フ イ ジ グ

メ ル タ イ ト ノレーフイシグ

キ シ マ ν ア タ イ ト

へ， ν ヤ ン フ r プリりク

コ F ト γ フ y ブリ吋ク

'1 駄 フ y プ 3 勺 ク

ゲ オ シ タ イ ト

い ペ つ な ニ オ イ カf 斗ナッと 2肖 え る /

#; A重量1且，: 1- 昔ーペE 噂ー

トイレやH在宅に、ぜひお取付けください。

悪臭カ守向え、通気もよくなり、いつもさわ

やか。防水・ ｾｭｩｩ も完ぺきで長寿命です。

トイレ・ HJ' f七川換気扇

コーナーベンター

ＱＲ センチ ｃＳｾＡ 正価 6，8 0 0円

月賦定il"J 7  ，000円

カタログ進呈大阪'fi 耳!M区内

松下電設・扇風機事業都へ。
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松 下 雷 雲

鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

何れも1 I ¥' L t . こぬ蔭の作イEですが絶えず何 l ｽｊ の人命を、又総ゆるｾ物

の) f 命を黙々と巡って、大切な役引を県して J11} ります

，シ7.ルシ式防水

のトII i 強材料は35(1: の粍F とも i Jf J  をd る

位 置 をa
聞 zfダ

株 式 会 結

Z 英 融



新鋭厚木工場完成/

シヒ全自動化 による 11111 凶作J l Hのゆき

とどい た UJ，} で辺 られ るデji性床タ

イ j レ マ チ コ V(ヒニール i 7. べλ トス川 ル) マ チ コ A

¥1 λ 7 / ル ト パ ル) マ チ コ S (ソリノ トヒニー ルタイ 川 の 3 限

リノリ ユー ム ・リノ グイ/ レを巡 ってきまし た

京洋リノリ ユー ムが米 い ［ Ｑ Ｏ レ ベ ロイドよｬＺ Ｈ ｾｉＢ '1・IC O)

と技術組打I5 0 1111111T も色刷も全〈新 しい 床材を

生み 出 しました 。 ピノレ から住宅まであらゆる

床 仕 上 げ に マチコタイル をお試し下さい。
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床 材 の ハ イ フ ァ ッ シ ョ ン

新 発 売 、F

M A T I C O  

｀ ＹＢＭｾι＠
J .i しい ほ " を-J< ，( 4 5 Q・

東洋リノリユーム( 株)

大阪市ltiI 州国i慶町通 4 の25

*  Jj>:ffli 中央 区 銀 ｾｬ ｩ 4 の I

名古屋市中 区 円出 ｩｾｲ 2 の11

1/.¥1同市今 j込町 4 丁目126の2

広 島 市 東 観 官 町 1 の 2067

三 4剥利1廿l ピ ル r  1  

三 4羽相4引l ピ Jルレ r E L  見束! )点;(5“61- 170 1  

4名う 7古t片iJil 七ンタ 一 ビJルレ T E L .jt"山九一';1 2幻3一 5380

T E L 偏 向 75- 2 150 

T  E  L rt: ω 31- 6 139 



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

墨田トピ? 叩

上枠 ・上区 下枠 ・下尻

(1::' ポ y 卜・ヒンヂ持出し 1弔り型)

( カフログ御入用の節( ; 1 . 御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 仙 沼 町 l の 4 6 m:b布施 (721) 1 7 1 3 - 4  

東京r . 1千代田区神凹三崎町 2 の26 11! 日車京 ( 332) 5310 ( 30 1) ().1ω  

99. 8m
2  

生産用 無許可で

蒸発量 7 屯/時
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あ な た の 忠 実 な ・ ・ ・

ドァーボーイノ

来 紫 綬 笈 主 主 に 輝 ぐ 米

z- 理 由 ，

1i 7 ・苧Z噌"

B 本 金 異 製 作 所

製造元ダマ' / ( ' ヲ工業株式雪詰
型 状 儀 費

故 障 絶 無

アルヲトルタイル ・・

ヤハストラス

木毛セ〆〉卜板

力ラ- ぺストス

ボード

ピ二一ル加工板

メラミシ加工板

Ｚョスロー ｉｾ

ピ二床タイル

ブリシト合板

30メ- 力一代理自

雲表t I i 1震建材匁

TEL  (541)  1861-5 ・2131 ・2233 ・7060 ・7170



強し、. 美しし、

使 い や す い !

。 竺 軍 関 萱

住 友 金 属 RAZZAZE7fpZ

燃 え な い 都 市 づ く り の た め

角形鋼管が 注目をあびてきまし

たL 欧米諸国では 角形鋼管の

シ ャープ なもち味が早くから買わ

れ 学 校 や ビ ル を 初 め 住 宅 な と に

もどしとし使われています 。

圃 す ぐ れ た 断 面 性 能 圃パイプの

5主さに角形の使いやすさをプラス

園両端を閉 鎖 すれば 内面からの

寓食度はゼ口 。耐 久 力 は 抜 群 。

園 仕 上 材 と よ く 調 和 し 加 工 ・ 組 立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

現 代 感 覚 を 生 か す の に 最 適 で す 。

'1' 

、4
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あ な た の 尚 喜 を j : l- <  . 再 ら し を 明 か に 事 を fI てる

ｈ 腕岡カ ｾ ＱＲＰ サ イズ
経済的に ご使用く どさい. ゲ

工 工 工
広 幅 系 列 中幅 系 列 細 幅 系 列

40 サ イ ス， 40 サ イ ズ 40 サ イ ズ

. ，糾t : では、 h主 新 鋭の ユ ニ バ ー サ J し ミ ル に

よ っ て 50サ イ ズ の <H 形 鋼〉 を 製 泣 し て ま

い り ま し た が 、 こ の た び <H 形 鋼 を い っ

そう事' f oil Hl勺に ご 他 )11い た だ く た め に 、 行 ウ

ェ プR7i さ 、 フ ラ ン ジ 申Mご と に 1'/ さ の 児 な る

サ イ ズ を 追加l し、介 ，l!- 120サ イ ス' の <H 形 鋼

の 桜 }注 目反売 を は じ め ま し た .

. こ れ に よ っ て、( ; 1 ( まおなじウェプ ι・:j さ 、

フラン ジ 幅のなか で、 Ｎ ｩＺ ｺ ， ＿ Ｑ ー に ｉ，ｩＺＮ［ じて、 ｎｬｾ

の 断 ffli 性 能の < H 形 鋼〉 を 1' 1111 に お 選 びに

な れ る わ け で す .. また、 こ 且" ・'t Uニ!が じて、

L(l J 時 、 納 入 で き る よ う に 、 1 R J;( ・ 大 IS)Ji . γ ， 

i '，' /: 誌の 3 .ttl! 1，z に 各 サ イ ス'φ 在 庫 を( ¥( ‘ (，;，'j い た

し ま し た 内

＼ ｈ 形鋼 〉 のご ｦ 世 ＱＱＱ に つ い ー とは、 守 容村 山 ｊ ん ， ｾ ［ＧｾｉＺ＠ ｾ＠ ｉ ｾ＠ t  -i 

サ ー ビス Ii EへJ ，' I::) 合 わ せ く ど さ い 。

〈守幸 性:

I司 一 重 量 に 対 す る 圧 縮 耐 力

広 幅 系 列 中 幅系 列 目偏 系列

! 司 一 重 量 置 に 対 す る 幽 げ 耐 力

。ー細中高 系 列 中 幅系 列 広 幅 系 列

南 ] ー ウ ェ ブ 高 さ に 対 す る 曲 げ 耐 力

1玄中高系列 中 幅 系列 細 幅 系 列

t 主 な 用 途 事

広 幅 系 列 ・.. ・ ・ e ・・e ー... ・ e ・・・ 4主

材 、 基 礎 杭 、 山 留 材、 ト ラ ス メ ン バ ー な ど

中 幅 系 列 ー

。ヰ主キオ 、 は り やt 、 祈7ヰオなど

細 幅 系 列 0 ・ .. •• •• ••...••• ......・ ・・ー ・は り

材 、 桁 材 、 複 合 材 十 字 柱 、ラ チスキ主 な ど

。ハ揮区寿41ptA東京



a z 陣 取. D J 悶.

ＭｾＩｾｾ句ーォ田町 ｩｴｌｚ
/公

防水工事のコンサルタント!

イ1:，限1与し111: と点 目 胞 | の 11 アス |リj ;J， 1業|品，t'll の

長Il 作品はペト|可 に配間 ( >nております 。

L  di([ される b包 1: 1支l' 町と、 たゆまね li )f究 と努 ) J

でお存械ノJ の佐11 要望にお 1:6へしたいと 念じて

お・ります 。防本 rヰ4のれ なら ドμ じの 11アス

科 ｬ イ ｾｕＨ 二 、 lJII A'l l，j炎 |ごさ L 、。

事E
h. .  

1=1 貝

近 畿 地 区

11 .m | 材 株 式 会 社 大 阪 (511) 3785 

マ ル エ ス 1'，業株 5¥会 社 大 阪 ( 451)  2360 

ｪ ｾ 、式会 ネ ｼ ・ Ｚ ｪ ｩｊ￭Ｂ 光 ＱＥ J.;; 大 阪 (371) 3220 

i，'i  ;J， 興 業 材、 式 会 ネ1: 大 阪 (371) 0251  

'1
'  

ｾ ＧＮ ｊ＠ i}rf' ，' 1' 1: 業 株 式 会 ネ1: ドl' )τ (  4 )  5884 

棚 川 i U i 材 イl 脳 会 社 ドl' )' ( 22 )  0674 

イl 椛 lli 付 H J-¥ 会 ト1: l，'，¥ Ji' ( 3  )  0775 

東 海 地 区

'1
' 央

lli 材 l: 15 株 式 会 社 れ， Ｇｩ ｬ［ ｾ ( 25 )  3541 

11 本 辿 材 興 業 株 式 会 社 名， '，N ( 57) 5541 

，1' 白aT3  • 
Ib{，r  ｾ＠ .f.1 れ， '，N ( 32)  1311 

中 園 地 区

lJl ノI< ｾ材株式 会 ト ｼー Ｇｬ 、ＮＧＺ Ｚ， ( 6 )  6371 

京 '1' 1  EI I切 ;J， 1: 業 イi 限 会 社 1;':1 ，1， ( 3 )  2211 

四 国 地 区

株式 会 社 ＱＱＱ 本 ｉｾ 司会 ｗ ，1， ( 2 )  2717 

大 ｼ 業株式会社 ｬ 凶行 ， ｾ (  2 )  8697 

株式会下1: ，: : ，知l アスフアルト 1' ，業 主11 ( 2  )  3244 

j (  う長 pJj' ｾ忠ＮＧＺＺ， (  2  )  9243 

九 州 地 区

1I  ｾｉ｛興業株式 会 中 Ｑ Ｚ 延 Ｑ 品 ｬ 4305 

株 J-¥ 会 社 中イ fI: 北九州 ( 38) 1468 

株 Jーに 会 社 大 二 尚 会 山 崎 5001  

株 式 会 社 At /);i 建 材 Ifcj 会 l北 川

建 設 省 認 可 東 計 第240 号

資本金 820万円

名 簿

関 東 地 区

fjf J(宇 佐 付 株 5¥ 会 ト|ー 'H ，;¥' Ｈｾ ｉｉ Ｉ＠ 5311 

北 条 {附i，，' j:  1' ， ｾｾ＠ H、J-¥会 社 ｾ Ｈ＠ ，;¥ (.i. iI) 2670 

イ1 I;ji 会 社 全 1，"';1 興 業 ，(( ，;¥ (:11; 1)  5947 

首 ｲｾ ，'1' ili 材 料、λ 会 ト| It[ ｾ ［ Ｈ＠ (，-)日 ) 6947 

ノ( .f: 11 l， Yi 株 式 会 ト| ，(( ，;¥ (川1) 6368 

マサル ｩ ｮｾ ，'1' 1: 京株 式会ト| 'I(  ，;¥ (x ll )  8501  

ｊＨｴｾ＠ )1 J: ｾベ川 、 ｊ Ｍ｜ 会 ト ＱＺ ，(( .;¥ (911)  0271  

料 、 ｊＭ｜ 会 社全 ｩ ｻｾ l1' fj '，i; 1<1， ;!;， (44 )  8476 

針。 111 1:  ｾＧ ｾ＠ n  Ｕ｜ 会 ト ｉｾ -tU  ;;(・(:1: 11) 3468  

本 1' ， ｾｾ＠ I'l λ 会 i l: 'j (  ，;¥ (1; :1::) 4231  

11 Ni lli 1:  I主 Jt 会 ト1: ｉｾ ｴ＠ ｾ［Ｈ＠ ( 州1) 1144 

ｾＧ＠ (. 1  1  1'， ｾｾ材 、ｽ，Ｚ会 トｼ ｾ Ｈ＠ ，;¥ ( 111)  3751  

株 式 会 ト1: ［Ｂｾ＠ ｊ 込 ｨｾ IUj J，i; 4、， ; ( 3 )  0171 

イi 川 住 付 | 業 株」に会社 1'" 山有 (  2 )  3301  

川平 ＱＱ 住民 ｾ Ｇ ［ｪ 、 λ 会 社 ｾ ｉｲ＠ WJ  ( 4 )  0901 

イt iノ1 会 十1: ，': :i  ｨｾ 立 ｴ ，;立 全 ［ ｉｾ ( 2 )  0085 

イJ 限会社折防政次f ! 1¥Ifcj J，i;  ，1， ( 2 )  0999 

株 式 会 社 ベ :) 1こ 1， 業 所 的 1; ，，1 (85)  5718 

l-t:J 平11建 材 1: 業 株 式 会 社 山 本 ( 2 )  5665 

東 北 地 区

Il  ｾｊｲ 建 ＱＺ 株式 会 社 Ｑ Ｑ ｌｊ 台 ， ｃ ｉＧ， 張所 (，11 T1  ( 3 )  7790 

北 海 道 地 区

11 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 帆 ( 2 )  3458 

1  UJr 住 U :! u¥会ネ 1:札l脱出張 所 札 帆 ( 2 )  5015  

本 部

近畿支部

九州支部

東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 ( 日新工業内 )

大阪市西区新町北通 1 ｾ ＴＰ Ｈ 日新工 業内 Ｉ

福 岡 市 大 工 町 4 8  ( 日新工業内 )

電 話 (888 )  21 0  1  ｾ＠ 9  

電 話 (531) 5281 ｾ＠ 3  

電 話 (75 ) 7  4  8  4  

‘、
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柑トリコンがつくった常

〈鉄筋拡圭角〉

コ ス ト 低 下 ・ 有 利 な 構 造 に

〈 強 く ，［ｾＡ く という 別代ＱＺ本建築卯 の 波引 にこ

た え て な 場 し た トリコン コスト の 低 下 、 イi

干IJ な桃 山 を師 夫 に' 良 川 で き る ふげ|ー能 鉄 筋 で す

鋼 材 の 節 減

JI i: Wで は じ め て の If.-i 悩 }J 児形 ｾ ffJ 鉄 筋一一一ー

そ の 特 兇 な形により、 WJ 彰丸制 より コンクリ

ート H .{j : }J が 20%以I : W/}JII しました そ の J:

材 質 は す ぐれ た 山i 悩 }J 制 で す 従 って 位 川 鋼

材 111: が )¥. It; ，iに節 減 で き ま す

高 層 ビ ル ・ 駐 車 場 ・ 地 下 街 ・ 書 庫 ・ 橋 梁et c .

〈耐 久 }J をωめ ず l慨 はに し た い > ｾ 航岐州市 を

lfJi め た い〉くれ の 散 を で き る だ け少 く した い ち

そ ん な ぷ ，H- に トリコ ン は 欠 か せ ませ ん 大 き

な付 おノl によ って が:j 悩) ) 制 の 利 点 を .M イi 交}J

に '1.: かし た トリコ ン こそ、 id もイi 干IJ な鉄 筋 で

す (j JII I ι1"1 ・j制点'1"1，もl ' Hf です )

耐 久 力 の 増 強

さらに、 事誕ツ'j ，;ftUJt .十J .{i .1' J:  .  .M tI: な ど の

1' Ui E が 尚 い トリコ ンは 、建 造 物の l[uJ ) )  

) J を グ ン と WI';dl します

鉄 筋 は ) L 鋼材 . . とい う市 議 はもう 過 ムーの

もの :. ffJ ｊｦ ｾ の トリコ ンこそ技術小Ｚ新

の H、F代 に ふさ わ し い 、 il 立山i の十1:能 をそ

な え た 鉄 筋 で す

建 設 大 臣 の 特別 認 定 トリコンはその，'::; t'l: iit を

､ められ、ＧＦ策 ｊ ， ｈｉ 弘、Ｈこ ｊ ， ｴ づ 、 く ｴ｜Ｉ［ｉｉＢ ， ｾ，之を Ｑ ｾ＠ fました

新 しL 、鉄筋

T R I C O N  

ＭｾＧＮｉＺＱ ｊ＠
ｾ神戸来銅 ￟ ｲｩＧ



. WIf を自 由に 変えら れるJ 、ーフ メイドサッシ

・無理のない合理的な設計

・設計から阪付まで- : l l ( したサービ ス

・安直 廉 価

又ピシドルの

1¥-7/1f 守、、，シ
- オーダーメ イ ド ・アル ミ、 スチ ー ル 、 ス テ ン レ ス サ ッ シ ド ア 各 式

。

薬 液 注 入 了ーヰI

日本スピンド} ( . ，製造株式会社 金属 成型事業部

大 阪 営 業 所 大 阪 ili *  125: 100 後I l I f( がi¥; t 会館内) " 也大阪 (202) 7 9 9  1  ( 代)

茨 木 第 一工 場 大 阪 府 茨 木 市 大 III %Ii 111 6  0  11L茨 木 (07262) 4741  ( 代)

茨 木 第 二 工 場 大 阪 府 茨 木 i li 太 川 上 針 電 茨 木(07262) 5065 ，5066

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 湘) i r  ( Ifil 欽尼 崎 駅 北 ) 電大 阪 (401 ) 5  5  5  1  ( 代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 任1 Iベ ( ) L ピル 403 号 ) 従東 京 (201 ) 0875  .  3605  

京 都 事 務 所 京都 rji'l' 京 区 凶 iluJI兇 凶 条 | ノレ( ウオジビ J レ) 泡 京 都 ( 23) 5  0  5  1  

ι7目、I-J ルBA
特 長 ・荷量ぷや紫外線にイ、;' /j 刊. でWj 被光線のもとで1わjく久にK: ft しない。

.  Ｑｉ Ｑｾ＠ ，j( せず克令ィ、透本nでそれ| 司身腐蝕きれな い。

・ 大きな ｦ ｦｪｬ 長ｻ主を有 し 情造物 に ＧＱ 。 ずるヘヤ ー クラ γ ク並 び に ｩ ｦｴｩｊｾ 伸縮に

完全に士、t1;6 11 "米る 。

・- 30・C 十60・C のふ1I 支組問で 1'HRに変化を '1 ぜず安全に他川 出来 る0

・シー トのildl {¥- せは冷 L Hで完全 に溶接 され、 fil' 想自'.J t;. ｾＱｪ ノト月号が形成

さ11る。

川 i丞 一般陸屋根 ・地下街 ・地下道 ・地下室 ・水 深 プ ル ・高架橋

- ずい道 ・P . S 桁等の防水

ｍＮｉ ｾｶ ￯ Ｚ ｌｗ 工法
骨 日??3防 JIヤS 社

I<II i' .t rl: J毛 11 日

詳細に関 しては俳社訟業部にお問合せ|、さい。

ｾ＠
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こ、照 会 は ・・・・

鯵 日本電池株式書粧

照 明 事 業 部

本 社 京 都 市 南 区 吉 祥 院 西 ノ J-i; Ｑｾ 之 馬場 ＱＱＱ Ｉ 三 ノ 二

支 l吉出 張i 所 東 京 ・大|仮 ・福 岡 ・名 古 屋 ・札脱・ (111i 千7 ・高松



ロック中のロック

ョー晶ノ

50年 の 歴 史 が 生 ん だ 最 高 の 品 質

使 い よ さ 、 堅 牢 さ 、 美 し さ

使 う ほ ど に 加 わ る 安 心 感 は

ま ぎ れ も な い ロ ッ ク の 王 様 で す

叫I 聞 〉 宜 問 噂輯 所 用 廊 下 ・ 通 路 用 間 仕切 川 ・開 院 用 牢 崎 臨 " " 用 禽 I車 同 出口' f ! f m . ;省 宜 仙 女 ・ 個 所 削

<M宵 〉 地 金 制 ス テ μ レ ス 制 硬 質 ア ル ミ 副 ; ( ' ; 1 クセ y ト 5 1""" .  5 7百 ，，' %.
し 型 ｰｾｾ Ｎ＠ K 間

読 谷 山 製 作 所

ヨ Ｍｊｾ 『E 面白
器

.，. "  I  J II; 人 臥 巾 "'; .，0: 111μ ' " 札必 4 “  '，10:，; . ( 302)  1¥， 1771  

ｾ 恥曾 Ｒ 品 川， +. ti'. ｲＮ ｴＺ， ｾ μ 芝 υｻＮＱＱＳ 5 '，、J，( 581 ) 1 3 ・4

r.山 峨 官 . 州 包 山 州 巾. ，白 μ 人 I 也 刷 ， ， 篭 ，J. t 24  ) 代 9281

IL 代 錯 r 叫 IL ・'(. ，1， jfi <1， 内 6 3  oli:.lA l ・ 3 代 目 “

柚 判 官 J 4 "'， 陥 凶 ... 中 訟 ・ l ' 5 市 ..... ( 3 ) 0 1 9 府



.  

帽を9 71-
押釦全自動式小型昇降機

ｾ＠

つ ね に 新 し い ア イ デ ア で 業 界 を リ ー ド す る

ク マ リ フ ト は 生 産 量 で も 断 然 業 界 第 一 位 で す

⑮ 工場生産される配線工事

築界初のコンセノト方式骨保問しましたので、機恨f居付工 事 力終ると間同

に運転 が出来ます。 1立って工 闘 力130%方組組§ れま し止。

⑮ コンベヤーライ ンに乗る完全塗装

パーカー処理 装置 およびコンベ ヤー式赤外線校 1i 炉等、一 連 の 111新式 三重品

工場か完成 L J' し との ｔ 、 拠 品 ｉｾ 層1畳葺 完宝に年リま した。

クマリフ ｉＧｉｾ ー 買 ノーカーとしてす〈 れ たるアイデアと 咽置 に より Ｎ 段構

価4畠‘ 嗣 1IJl/. とずへでに iJD. I ! o 足いたどける H. 日夜労力 ぃι してお' ) 1 す。

人手不足の IIi 尚、村 盟 国 小荷物 ・ 醤 Ｒ 自等のｾｾ周として あ勺 申( ) ! 車場 tこilO

1云周下 el ' 。

1!1 1'" 1向 鮎 匝 荷 分通 喧

" コ寸50L0X ml SロOOx X司 斤60X0串

J  - 3 0  ____u_主L 2 0 m  

品1- 5 0  5 0 φ 3 0 申

600>< ＶＰＰ ｾ ＮｊＮＲ｟ ｏ ー
(¥1 - 1 0 0  I  0 0 申 3 0 命 750 X  750 >< 900 

1¥1- 2 0 0  2  0 .0 .... 3 0 申 900 >< 900 >< 1. 050 

I¥. 1- 3  0  0  3  0  0 申 3 0 -- 1. 000 >< 1，000 >< 1. 200 

時l } t ! J J  - :1  0  U  .  ，¥1 - 5  0  ｏ ｬｾ 交定 ｉ 0 0  v  

J  :I O /¥' ，¥I - 5 0 A 令 念 ι その ft!! IJ 習 え 2 0  0  V  ( (  

⑨ q マガ' イ工業株式会鮭

大 阪 di j IIj区 ，;( ｾｲ 綴 Ｒ - 3  0  ;'ll. !!; 大阪 ( 4 4 3 ) 3 4 2 1 - 5 1 東 京 都 北 区 i i! ｾｲ＠ 1  - 9  ;'ll.l! i 東京 ( 9 1 3 ) 3 1 4 6 - 8

杭; 市崎市中1 ' ( 点陥町 7 - 2  ;包J占杭 ，1，1，1( 24 ) 0372 1  r; Uo1!市 1: J;rl'Z f'l 忠光院通九木関r t  ;'Il，!i ;);Ui'Il ( 84 )  3404 ・5986 1 偏l同市川川町 3 - 26 "世話焔I珂( 2  ) 4777 



経雪i. 緩勾配尾根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾｩ ヌ Ｍ， ｲＭ ｩＧ ｉｾ ソイド
日jJi ｝Ｇｾｉｌ テン ＢＭＷ イ〉タ

伸 縮 目 地 材 エ キ ス パ 、

日 施 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 1- 3

T E  L  (271)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳｾＵ

名古屋営業所 名古屋市港区南十一番 IIIJ2- 6

T  E  L  (66)  8  2  5  1  ｾ＠ 5  

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区 如 上 辺 り 3 - 39

T  E  L  (392)  0  0  5  1  - 6  
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新時杭‘ lてマ" / 手した

各手重のカヲー製品が有リます

美L い?' i 三箔U' 131く鉄板

， ｴ リ玉 ＡｊＱＩＩｾ ｊＧＩＧｾＭＧ、

Tf IJ 1  ! J ヲル克明ル製造株式会 *1



甲 種 、 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー 製 造 施 工 I  

|‘  ・ 品 種 キングゴールド (特 殊 チ タ メ ー ト 四 ・ 醐 メ ッ キ 樹 脂 釧 附 仕 上 I  

「プ巴スブリ羽山瓦ト由主E 云l ' . I ' Z l 示ザー軒動式電動式沖ツター劃幸許自動シャッター I  

建築業者登録番号 ( チ) 第 580ワ号 甲種・ 乙種防火戸

選露 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 ・工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町4 丁 目3 3 番地 電 話 ( 代表 ) 4 7 1 - 8 3 3 1

主抗出悦耐 λ 陶 (351ト7308 ・e駐車( 771) - 11 71' -Y'L' i/.イ白3r 6171- }; Ui t: (35.... 6591 神戸世2" 1489 .  N.iI剖 '3 - 4103  JI . q) 他全l'll 宮町:rh

新 時 代 の 建 設 に は 新 時 代 の 形 鋼

NKK- T 形鋼

用 . 各 種 1 ，H ， T  )[;_ 釧 川

国 各麗 オープンクエソ 材用

途 . 非 対 称 断 市i J巴 鋼 用

特 . 溶 拡t が 存 易

長 . ヅー イ ズ が 豊 富

日 本 室岡

ｾＮ，・

炉笥

邑

本 : j "J

:k l仮' 日業所

東 京 都 千 代 日] 区 大 手 町

大阪市東区今橋 5 の23 T  E  L  (202)6251代表
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お願い

会 告

会 員 の 受 賞

新 年 交 礼 会

ア デ ュ 1963年

忘 年 懇 談 会

- 会掛へは拳加涯をと持参願います。

- 包括でのお申込みは受付でき ません。

- 申込者で!o固までに迎絡な く欠席さ れた

場 合 ｬ 卓会 ｾ の と負但を願 いま す。

. b.  

コ:;;- 貝 の
声1

J l . .  
賞

下記 会員諸君は正 ｾ 設関係功労才＿とし て それぞれ顕彩されま し た。乙乙

lζ 誌 してその栄牲をお波ぴ rjl し上げます。

言己

黄 綬 褒 章

小 河 吉 之 助 氏 ( 附小河建築設計事務所社 長)

奥 村 太 四 郎 氏 ( ( 附 奥 村 組 社 長 )

熊田 繁政氏Ｈ附 ｦｬｾ ｭ 工務所社長Ｉ

氷 m lfB 三氏( 附大| 奴屯気商会 ・大阪l俊民日司会専務取締役)

西 村 清 秀 氏 ( 附竹中工務院木庖作業所長)

藍 綬 軍 基 章

山 内嘉兵衛氏( 本会兵庫支部長)

6 団 体 合 同

新 年 交 礼 会 開 催 通 知

恒例により 6 問休合同1 ) 新年交礼会を下記 lζ よっ て開催致します。

相互廻礼の煩を省 くよう 堂に会して年頭の祝調を交換致したく ，多数

お誘い合せど Iji 席くださいますようお願い申し上げます。

記

1. と き 昭和39"下1月 4 日( 土) 1- 2 時

1. と こ ろ 国際ホテル 8 附 (東|叉内木町橋詰国際見本市会総)

1 . 会 費 子 500 (当 11 ご欠席の吻合も返却致しません。念の

ため)

1.  お 申 込 12);) 1811 ( 水) までに会1 ' ( を添え各便宜の問休へ。

( 名簿作戎上締切口 j厳守の乙と)

1 . 共 催 大阪府ｾ築士会大阪建設業協会日木建材協会

口木建築学会支部 口本建築家協会支部木会

ア デ ュ ー 1 9 6 3 年 忘 年 懇 親 会

木年もあとわずかで過ぎ去ろうとしているあわただしい乙のごろ，会

員の皆様の ζ 縫斗皮質に存じます。木年の忘年会は昨{ f . 1ζ 倣い，ビュッ

フェスタイ l レのパ ーティで，新しい企闘を盛り込みー庖懇親の実をあけ・

て いただくよう下記により開 ｦｬｬｩｾ 、たします。なお ｲｬ ｩ 込 ｪ ｾＱ 聞を 設けま した

ので，何卒早くお申込み ください。

記

1. 日 時 12月13日( 金) 開会午後 6 後一閉会 8 ｒｾｦ＠

1 . 会 場 太閤圏 ( 大阪市部品区東野間 2 の 1)  

電 話351 - 8201番

1 . 会 費 700門 ( 別に補助があります)

1. 申 込 会7' l を添えてrp込lUI悶rlJ にお願いします。巾込 j切聞は

12月 2 [1ー 7 日まで といたします。 r! l 込者 には参加i i i E

をお渡しします。定員は 450 名といた してお ります。

1 . 余 興 一流芸人による新しいパーティ ・ショ ー

1 . お 土 産 出席者全員 K 贈呈( 会員有志の寄贈品)

1 . 抽 せ ん 当せん者l乙進:!Ti ( 会員有志の寄贈品)



第 9 回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 入選 者 発 表

設 計 課 題 有 料 道 路 の ゲート

応募作品 24*交 97作品

入選者 (10作品)

( 最優秀: D: )

鹿児島工業高等学校 3 年 末 弘 忠 昭 君

2 年 村 中 秀 夫 君

高田工業高等学校 3 年
問 中 健 蔵 君}

2 1，i三 策 川 進君 共同製作

高田工業高等学校 3 年

2 年
崎 孝 雄 君 共同製作

高田工業高等学校 3 年

2 年 植 木 祐 一 郎 君 共同製作

早稲同大学工業高等学校 4 年
寺 門 和 夫 君)

4 年
室 伏 |事君 共同製作

大分工業高等学校 3 年 後 藤 邦 義 君

東京工業高等学校 2 年 菊 地 俊 彦 君

神奈川工業高等学校 3 年 今 西 j協 夫 君

都島工業高等学校 3 年 竹 本 四 郎 君

( 註) 入選作品，審査概要，作品批評などは本誌39年 1 月号に掲載いた

します。

第 6 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル 入 選 者 発 表

『主題 : まち』

標題コンクールは，主題「まち」で募集いたしました と乙 ろ，会員 10

名， 37点の応募がありました。 9 月26 日審査会は大久保昌一，事1111' ，津儲

雄，北村隆夫，木村喬夫，鵡屋毅一，吉岡吉雄各審査員で審査の結果，

下記 10作品の入選を決定いたしました。なお 1 ｾ等 Ｍ Ｓ 等の入選作品 Ｕ 点

は， Ａ［ｦｾ＠ 1 回会員作品展 ( 10月7 日- 12 1l 於大阪毎日ギャラ リー) で展示

いたしました。

ｾ ￨＠

1等 (1'i:状，: D: 金 10，000円，高Ij:D:)

「富士銀行横」 黒 田 哲 朗氏

2等 ( 賞状，: D: 金 5，000円，副: D: )

「阪急前」 木 村 久 夫 氏

2等 (1l:状，1 ! 金 5 ，000円， l l i l j m

「千里ニュータウン」 河 村 実氏

3等 O't i犬，賞金 3，000円，副賞)

「西区水管橋| 原 桂一郎氏

3等 C:B:状，賞金 3 ，000円，冨IJ:D:)

「街( 1  )  J  中 叙i 修氏

佳作( 賞状， ;¥I IJ:U) i西成区付近」 木 郷 総氏

佳 作 ( )  i 日本板硝子」 黒 田 哲 朗 氏

佳 作 (
1/  

「御堂筋( カラー) J  上 回 宏 ニ 氏

佳 作 (
1/  

「神戸市ビ〉レ街」 越 智 隆 晴 氏

佳 作 (
1 /  

「朝日会館前」 仲 原 紘 一 氏

( 註) 上記入選作品は，木誌39年 1 月号lζ 掲載いたします。

会 告 2

第 9回工高生デザインコン

クール入選者

第 6回建築写真 コンクール

入 選 者
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号

特 集 号 女

m築教育特集 ・・ ・・・・一 …・・……. . . ・ H ・. 1

消 防 火 特 集 ・ 一 一 … … … … 2

緑と建築特集 ー 一 一. ...・M ・. . ……. . . 3  

レタリ £ーション特集ー ー …・.. .. . .. ....・・・・目・4

社会教育の場特集 h 日 … … … … … 5  

材 料 特 集 υ … … … ・ … … ・ ・・ 6

第10回背年建築家特集 ・・ー .. 7  

金属外装特集..・ e ・- ………・・ . ... .. . ... .. … B  

空気鰯和投備特集 ・. .... … ・. . . ー. . ・ ・・ q

地下街特: 1 1 > . . .... . .. .. .... .. .. . .................. .. .10 

建築と芸術特集ー 一・- ・ 11 

超高層建築特集ー ー・・・・ ・・ 12  

作 品 作 風 大

ビルディ ング

堺鉄鋼ピル・・・・・ e ・ ー ................ 2  

股 計 監 理 毛 利m築股計事務所

施 工 ・三 井 建 設 KK

大 阪 神 ピ J レ・ 0 ・......・ .. ... ...・ e ・ 8  

設計施工 : KK 大 林 組

大統金ピル・・ …・・ • 8  

殺害| 監理 日建設計工務KK

施 工 ー 旧 { 大 林 組

大名古屋ピル ......・ e ・ .. ................... 10 

設計監理: 三 安 地 所 抱〈

施 工・大成建設旧{ 名古屋支庖

平和生命大阪ピル・ e ・... ・ …  12  

設計施工 : 限 銭 高 組

会館 ・センヲ一

大阪メデイカルセンター・ .. 4  

役 針目建設計工務問{

施 工 不 二 建 設 以

大阪府雌林技術センタ ー ー 5  

設計監理 . 大阪府述築部営t書課

阪大阪建築事務所

施 工 ・鉄道l l ! 投興業以

大阪科学技術センタ_ . . . . . . ・ a・ 0 ・ ・ 9  

設 計日建設計工務悶〈

施 工 阪 大 林 組

松下電器健康管理センター ・0 ・…. . . " . "，… 11

設 計 施 工 旧 〈 近 畿 迎 股

福岡市酸員保健会館ー ・ 0 ・・ 0 ・ 0 ・0 ・11

設 計 日建設計工務KK九州事務所

福 岡 支 所

施 工 的 水 建 設 限

日本放送協会大阪放送会館新館 ・… .12

設計錐工 : I部 大 林 組

長島町漁業協同組合事務所. . . . ・ 0 ・12

設 計 : U.  D.  C.  

施 工 : KK 松 村 組

病 院

聖マリ 7 病院

設 計 監 理 双 島 社 竹 腰建築事務所

施 工 旧 〈 藤 木 工 務 庖

姫路鉄道病院 ・ 9  

設 計 大 阪 鉄 道 管 理 局

施 工. 鉄道建綾興業i低

工 場

日米コカコーラポトリングKK本社工場 ・ 11 

設 計 施 工 悶 〈 松 尾 組

市 庁 舎

尼 崎 市 庁 舎 .•••• ... •••••••• • ••••• • .... ... ..... 2  

疫 計 監 理 村 野 ・森述築事務所

駐 型 。尼崎市庁舎建設事務所

施 工 KK 藤 田 組
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号 |

尾道市公会堂 …. . . . ... ... … e ・e ・H ・a ・..... 6

設計監理 ・財団法人建築研究協会

施 工 限 大 林 組

学 校

関西鉄鋼短期大学. ，，，. …… 3  I  

股計監湿 ・日建設計工務限 |  

施 工 清 水 建 設 KK( 校舎) I  

回 { 鴻 池 組 ( 凝 )

体 育 館

岩国市体育館ー. . . . . . . . .. . . .. .... .. ・0 ・‘ .. 6  

基本股計・武緩武夫設計事務所

設計監理岩国市住宅営繕課

施 工 限 戸 悶 組 広 島 支 庖

路 局

第二土佐掘電話局 ..•••..•.••• •..••.••• •• 3  

設計監理・日本電々公社建築局

施 工 清 水 路 股 KK

阿倍野電話局 0 ・0 ・ 5  

鮫 野t : 日本電信電話公社建築局

施 工 ー郎 浅 沼 組

寺 院

智 吉原 寺. . . . . . ・・ .... ・・ ・ 9  

設 計。赤崎l ] 築事務所

施 工 : KK 新 工 務 所

大 林 寺 ・ ・ 0 ・0 ・e ・e・.... 12

般針施工. 鹿島正E 股 限

.f J  ｾ聾

御 園 陸 …. . . . . . . .. ・ ー10

股 計 篠 田 ・川口建築事務所

監 理 由 ( 竹 中 工 務 活

施 工。清水建設問{ 名古屋支庖

スケ ッチブ ック 女

昭和37年中 IC竣工した新迎築 ( P R)

!il 8 図工高生デザインコンクール入選作

観Qg : 湖畔1 C l ] つ学生のためのポートハ

ウス

南海電鉄沿線 IC建つ新住宅殴計 コンクール

入選作 ・入選 8 点 ・佳作10点ー …  .... . 5  

昭和37年度近畿各大学 ・工高卒業設計 コン

クール入選作 ・. . … υ e ・ ・・ ・ 7  

九州の新建築 ...... .. ........ .. ....... 11 

建 築 教 育 女

学 校 教 育

工高教育の問題点 0 ・ 犬 束 徳 郎 … 1

工高の教科内容 e ・e ・... ... ・乾 亮三・・・ 1

大学教育の問題点… . .. .... .. . 鷲尾 健三… 1

大学における惣築教育の問題点

増 国 友 也… 1

学校教育のゆくえ 0 ・… ーー 佐 野 正 一 … 1

大学の教科内容ー近畿の六大学建築学科一

編 集 部 1

アンケート 学校教育 IC何を望むか・・ . 1  

岩本縛行 ' lll 広文・光安裳光・若林季雄

とくめい ・石拠次郎・谷口尚武・北垣智適

職 場 教 育

座絞会. 建築技能者教育一大工 ・左官 ・

塗鼓工 ・タイル工等の教育訓練

をめぐって - . . . ... . ... . . . . . . . . . . . .. . . . 1

出席者 ・福岡 正・述山容ニ・上回与三郎

熊谷広吉 ・川岸繁夫 ・関 雄二

寺 岡 其

資 格 問 題

策 関 係 技 能 検 定 に つ い て 板 谷 一 夫 1  I  

I  

第44集 1963年 1 月号ー12月号 総 目 録

号

建築士の問題点一主としてその訳験制度

について… … . . . .. 白 石 得 三 ・1

需 給 問 題

学校教育と建築技術者の需給問題

益 尾 辰雄 1  

技能労務者不足の狼底 IC横たわるもの

. . . 山田四郎 1  

股備妓術者の教育

設側技術者の教育について( 教育蚕員会側)

一相川 三郎 1  

股備技能者の教育について

( 受入側 ・企業側) . . . . . . 石田 憲二 I  

設備技術者の教育について( 大学側)

ー・日前回 敏男 1  

消 防 火 女

消 防 火 法 規

消防火法規についての問答- 1 : . れだけは

聞いておきたい ・知っておきたい

恩回一且ト. 2  

消 火 殴 備

消防用役仰の今日の問願点・堀内 三es. .. 2  

屋 内 消 火 設 備 … ー ー ・ 谷 川 丈 夫 … 2

新しい消火役備. . . ... ー ・ 酒 井 一 平 … 2

火災報知設備 …  ー ・浅川広市宝E・e・2

排煙股備 …・・ 0 イ11錨 邦 雄 … 2

消火段備実例

消火綬{ 輔系統図( 付火災報知設備系統図〉

1. 事務所建築のt居 合 大 阪 グ リ ー ン ピ ル 2  

2. 病院の渇合ー ー … 住友病院…………・・ 2

3. 映函館の場合 続悶目活劇場. . .・ e・... 2  

4. 地下街の場合 0 ・ 縮 問 地 下 街 . .....・ H ・2

消 防 火 各 論

構造上の失火原因について・空本 音造 2  

日本の防火建築の思い出 ・亀井幸次郎 2  

建物構造と火災保険料率 一瞥川 善幸 2  

緑 と 建 築 女

公園緑地は己れでよいか一新しい都市の

庭を求めて ー ... ..... . . . . . ・三村浩史ー 3  

人間J 1 境と自然環境 川口 四手井網炎. . 3  

現代庭園の表現・ 盤 森 完 途 ・ 3

i量園と建築をめぐっての座談合. . . ・ e ・... ..... . 3  

出 席 者 近 藤 公 夫 ・森 俊 一 ・荒木芳邦

生野吉弘・浦辺鎖太郎・光安畿光

彦谷邦一 ・大久保昌一

タカラビール京都工場庭闘 ・荒 木 芳 邦… 3

? ' イハツ工業池田第二工場の進国

森 俊一… 3

「すまい」と「みどり」一個人住宅と共

同住宅の庭・".".・ H ・... .. 高橋理事男… 3

「庭園と建築の問J 一新らしい T owns-

cape への試蛤 ・・… .. ... 西 沢 文 隆 ・3

イスラマパードの造園・・・・…近藤 公夫 3  

イスラヱノレー砂漠から緑の文化へー

山 内 六 郎 ・ 3

都市公園変遷と大阪市の公聞事業について

佐 藤 泰… 3

随 想

1. フラワーソサエティー 加誠亮太郎… 3

2.花いっぱい運動 ・・ … 岡山県知事室・ 3

3. 賃値木屋ききかじり・・ ・ 白 砂 剛 ニ ー3

号

レクリェーション 女

レウリェ ーションの今日と明日

都市生活とレクリェーションーそ の現状

と将来 ・....... ・・ e ・e ・. ..・林 実 4  

大阪1999............. .. ... ・...・ M ON 同人 4  

国民レクリヱ ーションの制度と施股

ソーシアルツ ー リズムとユースホステル

ー… 林 幸 二Ss... ｾ＠

「国民大衆旅行」推進のー認をになう国

民休暇村。 . . . . .. 前野i事-sn... 4  

修学旅行施設( 旅館〕への夢秋田貞男 4  

スポーツの社会学 一ー・ ・・ 飯野節夫 。Ｎ ｾ

スポ ーツ箆投の種類と発展方向

西 国 泰 介 ・4

レジャ ー産業と レウリェーシ ョン ( グラフ

イッウ ・ルポ)

大阪のキタとミナミ チェックの会 4  

観光地ルポ ・白浜一小島将志 ・鈴 木 茂υ 4

観光開発と随想

久栄浜観光開発発計画

ー大久保畠ー ・湯JII 利和 4  

山の観光地開発ードライブウエー批判一

天 域 三 郎 ・ 4

フィンランドの休日と余暇

0 ・・ ダピオ ・ペリアイネン・ 4

資 料 紹 介

ふたつの国民 レクリェーシヨン 実態調査

f 全国旅行実態調査報告J rスポ ーツ

IC関する世論潤査報告J ... 三 村 浩 史 … 4

社 会 教 育 施 設 女

社会教育施段とは

わが国の社会教育施設の現状

・中島 俊教 5  

社会教育施設設計の諮問短・河野適格 5  

公民館と図書館

公民館計画の諮問願 ー 酋川 馨… 5

公共図書館の計画をめぐって

ーー栗原第一郎… 5

社会教育飽也の現状分析と問題点

大都市の場合一大阪市の社会教育施投

その現状と問題点ー

O. U. R. 研究会… 5

ニュー タウンの場合一高蔵寺ニュ ータウ

ンと社会教育施俊一 - 土肥 i専至… 5

随想 ・ ｊｾ ポ

まえがき …  ー・…。. . . . . . . . ・松井 昭光 5  

公民館の諸問題… e ・e ・e ・.. 荒木兵一郎 5  

グロテスター会館にみる変形意欲ー

・・・烏国 家弘… 5

A L L と NOT HI NG の谷聞を埋める

E と 一 .. 一吉 野 正 治… 5

児賞会館 ー一 ...... .  相川 浩・・ 5

青少年の家 ・ ・ 片 倉 健 雄 ・5

美術館 ・博物館 ー・ 伊 藤 克 三 5  

消えゆく幼稚国 ? 目下 あζ 5  

大阪市体育館・一 ー 白 砂 剛 ニ 5  

音楽ホ ール随想 "  … 北村 隆夫・・・ 5

ショールーム見聞ー .. ... 竹内 さく ・5

尼崎の結婚式場…..・ e ・..・・ 0 ・国代 正尚 ・5

音楽喫茶 ・・…・ 0 ・… ..". 岸 本 幸 匡 5  

二十五分のー( 愛隣会館) … … 水島 恒子 5  

公共職業訓紋所… ー ・0 松井 昭 光 5  
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号

材 料

*  

軽量気泡 コンクリ ー ト特集

A L C研究会の概況と閉会寸法形状部会

の提案について 横 山 不 学 ... 6

シポレックスについて υ 大野 勇 一 d

イ トンについて・ 0 ・0 ・・ 0 ・・沢村 松男 6  

シリカリチ ー ト H ・0 ・0 ・ ・旭化成工業旧( ... 6  

特許「ベロコン」について 0 ・鈴木 信 - .. 6  

麻生フォ ーム ・タリ ート について

ー石 黒 文 次 ・橋爪 坐 d  

衛生陶器と建具金物特集

日本建築協会と建材祭員会 建材委員会 d  

衛生陶器と附属金具について

政 岡 基 次 d  

衛生陶器回顧談ー 一 .  .... .. 6  

出席者 : 小川誠耳 ・内田成之 ・

伴 秀 雄 ・政間基次

建具金物 ICついて… 。 ー 榊 弘美 ・6

錠前対談会( 中原英一 ・榊弘美) ・ 6  

第10回青年建築家 安

青年建築家 作 品

浅 野 雅 彦 塩 野 義 製 薬 研 究 所 ・仁木邸ー 7  

伊東哲郎・松下電器産業新中央研究所他

.  7  

尾 崎 勝 弘 広 島 グ ラ ン ド ホ テ ル ー .•• 7  

金 本 賢 治 浜甲子園団地セ ンタ ー施設他

7  

喜多 英 介 大 阪 府 軽 費 老人 ホーム他 …・ 7

北 野 正 志 京 都 府 立 総 合 資 料 館 7  

小嶋 宏・大阪高等技術研修所他 •• 7  

芝淵 荘夫・浜甲子団団地マスタ ー プラン

.  7  

鋤 納 忠 治 東 海 テ レ ビ放送本社屋 7  

野 村 博 雄 辰 巳 ピJ レディング ー7

畑 利一 日大阪労災病院 ・・7

原 納 藤 一… 大医薬業健保センタ ー… 7  

構 図 幸 男 日本カ ーボン限富山工場 7  

Z11  52) 県立尼崎病院 7  

宮 本 孝一 相愛学園本鉛 ー ・ 7  

村岡 実・上福岡農協会館 … 7  

横 山 誠一 野村証券神戸明生寮他 7  

金 属 外 装 女

論 説 ・随 想

金属外装について ー 山根正次郎 8  

金属外装と建築の過程 ー 小川 正 8  

米国建築の金属外装とアルミ ニウム ルー

パ_. . . .... ・0 ・e・e ・..... ........ ...浜田 保 ・8

各 治

1. 7 ) レミ ニウム 0 ・0 ・ 小 松 茂 雄 8  

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・

維持管理

2. ステンレス 0 ・ e 菊池純一郎・ ' 8

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・

維持管理

3 銅 ・銅合金・ -ー 恩 田 雄 弘 8  

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・

維持管理

4. ビニール金属板 ーー 出 水 腎 蔵 ・8

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・

維持管理

号

5. ホーロ ー鉄板 ・ ・ 丸 悶 裕 1 <. .. 8  

材質 ・表面処理 ・加工 ・組立取付 ・

維持管理

金属外装における絶縁の間 短

金属外装における絶縁の問題

小 松 茂 雄 ・ 8

話 題

気メッキについて ・ 石 田 武 珂 8  

金属外装と下地( アルミニウム鈍物の利用〕

溝口賢太郎 B  

アルミニウムの着色法( 者色塗装板)

荒巻 毅 ・8

法規と金属外装 山 本 康 雄 8

米国高層建築檎威者の来日 豊田 孝雄 8  

空 気 調 和 設 備 女

空関段備計画

空調設備計画について 守 安 虎 治 e ・q

新しい空調方 式

年間空調方式

I . デュ 7 J レ・ダクト方式

日建設計工務KK.. . 9  

1I . スリーノマイプ ・システム

… 大 熊 芳 郎 ・9

照 明 空 調 合 成 方 式 に つ い て … 木 村 建 - . . 9  

7 レンガrー システムとテト 7 ) レワカーテン

柳町政之助 e・9

空調方式1<: おける設備費と経常貨の問願

宮川 河'/.. . 9

座談会= ピル管理者からみた空気調和段備 9  

出席者 鈴江 主主平( 新住友ピノレ)

滝 井 章 男 ( 電 通 ピ ル 〉

佐藤鉄雄( 新阪急ピル〕

天 羽 晴ー ( 関電ピル)

小 山 貞 夫 ( 日 生 ピJ レ)

吉 岡 佐一 ( 天王寺ステーシ

ヨンヒリレ〉

秋問実貝I j ( 高砂熱学〕

中 義雄( 三機工業)

司 会 者 団 石 原 正 雄 ・生 方 文 次 ・

宮脇 絞

トピ ッ ク ス

プログラム方式 1<: よる空気関和Ill: <<i の 自

動運転とスキヤ ニ ング装置について

中 坊 俊 夫・・9

天井函吹出しについて … 秋岡 実且IJ. .. 9  

ベロベント ・ユニット … 日本熱学工業KK... 9  

サンエックス… . . .・ H ・- …・ 伊蔵忠商事KK... 9  

近代建築へ対する空気調和の表現

落 合 藤 雄 9  

地 下 街 女

都市計画から

都市計画からみた地下街 谷 盟幸 10

地 下 街 計 画

地下街計画のポイント 一都市設計の銀題

をさぐる - ..・ e ・..・..・ e ・. .… “ 水谷 頴介 10

地下街設備のキーポイント

路 次 安 彦 ・上 杉 哲 也 10

地下街の構造について 長 閑 正 雄 10

地下街建設工法について ー 松 本 澄・' 10

地下街と経営

地下街と建築マネ ージメ ン トの問願

諸問 ｉ 専 ｮｾＢ Ｇ Ｑ Ｐ

号

実 例

梅田地下街 …  ー 西 悶 忠 光 ー10

神戸三宮地下街… 森本 泰好 10 

名古屋地下街 水 野 獄 10

池袋地下道地下駐車場 小笠原正己 10

建 築 と 芸 術 女

論 説

「装飾的近代」の展開ー現代位築と「機

能主義の起fl J 一 向 井 正 也 11

芸術的綜合としてのゴシック聖堂

一現代建築における綜合的芸術観の反

省のために一 日 前 川 道 郎 ー 11

建築と路美術ーその協同と統一の条件は

何か一. .. .................. .....J企 図 家 弘 ・11

座 談 会

「新しい空間創造への怠加」 ー ー ・ 11 

出席者 ・太田隆信 ・根津緋一郎 ・

福岡道雄 ・回中敦子 ・

中西康雄 ・大久保昌一

小 論 ・随 筆

メキシコ大学の壁画 ・ 桐野江節雄・ 11

今井兼次先生とガウディ 悶橋作太郎ぃ 11

ピカソ ミロ ノグチーノマリ ・ユネスコ

本部 IL て ー ー 神出津繊維 11

ロンシャン一雄策が造型的事件であると

いと ζ とー ・ ・ 西 沢 文 降 11

P os s i t i ve な「街」の ill 築空間一大阪

市内の画廊みてある紀。… 高岡 威 11

村野勝吾のクラフト的魅力 浦辺鋲太郎 11 

書 評

ベークープレイク若釈本「現代建築の巨

匠J - 20世紀の空間を創造した人びとー

Q ，田勝次 11

超 高 層 建 築 女

都市計画と関連して

都市計画からみた超高層建築問題

中沢誠一郎 12  

行政上からみた大阪市の趨高層建築問題

魁 岡 正 勝 。12

技 術 と 経 済

大阪の地盤と趨同府建築・

超高層建築の経済性・

超高層建築と工期の問題・

小 呆 昇 … 12

塚 本 猛 次 ・ 12

金多 潔 12

デ ザ イ ン

荷 崩 ピ ル デ ザ イ ン の ゆ く え 佐 野 正 一 12

トピ ッ ウ ス

25階で火事がおきたら ・・ ー恩田 一則 0 ・12

空欄衛生役備はどうなるか ・大路清一部 12 

エレベータの考え方 υ  ・0 ・岡崎 時夫 12  

特別原 稿 ・投 稿 女

宮古群島の民家について

久恒治郎 ・ 脇本ｾ｟ ＮＮＮ 6  

最近の中国建築界について

… … 日中建築交流セ ンタ- 6  

ヨー ロッパ古遇策の旅( 抄) 山本 利雄 7  

建築家の育成( ポ ール ・ワル タンス プール)

釈 : 京大増図研究室… 7

市

血



建 築 と 社 会

建設およびi主役関連市場 ICおける最近の

企業進出についてー建設業界の動態調

号

'1' 1 - .. .. .. ...... .. . ..... . .. . 森 脇 久 那 ・9

世界の現代ru築のー展望 (F ORUM 詑

'63年 6 月号より〉 窓の会グループ 10 

建 築 の 眼 女

担当 ー金 本 賢 治 ・2 永 六 郎 ・星 野 三 雄

・森脇 久箔・・ 0 ・一一 ...• • ..... ・1， 2  

担当 : 上田 宏 ニ ・島 田 勝 次 ・沌 本 安 規

- 田 中 孝 司 ー … ..... 3， 4  

担 当 ・ 松 村 監 三 ・水 谷 頴 介 ・三 輸 泰 司

・和 悶 周 厳 一 - … ・・ ・5，6  

担当 ・泉 沢 哲 史 ・上村 一 ・河 島 新 吾

. 111本 茂 ー ー.. . ・0 ・ー ー ・ … 7， 8  

担当 ，湯川 市l和 ・大河内隆之 ・小川地喜氏

・小島 勝己 ..... .・・・ .... ..... .... .. .9，10 

担当 : 天津 珂 ・宇野 到 ・角 橋 徹 也

・吉田 緊… ーー … 11， 12 

近代建築調査委員会報告 女

37. 辰 馬 力 氏 本 宅 … e・e ・. . ... . . 坂本lIl !比古・ 1  

38. 金沢大学理学部本館( 旧四高〉と熊本大

学法学部本館( 旧五高〉 近藤 n ・2

39. 明治生命保険相互会社大阪総局

ーー・林野 全孝 3  

40. 旧長浜駅駅舎. . . .... ・. .. . . 近説 盤・・ 4

41. 京都府庁庁舎( 本舘) … 0 ・近藤 n.. . 5  

42. 京都 ・河原町カトリック教会( 天主堂〉

近藤 盛 ・6

43. I口三十四国立銀行 ・ 林 野 会 孝 7  

44. 日本天主公教下山手教会型蛍

坂本勝比古 8  

45. 京都府立医科大学附属病院本館

ー近藤 鐙 q

46. 浄土真宗本願寺派兵庫別院

坂本勝比古・ 10

47. 京都 ・中京郵便局庁舎( 本館)

.. .. 近藤 量2・ 11

48. 柳原学校旧校舎・・・ … 一… 近藤 艶 12

技 術 の 頁 女

1. 物を吊り上げる機械 篠 図 駿 ニ… 1

2. 超高層建築について 金多 自情 1

3. 設備機械室の広さについて

高 橋 誠 袋 2  

4. rくい」について ー 近藤 幸雄 2  

5. 駅務所建築における空気関和設備の方式

三 村 n.T. ..  3  

6. 施工部門 . 切探材のない地下工法

ー金回 宏 4

7. 構造部門・大型鋼管を用いた高層建築

の柱・ 一一 山悶 稔 4

8. 構造部門 マ形トラスの数例について

ーー … 大野勝三郎・ 5  

9. 施 工 部 門 放 射 線 と 遜 蔽 … 吉 図 繁・ 6

10. 原治部門・壁面展示室の採光

ー・伊E量 克三… 7

11. 材料部門 ・7 ; レミ ニウム砧材の彩色

闘倉 栄 B

12. 原蛤部門 。逓被係数 ( S hade F act or )  

について…ーー 松 浦 邦 男 8  

13. 材料部門 . 防火塗料ーー・・南 鍛佑. . . 9  

N  

第44集 1963年 1 月号- 12月号 総 目 録

号

14. 原翁部門 : 大気汚染防止のための ガス

排出の制御… 技術の 頁小餐員会 .10

15. 構造部門 : 最近の軽量鉄骨建築

- 椋 代 仁 朗 ・11

16. 材料部門ー人工軽量骨材 コンク リート

奥 島 正 一… 12

職 人 シ リ ー ズ 女

職人シリ ーズの企画にあたって

… … 大久保畠ー… 1

第 l 回 ・鳶喰( 桜井一雄氏〉・ 大久保昌一 .. 1

第 2 回 ・左官( 打木鶴市民〉 …篠 田 駿二 日2

第 3 回 ・庭師〈石田幸太郎氏) 大久保昌一 日3

第 4 回 ・数寄屋師( 笛吹嘉一郎氏〕

中村品ｾ Ｎ Ｎ Ｎ 4  

買， 5 回 ・石工( 鳴坂忠雄氏〉 泉 沢 哲 史 5  

第 6 回 ・ステンドグラス師( 羽淵紅洲氏)

...議 正信・ 6

節 7回 ・; 官接技師( 央制実氏) 一信楽J レポー

一大久保呂ー・ 7

買 ｾ Ｘ 回 ・ ピル大工Ｈ稲滋稔氏Ｉ 篠田 駿ニ… B

1$ 9 回 ・配管工( 有本逮雄氏) 宮脇 鍛・ 9

耳110回 ・7 ス7 アルトエ( 山本盤平氏 ・大

下治氏〉 … ー … 鬼 頭 舟 郎 10

11111回 ・塗設工( 秋山沢市民)

・篠11I 駿ニ ... 11

節12回 ・些貼工( 森元豊島氏) ・ 0 ・・大久j;'j'， 8- . . . 12

会 員 の 頁 大

投稿者( 順不同〉

久 保 和 知 ・中 谷 昌 紀 ・蘇 脇 久 ifr .

際 経 邦 夫 ・官 井 畠 与 ・金 谷 … 1

阪 経 一 郎 ・高 田 秀 三 ・浅 川 忠 夫 ・

鈴木忠五郎 ....• ・・ 2

天羽 鴻 ・辻 峻 ・松田 悶吉 ・

伊藤 田夫 .. . .. .・0 ・.... . ... .... ........ ..・ 0 ・・ 3

松村志t I l 男 。 ... . .. ... ... .. .. ...・ e ・. . 4  

天羽 鴻 ・福 原 裕 治 ・久 保 有l知 ・

鈴木忠五郎 ・鈴 木 正 明 ・徳 永 正 三 … 5  

伊 疎 幸 一 ・天羽 尚 ・佐々木一夫 ・

村上官尖男… ・ …  ー ...・ H ・. .. . 6

稲 本 征 史 ・大石 昌一 ・問問美登利 ・

岩崎甚太郎 … ・ 。. 7  

天羽 鴻 ・柳 本 正 治 ・山本 1J(. ・0 ・・ 8

金 谷 ・天羽 鴻 ・岩崎 弘 ・

河井氏一郎 ・辻 峻 ・鈴木忠五郎 ・

柳 本 正 治 ・大 野 喜 作 ー “  - ー… 9

金 谷 ・柳 本 正 治 ・奥 田 勝 巳 ・

久 保 和 知 ... .... . .. .・ e ・ 10 

凶 鍬 ・久 保 和 知 ・田村 f正司 ・

柳 本 正 治 ・鈴木忠五郎 ・宮 代 隆 司 ・

浅川 忠夫 ・金 谷 英 一 ・S T  ・・ 11

央 田 勝 己 ・簿 与荘 ・柳 本 正 治 ・

掲内四知丸 ・原 桂 一 郎 ・日野 武 12 

座 談 会 ( 再掲) 女

建築技能者教育 大工 ・左官 ・塗装工 ・9

イル工等の教育訓練をめぐって ・・ 1

進国 と強策をめぐっ て. .. .... .. ••. •• ...••.••••••. •• 3  

術生陶器回顧談 e・e ・・ e ・" ... . ...... ・ d  

錠前対般会 υ  …  .. .... ....... .... 6  

ピル管理者からみた空気調和設備・・ q  

新しい空間創造への怠加 ・ー ... .... .. ... ...11 

書 評 ・ 新 刊 紹 介 安

大阪の建築ガイ ドブ ック ・関西のすまい第

ニ集 ー

味わ う構造瞥ー鉄骨鉄筋 コンク リート 構造

号

設計実例集 .. " .. ・鷲 尾 健 三 ・ 2

建築基司自法および関係法線早見一覧表 ・ .  2  

「全国旅行実態調査報告J rスポ ーツに関

する世省調査報告J .. .. ・ ・ 4  

「現代ru築の巨匠J - 20由紀の空間を創造

した人びとー 島 田 勝 次 … 11

雑

*  
アン ケー ト「建築と社会J 7 ンケ ート 結果

報告 ..•• . • .••• •• •••• •••• ••••. •• . ••. .•••• ...... 4  

実務 IC直結 した新企画の説明会説明要旨

9，10，11 

新しい雄築材料紹介糊 ( P R ) ・ 11 

. o.  

:n: 幸E

*  
会 報 ( 昭 和37年11月分) ー 一ー・ー … 1  

が (  "  12月分) ・・・ ・ ・… υ 2

"  ( 昭和38年 1月分) ・・ ・0 ・........... 3  

m 

"  

"  

. o.  

ヨミ

。 2 月分〉・ 一. . . . . . . . . . ・ 4

3 月分) ・ ・一 ..• .•••••..• 5  

"  4 月分〉 ・ ・6

5 月分) .... ....・ e ・ 0 ・・ 7

6 月分) ・ 国・・. . 8  

砂 7 月分) ・… . 9  

8 月分) ..... . ... .・ e ・-… ー… 10  

"  9 月分) •••• •• ••• ....... .. .. . .. .11 

砂 10月分) ……田・・ .... .... .12

告 ヲk

第8 図工高生デザインコンク ール 入 手 者 呼 1

通常総会開催通知 ・・・ 0 ・・ e ・0 ・ ・ 2，6

昭和38年度留任 ・退任 ・監事 ・解緩員氏名 2  

第 2 回日本建築協会欧州建築事情視察白募集 2

昭和38年度監事 l 名および術選監事 l 名な

らびに本部所属評組員54名および補選同

l 名当選通知

南海電鉄沿線に建つ新住宅般針コンクール

入選者発表 … ・ ー…. . . .......・ 4  

昭和38年度役員選任 …. . . . . . . . . …  5  

理事会務分掌ー ・… .... ... ••. •.•••.•• 5  

会館建設資金借入金の償還当選通知‘ ・ 5  

背年建築家のみなさまへ………. . . .... . .. . .... .. 5  

昭和 ＳＸ 年度常設 ・ 特別蚕員会ｾ員 ・・ .. 5  

昭和38年度支部選出評議員当選通知 ・ 6  

会員の受賞… ー・…・ ...... 6，8， 12 

昭和38年度収支予算 ..・ e ・... ... ... . .. … . 6  

通常総会決議報告 ...... ・- … 7  

昭和37年度原業報告書 … ・ ・ 7  

昭和37年度決算報告ー・ ・ ・ .•.• •••• 7  

第 6 団建築写真コンク ール募集 .••• •. ..  7，8  

第 1 回会員作品展開催について ー ...・ H ・7

要望笹提出ー京大陸築学第二学科新股ー・… 10

陳情轡拠出一日 本建築総合試験所股立につ

いて ・ ・0 ・ … ........ ... .・・. . . . …… … 10

第 6 回建築写真 コンク ール入選者発表 0 ・…・ 12

買 ｾ Ｙ 図工高生デザイン コ ンク ー ル入選者発表
12 
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官 プ レ ス 可 舵 の 場 合 国 ポ ン ド C Hを あ わ せ 圃 使 用 下 事 い。

遠 乾 性 接 着 剤 の 決 定 版

くボ ン ドG 10新 発 売〉

〈速 乾 性 ポ ン ドG 10) は . 合 成 ゴ ム

を 主 成 分 と し た 溶 液 型 接 着 剤 で.

塗 布 後 の 乾 き が 特 に 早 < . そ の 上

初 期 粘 精 力 が 強 〈粘 精 保 持 時 聞 が

長 い の で. 作 業 効 率 が グー ン とよ

く、 イ夜、、 易 く な り ま し た 。

〈速 乾 性 ポ ン ドG 10) は 建 材 及 び 木

工 用 と し て . 特 に メ ラ ミン 化粧板・

プ ラ ス チ ッ ク ス ・ス レ ー ト ・金 属

板 等 と 木 材 の 接 着 に そ の 効 果 を 発

揮 し ま す 。

練式会社小酉儀助繭庖ポンド工湯

田菌、ｾｾＮ

11' " 量、大 阪 市 東 区 道 修 町 2 の 6 T  E  L  (231)  2047 

東京都中央区日本橋本町 3 町 1 T  E  L  (241)  5524  

Iρ 凍枝

シタイ/)(1t0)/..7) # 

検 式 会 社 木 下 値 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 担 南 通 5 ノ 3 5  

.，重何. 1) 5  • 0  8 ・5・8 6

商 庖

砂 町 5

電信 Ｈ ｾＱ Ｉ 0207 - 8 ・ω36- 7

三 友 エ 集 線 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 南 喝 江 大 通 1 の I 9  電 髭 (S. I ) 6161 - • 

合 名 会 社 利 倉 拳 商 高

大阪市南区長u 筋Z ノ20GI 舗網電停前)

電 話 位U) 0  5  7  1  • 
E ・曾・所車郎市中京区河原町列川下ル 電 信 @ 3 2 9 9  

和 県 産 集 線 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 舗 筋 2 ノ 3 6  

電 極 俗32) 0 1 2 1 - 4  

限 会 社

田 町 l

電舷 ⑤ 2 6 9 7 ・2 1 4 0  

タ テ パ ヤ シ 商

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

電話 @ 制 倒 ・ @ω 7 1- 2  

ｾ＠底

社

電話 @ 7・61- 3  

. o-

=  

問 団 建 材 株 式 会

名 古 屋 市 西 区 厳 木 町 3 - 8  

4章 式 会 社 名 建 商

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 ‘ l ノ 2

電話 @ 1329 ・2106 ・2817

久 保

市 北 区 奥

検式会社

大 阪

有

区 東

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社 ・ 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9  電話 @ 6 1 7 6 - 9

厳息樹姐断・触阜 市 竹 屋 町 2 7  電話 ① 2201 ・2360

青 盛 建 材 検 式 会 社

本 被 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8 電信 ② 2 2 8 1 - 6

岡 山 ・ 岡 山 市 東 田 町 3 電話 ③ 7911 ・81的

福 岡 ・ 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 • 電信 ② 5566 - 8  

③ 1225 - 6  

関西三星タイル会員

i I 材

市 兵 庫

石 井

縛 戸
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アヲリドーム

ア ク リ ド ー ム は 、 自 然 的 光 を や わ

ら か 〈 室 内 に 通 事 き 入 れ ま す 。

ア ク リ ド ー ム は 、 強 く て 軽 く 、

而サイ戻|全 に 富 ん で い ま す 。

V  ア ク リ ド ー ム は 、 付 属 金 具 と

セ ン トの 規格 品 で 、 広 範 囲 に ご 利

用 い た だ い て お η ま す。

λ 三 菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

4区 役 ・II:Clt n ... 受 信 .. ・2 <n 8  Ｈ 暢ＢＧ ｾ，‘ Ｓ ・ ｅ 幽印刷 》品 目《夫代》

大 阪 '1; Id ｸ ｬｚ 昼間 Ｂｴ 区ＮＮ之 ・ Ｒ ＼ｮ ＲＲ Ｈ 断腸 Ｎ｡Ｍｾ，ＮＮＮＩ ・. . . 担 問 " . . 1( 文代7

名 古 血 支 后 包 右 舗市命村区掴肉町‘ ｾｉＨ ・ ＸＦ 茜Ｎ・，Ｎ， 電.. ( 56)  s 3 1  (偲2

新 発 売

品It Ne w TYJ うe

室 内 や 廊 下 を ソ フ ト な 感 覚 で

包 む 新 タ イ プ の ゾ ラ コ ー ト ソ

フ ト を 新 設 計 に ご 採 用 下 さ い

タ ッチの 落 着 い た 環 境

をつ くりだします

ツヲヨート

ツヲト
d p関 西 ベ イ R ト 株 式 会 社
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. ビ ル デ ィ ン ゲ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美 素 工 業 所 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 話 ( 却1) 5  8  8  8 ・4 9  3  8  

営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

111者 (261) "070 ・ω79・617

東芝技術の成果/ 新製品誕生

明るさ3，200' レメシき超えたス之一トな32mm管

従来の1; 定審会よ似11呉が吃のまま使用でき3

圏直 訴加 Ｔｾ
白 色 FL- 40SW

ヰ" ライ〉

定価も従来品と変リません

現金定価

FL -40SW 480円

FL -40SD 480円



，ι  

段 針 施 工 株 式 会 社 大 林 組

型空1

南 面 (正 面)

- 股 骨 十 者 の こ と ば

大阪歓送会館新館 Ｑ ＱＺは ， テレビスタジオ Ｓ ｾ と ， 般道関係の Ｚｮ 施ｬｬｬＺ Ｎ 事務関係の諸室があり ， 主として

テレビ政送部門を集約してある。また将来ますます市要増加が考えられるので ，地上 8 階まで述犠でき

るように設計されており ， 最終的にはテレビスタジオ 6"草を有する 建物として計画してある。設計巧

初，テレビ故送関係と事務関係の分厳などについて問題があったが，旧館との迎絡の方法，機技官史跡

が敷地内にある乙となどで. c のように l プロッ? 11 : まとめざるを符なかった。

lIl:計 IC 当っては下記の点 IC特 IC留意、した。

①テレビ放送関係諸室。( テレビスタジオ ・運行スタジォ ・7 ナウンススタジオ ・エコールーム ・ビデ

オ関係 Uf 3i ・刷調整室 ・テレビ主制整室 ・フィルム送 f3 t 関係諸室) の音響の問題とスタジオの上下にあ

る股 <<i/機械室の逃音国体伝送音などの1問題。

②テレビ出演者 ・放送業務関係自 ・iJl 務関係首および外来見学呂の 旧館をも含めた動総処理の! 日l凶。

また構造計画については

①スタジオ部分の大架問架構は . J曽築後の般終形態として E の上 IC更にスタジオを予定しているので ，

E のスタジオ間の音響処理の問題とからみあわせて中/ i U階を設けて集中的にトラスを位いた。

②スタジオプロックを自の字型の耐鍵コアーとして取り扱った。

@ 地盤が案外良 くないのでピアー基礎をl ! l ! JII した。

その他 ζ の建物の特殊性によりすべてにわたりでき得る限り合理性を追求した乙とと ，居住性を高め毛

ことに努めたことである。例えば音響の問姐は会所 ICわたり完墜に配慮し ，また空調も考えられるだけ

司札を分けコン トロールし ，更に各32I Cはクライメーターをつけ細分化した。

11 



l  大詰. .  

股 肘 施 工 株 式 会 社 大 林 組

J軒 IE J血 火阪市東区法円坂町6番地10ノ2

12 

ｾ ｬ＠ ｾ鉄 竹 鉄筋コンクリートｾ

脱 校 地 下 1 階 地 上 4 階 . 1持昆f . t

Ul ' . l t 体面積地下 I 1帯 3.4EO.S3m"  

11

'

地 階 125.  44m"  

l 階 3. 453. .11m"  

2 階 I. 66J .  Ｖｾ ｭ Ｓ＠

3 階 2. .l i6.  ｾ Ｒ ｭ Ｂ＠

4 階 2. 488. 33m2  

t古屋 I 1帯 8う2.87m'

Ｑｾ ｨＱ Ｒ 附 Ｑ ＶＶ Ｎ 16m"  

i陀 廊 下 125.  ｾ Ｓ ｭ Ｓ＠

脳外守陣I室 13.50'" 

総 計 Iι1. 852.06m'

ｾＧｉ＠ ，fS t型地地盤耐よりノド館バラベ γ ト

天地まで15.700m

I世相地盤 而より t芦屋バラベット

天端まで22.300m

注礎工法 ぜ T 一 法 伎 に よ る 諜 礎 工 法

エ )QI 附 和 36. 12.  1  - 38.  10. 31  

スバン ドレルアルミニーウム 43S 7) レマイト仕上げ

マリオンアルミニゥ. t I 63S 引抜アルマイト仕上げ

一部コンクリート打放し化粧仕上げ

窓枠 7) レミニ ウム 43S 7) レマイト仕上げ箆軸回転

ガラス グレーペアーガラス

玄関ホー ｊｾ



I 'J 銅 盤 室 アナウンス・スタジオ

第一スタジオ



階

1. 買1 1 ス タ ジ オ

2 買1 2 ス タ ジ オ

3.  J I j 側 室

4. 大 道 n '?oi 

5. カ メ ラ 倉 hl1

6. 楽 器 倉 1 ' 11

7. 照 明 合 雌

8. スクリーンh I l

9. rj， ) 出

10. 見 学 名 ホ ー ル

11. . J ，; 凶ホール

12. UI 泊 者 控 室

地下 1階

1. 変 m lii 

2. 特 高 受 m3追

3. コ ン デ ン サ 一 室

4. 設 備 機 械 ヨ1

5. 自 家 発 電 機 室

6. 梢' 1 ¥' ｾ＠

7 定). ' ，1 披 mi 京2

8 地 池 2白

9. 中 継 艶 側 室

10. 中 縦 JII 柚 ru

11. 可1 !Il 

12.  tii 駿ガスボンベ室

圏

内

U

b

-

;
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一

一

協

館

一

一
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語

会

A

一

四

放

送

一

一

本

激

一

面

口

M

m似

-

E

大

一

股 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

"_ L主主司

ニ ｊｬ ｾ ， ｾ ｾ 井

田

本 館 →|一 新 館

中 地 階

L 空 調 傑 作 室

2.  m カ 傑 作 室

3. 第 2 整 備 係

11 

、。

本 館 → トー 新 館

運行スタジオ . 施 工 者 の こ と ほ 株式会社大休組 永井義徳

浪速の象徴大阪城のお淘端 IC面し ，B Kの略体で緩しまれている N H K大阪中央放送局は ，本

館の南側 ICテレビ専門の新館を建築される ζ ととなり，当祉に設計纏工ともど下命をいただき

ました。

』正使工事では ， 旧館の政送 ｾｕｉｃ 対する ｬＡｉ ￯ 音 ， 防 ｴｬ の見地から深礎工法を採り ， 天満婦に速す

る採さ平均28米，深礎 106 本を施工しました。

木工事においては，昭和38年 8 月 1 日からテレピ放送を開始できるようにする ζ とが第 1 目様

でありましたので ，本年 2 月 15日を第 l 次中間峻工期限として，それまでに特高受常設備 ，特

高lli ほかm気関係各室を完成させ，第 2 次中間竣功期限を本年 4 月30日として， ι のj ] 物の心

臓郎であるスタジオおよびその関係各室と . ｾ山送設備およびその関係各議を完成させる ζ とと

されました。

工事期間中 ，旧館では歓送業務を継続されており ，8 月 1 日からは新館の放送も1m始されまし

たので ，ζ れらを妨げぬよう施工するために施工時聞が著るしく束縛されましたが，綿官な工

事計画により工程を支隊なく jffi 妙させる乙とができました。述物の性質上，防音 . jyi 践に関し

ては，特に入念に施工しましたので非常な好成11I を収める己とができました。また ，一般建築

IC見られぬ複雑な設備工事との関連工事も順調 IC仕上げ . 10月末無事会工事の竣工をみたわけ

であります。己れひとえに ｎｈｋ 潤係各位の優秀な技術と懇切など指導の ｉｾ と深〈感謝してい

る次第であります。



本 館 一|← 新 館

本 館 →| 新 館

本 ft，i - ・|守 新 館

i l l  

本 館 →|← 新 館

2s; 

ｾ＠

繕 屋 11昔 2  設備機械室

塔 屋 2 階

l  エレベーター

機械室

2. ポ ン' プ 室

4 階

1. 第 l スタジオ上部

2. m2 スタジオ上部

3. 連 行 ス タ ジ オ

4. テ レ ビ 主 制 整 室

5.  i制 調 整 室

6. アナウンス

スタジオ

7.  7 イ ル ム 操 縦 室

8. 7 イルム送像

ラ γ ク室

9. 7 イルム送倣

機械室

10. 指 抑 室

11. カ メ ラ マ ン 室

12. 配 m 室

13. 局 長 率

14. 1泊 室

15. 秘 笹 室

16 次 長 室

17. 会 議 室

18 応 f荘 重

3 階

1. 第 1 スタジオ上部

2. 第 2 スタジオ上部

3. 副 調 整 室

4. アナウンス ・

スタジオ

5. 照 明 ラ γ ク 室

6. V  T  R 室

7. m ;w.ラ γ ク 室

8. V  T  R  操 縦 室

仏 T V 迎 行 室

10. ビデオ ・ラック室

11. ピ デ オ ル ー ム

12. 機 器 整 備 笠

13. オーデイシヨン

J レー- 1‘

14. オーディ' Y E t ン

予備室

15. リ ハ ー サ ル 室

16. 本 統 室

17. 衣 袋 倉 庫

18. 小 道 具 室

19. 般( 1 ，機 械 室

20. 充 放 匂 盤 ヨE

2し 沼 地 主

2 階

1. 第 1 スタジオ上部

2. 第 2 スタジオ上部

3. 出 演 者 j空 室

4. 大 道 具 上 部

5. エ コ ー J レ ー ム

6. 残 響 付 加 装 置 室

7. グリー0 / ) レーム

8. 更 衣 笠

弘 化 粧 室

10 化 粧 室 ( 個 室 )

11. 玄 関 ホ ー ル 上 部

12 夫 絞 係 員 室

13. 衣 混 合 室

14 硲 室

15.  ｾ需品羽合室
16 第 3 現 像 機 室

17. 試 験 Hff 室

18. リ ハ ー サ ル 室

15 
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圃 股 骨 十 者 と し て の こ と ば

ト…川
段富十 施 工 株 式 会 社 銭 高 組

所 在 地 大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁目 8 番地ノ 2

縦 模鉄骨鉄筋コンタリート造，地上 8

階，地下 2 1!!寄 ，1苦昆 3 陪

事l 高屋上バラペット上端まで31. ∞O m

11' ; 度設m部まで Ｓ ｾ ＮＲＲＰｭ＠

T1' 数 敷 地 面 積 407. 064m
2  

建築面積 361. 536m2 

各 l桝 床 延 面 積 3，603. 913m合

地下 2 附 296. 261m
2  

地下 l 附 2，6. 261m
2  

R存 338.  520 m日

2  隣 363.  237m
2  

3  R時 363. 幻7m2

4  R守 363.  237m
2  

5  草色 363.237 m
2  

6  曹員 363. 237m
2  

7  開号 363.  237m
2  

8  甲R 363.237m
2  

続 座 1 ｾ目。 ＴＵＮＴＰｾｭＲ＠

階展 2 11i'i 45. 40j m
2  

rg屋 3附 45.40.j m
2

工 期 着 工 昭 和 37 :tf， 2 月 15 日

竣 工 昭 和 38 年 10 月 日 日

大阪［ｾ券街の巾心地北浜 ｉ｣ｬｬｩ つ吋ピルの設計の尻 Ｑ 初 ｉｃ あたって ， 特徴を持勺た外観と敷地の高度な車 ｉ ｮｊと共Ａ日部分をでき

る'Rり少くすることを目傑とした。北浜 IC而する外袋はス パン ドレル郎分 IC).且色の43S 硬質ア ルミニュームパネルを使用

し，fTi 血T J レミニュームのボーダーで織に仕切ってアクセントをf . t けた。サッシは勿論 7 J レミニューム ， 1 ， 2僻の住引

には Jt 木 IEI; 向石をもl! って 部おきをも 勺たJι と自のみのコン トラ ストで外仰の色彩紘一を計った。

貸ピルは敷地を高度に平11川しなければならぬととは当然な乙とであるが ，本工事は京阪司1111の地下延線工'11と併行 ，かっ

地下構内への連絡ロが要求された ζ とと，岩石のｾいＥＧｩＧＱ地盤の掘削などがあり ， また設計中 ｬｬｩ 策 抑制を受け工事の途中

で解除された乙となどでたびmなる 設計変更が生じずf心を払った. 平面計画上は電気室および随同室の一部を培! i l . IC設け

て，パイプの交1ft を免れ，地階の空調室を小さくし地下部分の貸主面積を可能低限り大きく取っている。また ，地上慨は

共 ｭ 部分をできるだけシンプルなものとし，はねだしを使って貸室而磁を大きくした。なお亨 ｩ ピル川側には防潮Ｎｴｾが完成

しているが，万全を期 して 11 1 i ' i 各入口には台風時 IC防湖周を設促できるような技術をした。

n上乙の限度の純棋のものとしては一応まとまったと思うが，欲をいえば予算の箇で現状のようになった川側の外袋にも

う少しカ E ぷを入れたかった。



外 装

正面 435 7 ; レミニュームスバンドレール( ⑦ 1. 2) 。制部 2

5 7; レミニュームポーダ( ② 1. 6) 。ただし . 1隣部分柱押l 壁

共 Ic1E院i石本I f ! き。 2 隣部分柱型壁共 IC凝石プロック目占。

側面および褒而・色モルタル吹付目地切仕上。

17 
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1 階玄関より京阪電車通路階段をみる

地階地下道通路より内部をみる

- 錨 ヱ 者 と し て の こ と ( <[

阿部大阪の中心地で，かっl i E 券取引界北浜 2 丁

目の交通頻繁なる市1 u 道路 1<: 面1 . " 背後 1<: 土佐

細川を擁した 407 平方米の当敷地は西側 1<: 地下

1  Wi ，地上 7隣のピルを控えていたため ，地下

211i ' iの網目1) 工事は特 1<: 注意を払った。また隣接

ピルにはグラウ ト工法およびアイランド工法を

施1... . 河川 1<: 対しては 15米の鏑矢板による二重

締切によって水圧 1<: 抗するようにし ，また平行

して施工されていた京阪IU鉄地下工事との関連

も考慮に入れて綿密なる検討の下 1<:. 1毒機工事

をオープンカット工法で行なった。乙の問，鉄

矢版打ちに際しては旧態依舗の基礎と推定され

る多くの巨石に当り . c . れを撤去するのに非常

に手間どるという計算外の開問1L / 1 J 喰わしたた

め，約 5 カ月もの期間を要した E とは後の工程

1<: 大なる影符を及ぼした。後の領体工事および

仕上工事1<: 際してはI ' i尉の僚出入は場所がら ，

全て日曜日か深夜 IL 行なわれ. ll( Ul 施工すると

いう変則的工事を余儀なくされた。 仕上工事の

内，外装 1<: 関しては ，建築主および当社設計部

が熟慮の上保用した43S アルミパネルが製造過

程において色調が繍いがたく ，また乱反射によ

る色の変化にも調和させるのに ι 心しました。

E のような立地条件にもかかわらず完全施工は

勿論の E と，特 IL 安全管FJ! I<: つとめ幸い重大な

る災ＮｾＡもなく竣工を見ました乙とは各関係官

庁，関係会社のど指導の賜でありまして、c . c .

1<: 深訟なる敬意を表する次第であります。

1 階事務室内部より前面道路をみる

位 計 結 エ 株 式 会 社 銭 高 組
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段 計 施 工 株式会社 銭 高 組

階

地 1 階

地 2 階

。，2  l ‘ '  "圃

F…一日t 司

④ 

I草屋 2 階 塔屋 3 階

局 l 上

屋 階

• 
背 事 務 室

• 

• 
3 - 8 階

2 階
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i 安 坂 長

位 計 施 工 鹿 島 建 段 株 式 会 社

所 在 地 宝 塚 市川面西谷切畑長尾山 13- 1

規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造 2 階建

敷地面積 25. 000坪

建築面積

床 面 積 1階

2 階

合計

502_2m2  

325_089m
2  

326_550m
2  

651. 639m2 

南 側j 正 面

• I量 計 者 の こ と ば
鹿島建設株式会社設計部 泉沢哲史

大林寺 . c の寺は ::E頂山智思院を本山とし大阪市内西寺町より引越したもので，阪急宝縁線で北へ

30分，有名なげI荒神 IC隣接した ，なだらかな山腹の南斜面 IC位凶し広大な敷地25. 000坪を有し ，背後

IC緑の樹木が寺の 'I Yf fを色取っている 。また 2 限パルコニーから望見される景色はポ81'1らしく ，人々

の集まりと ，信仰心からくる間苦しさをやわらげ，寺そのものも近代的尊厳を保持し近級感をお ζ さ

すにふさわしい場所である。

設計当初 ，概家より宗教的形式を霊じた七のとか . 屋板はやはり寺の昆駿らしくとか，いろいろと希

望が出されたが，形式よりも険能と生活 ，立地条件を考慮し ，また工市予算の関係をからみ合せ説得

した結果意見 もまとまり ，一部を除いて計画通りとなった。

計上柱目玉は紫材を生かし自然の山政と倒木のコントラストを# え打政しコンクリートとし ，問住は

中 2 本の柱より太く下部 IC広がり l 階 . 2 階を通し ，上郎氏の撞f在感を柱によって受け安定感を持た

せた。庇裏は打放しコンクリ ート の帽を吹寄せ ｉｃｾ し筒訟な直線的表現を乙乙ろ品た。また窓箇は室

生寺本堂など ｋ 見られる部戸をもじりｾ総予防も考慮して角パイプで組みオイルペンキ塗りとした。

内館本堂床はタタミ敷，星置は京壁塗り，天井は大組協天井としベニヤ下地壁紙貼りで，その聞に照明

を配置した。本堂は Ｓｾｉ ｃ 仕切れるよう棋を入れ ， 多人数の場合と小人数の犠合の集会 ｉｃ 利用できる

よう ，機能的 IC融通性を持たせている。ただ設計中考えさせられた乙とは従来の峨式を異にしたもの

であるため ，意識過剰となり時 IC跨大な不自然さが銘呈されはしないかとj < ¥を配った。しかし竣工し

て品て上記彪憎されたほとの乙ともなく ， 寺としてのムードを保てた ζ とが唯一の救いであったと｜ｾ，

工 期 昭 和 38 年 2 月 - 3 8 年 10 月 っている。



昆線 アス 7 アルト防水府保品モルタル塗り円

地切仕上

外壁 白セメントモルタルカキ訴し仕上

住' 1' 1・庇. 打放しコンクリートのシリコン吹付

2 階パルコ二一 ( 南西) より庇を見よげる

21 
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2 階 本 堂

2 備 本 堂

タイ リン l  

大 林 寺 |



段 昔十施 工 鹿 島 建 敬 株 式 会 社

園施工者のことば

鹿島建設株式会社大阪支庖 朝 日昭三

春浅い宝患の山Illl にきて現樋を見たと E

ろ，未完成の道路と敷地を見て，如何にし

て山阪に御堂を建立しょうか，着工を延期

して はどうだろうか，という E とが第一印

象であった。基礎工事 IC当っては ，地層が

傾斜しているため掘削途上で一部抗地業 IC

変更するなど，または材料運搬は山間であ

るためと道路が未完成であったために政戦

を半減するなど，当初の予想通りの工事

進行 IC大変なプレーキとなった。

2 階

1. 玄 関

2. ホ ー ル

3. 本 堂

4. 仏 燈

5. 控 室

6. 応 tt 室

階

1. 玄 関

2. ホ ー ル

3. 応 援 室

4. W 会 室

5. 10 帖

6.  6 帖

7. 内 玄 関

8. 厨 房

9. 6 帖

10. 使用人室

11. 女子便 所

12. 男子便所

13. 脱 衣 室

14 浴 室

15 物 置

打放 し仕上は何時や ってもむづかしいもの 1階集会 室

で，時K 優良なtt材の符られぬ今日では ，

ｾｪ ーな骨 尉 で打放しコンクリ トを打つ E

とは困鮮な仕事であった。

内装の大半が和風であるため ，俊良な木材

を必裂とするが，良 材がml C くいので，す

べて練材を用いた。優秀な糊材がある今 日

ではあるが ， 塗ｾを施さない和風建築 ｉｃ い

つまで木材の美しさが保たれるかが，大き

な問題となるように思われる。また ， ラス

ボード の代 りIC ，一部分 IC ラス B l を使用

したが， 1年後の結J l ! が楽しみである。

以上， ｾｉ ｊｬ ｃ 軍 ぜった ｅ ともないが ， 実験的な

仕 事までで Ｖ た己とは ， 設計者の深いｾｰＮ解

によるもので ，施工者として ，深〈感謝す

る次第である。

CD 

、ーーーーーー ー. . . ーー ー・ー ー. . - . ...
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長島町漁業協同組合 |  

事務所 |  

段骨十監 理 U.  D .  C .  

施 工 株 式 会 社 松 村 組

湾口よりの眺め

- 股 計 者 の こ と ば

年間水路額 6 億円，ぬ来 1';"8∞ 人の ζ の町は ，治t年dへたにかけては日本随ーといってよいと E ろだ。併し

との車まれた立地は ， 返ってよ地のぬ民を保守的にさせてきたようだ。遠洋漁業の ｉｊｈｾ その他，担弘法の近

代化 IC も立i ! i ! れた感があった。漁村の近代化は今や時代の怠勢であるが，ままその位協には感心しないも

のがあるように見受けられる。それは近代化を llii U l しているのは，漁業者自身ではなくて，他の阿業資本

などであったからである。主体であるべき漁民が，端役 IC固されている E の笑えない喜劇を . 1: . の町が品ij

じなくて筑む E とを切望する。

ι のmr のI l ; かげている政策は ，まず ill!. ，r . の卸業化という ζ とであった。ハマチの後処は一応軌道に乗り 111

したし，次は鯛の従殖を手掛ける E とになっている。金融鉱大政策も方針の一つである。年11目抜制は20鍛

IC 必している。次は海面ｾｉＡ立による住宅地の ｉｊｉｊｾ ，観光施設の充実ということも妓された却闘だ。災は ｅ

うした近代化を jffi める越地として，組合 'JT務所のi I l 股が要求されたのであった。大地渡に何回となく遭遇

し，大 il¥訟も度々経験している。台風は l，j il" のごとく，まともにぶち当る。その上年々の地盤沈下が起っ

ている。 E うした立地と漁業の近代化という 1:!- 川が: ! ! i 求する III 築は ，武fr な'，r絡をもったシェルターであ

る己とと， 1白地柄 IC 似つかわしくない処分モグ- ; / な同J ｾ並とであった。 Ｒ Ｑ Ｐ 坪の小柄な処物であるが冷暖

ωを設備し. ＨｩｩＡ品なと ｉｃ ｩＮｊＡ築貨の Ｔ Ｐ Ｎ，を怜じた。 ｩｦＨ ｯｊ えが ｗ｣ 主役を色ｾずるための舞台となる乙とを念願し

て設計した。 ( M A S S A)  



ピロティ壁画 大会嫌室壁面憎成

向いよ りの眺lr

所 l E 地 三 重 県 北 牟婁邸長島町

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i邑

3  階 出

建 築 面 続 213. 6m"  

建築延面積 672.  5m2  

内 l沢 l 階 215. 4m
2  

2 階 215. 4m
2  

3 階 215. 4 m
2  

t喜 屋 26. 3m
2  

事「 高 12.9m 

段 高 軒 高 15. 4 m 

外 事長 2 丁 掛 タ イ ル 貼，

テ ラ ゾ 小 叩 貼

工 期 着 工 昭 和初 年 1 月13日

唆 工 昭 和初年 10月 6 日

25 
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直面面1

圃圃・

B・・・・

長島町漁業協同組合 l  

事務所 l  

よ ピロテ ィより 玄関をみる

下左 ・2 階事務室

下右 2 階役員会議室



上 3 階 寄 合 室

下 : 3階 大 会 議 室

階

2 階

階

曲 跡。

花 壇
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.  超高層建築時代と歴史の差

A= 摩天桜のテッペンから飛降り自殺をすれば，途巾で気が変るかも知れない。 B= 50階

のオフィスのタイピストは船酔いせぬ人でないと勤まらない。 c=超高居建築では上向き

に降る雨もあるので雨仕舞もむつかしい。 A → B → C と話がより科学的，建築学的になっ

てくるが，われわれも C のl時代にきたわけである。 40年以上も昔，アメリカで皿洗いをし

ている綴戚の者から，アメリカの趨前回建築の1 a:nmが送られてきて，就学前の私は党束

ない数の知識で，U ! 物の階数や，窓の数を勘定して楽しんだものだ。以来半世紀に近く，

日本も趨刈ｊ｛｟￯ ｩ ｩｬＡ築 ｬｉ ｾｪ 代の入口へきた。その写真集に出ていた建物と今日のそれとの聞に

は，アメリカ自身 lζ 半世紀の進歩= 苦労があったはずだが，あと追う身の有難さと ，生来

の' E'YJ さとで，円本の技術は比較的短時日でアメリカ lζ 追いつくであろう。しかし ，例え

ば使い方などの而も含めて，全く ζ なし切るのにミ歴史の差ミをどの程度まで縮め得るで

あろうか ? ( A  1)  

圃 現 場 環 境

IVi' 1二|も，今 1: 1 もど乙かで多くの建設工事が続けられ，そとには各職別の人々が毎日入れ替

りたち畿り働いている。その還しい労働力は，日速道路建設 ， 市街地改造，地域 ｉｊｉｾ 発 ， そ

の他のliiE没L' Fの原動力になっている。どのように工湯加工が進んでもそれらの人の現場

作業は現J見純設の恕い環境にあってもかかすととは出来ない。その改善がしばしば指摘さ

れているが，機械カがどのように進んでも ζ れらの各職別の現場作業が集積され完成する

のであって，現場ー監理が当を得なくてはならないが，ややも すると忘れられる。いつの時

も完工の口を待たず多くの人達は次の現場に移っていく。それらの人たちは工事中風 ｾｉζ

もめげず働き追われるように作業を終る。適当な休養がないと災害が起る率が高い。巨大

なU! 設工・JI は明日もその労働力と技術を要求している。乙れらの人たちが整備された現場

環境にあるならば，なお一層安全で作業能率があげられるのではないか。 ( UI )

.  緑化地域，緑地率の規定を

緑の多いまちには，落ちついた雰囲気があり ，いわば風絡みたいなものさえある。一般に

よい住宅地といわれるものは，環境や配置計画がよいとか，道路や上下水道が整備されて

いる乙とでもって評価されているようだが，造図や植樹の計画がどのようにお乙なわれて

いるかについては，あまり注意が払われていない。現IC，住宅地計薗でも，宅地造成，住

宅配置，道路，上下水道などあらゆる施設について，相当乙まかい図面が用意されるが，

緑化計画についてはぜんぜん設計図がなくて，建物が立った後IC ，適当 IC植樹しているの

が実情である。そ乙で，緑をふやし，緑化計画を建築行為のなかに盛り込みますために，

緑化地域のようなものを指定し，その地境で建築するときには，用途に応じて，ある程度

の緑地率を確保するよう，法的に義務付けるような方法も考えてもいいのではないだろう

か。 ( KT)  

.  施主と設計者の言分

私は;JI 負の設計 Ic 3' i 1J めているので，他人の II 物の設計が全部である。限られた予算に無

理L .i¥ft泌を強いられ，もともと短い設計期日 ι とんでもない変更，追加で，あともどり

と，やりなおしの繰返しである。そのｾ￟｛，残業や徹夜で Ｑ 時間を取戻すのである。どうし

て乙のような労力と努力を消費せねばならないか， 1時IC切なくなる。最近私も宅地を手K

人れ，人.i l l i KLI 分の家を建てる可能性が出米，没Jt している。設計家であるが故に，よいも

のを， ，ｻｾ人に笑われないものをという義務感にさいなまれ，余計にむづかしく，満足なも

のが出米なくて困っている。いっそ建売にしょうかとも思った。しかし，めんつにかけて

も臼分で設crl ・する乙とにした。もし人 IC依頼していても文句ばかり多く，さそ' 嫌われてい

たであろう。結局一生に一度の乙ととて， J} f . の予の僅かな金で，あれ乙れ欲の深い注文を

ーばい織り込うとして迷うのである。今施主と設況の両者の立場を兼ねてみて，どちらか

に軍配をあげたとすれば差追いであるととがわかった。 ( Ys)  

次号は mしい執: ( f / ' i が担当します。



アルミ スパンドレル43S

方 立 2 S

笠 木 2 S

水 切 2 S

シ ヤ タ ア 工 事

防 水 工 事

軽 量 鉄 骨

日 本 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社
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局 長 室

家 具 造 作 内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

株式会社 久 {呆 商 庖
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床 . 三星ラパスター

( 新しいタイプの床材)
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揚水消火ポン プ群

N H K 大 阪 放 送 会 館 新 館

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

冷凍機 450 R T  



平 和 生 命 大 阪 ピ ノ レ

事工

山

石

一

ゾ

山
岡

-フ

花

テ

生 コ ン ク リ ー ト 大 阪 生 コ ン ク リ ー 卜 株 式 会 社

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

V  
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日 本 住 宅 公 団 今 出 川 分 譲 施 設 付 市 街 地 住 宅

( 住 宅 公 団 今 出 川 団 地〉

施 エ

A l : 近唆工 し た 新 III 築

位 計 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

所 在 地 京鶴市上京区北船橋町860の5

敷地面積 941 坪

建築面積 763 坪

属 面 積 6. 717 平方品

構造線模 R C地上10階建

1.  2 階 京 都 市 上 京 保 健 所

3  - 10階 住 宅 公 団 住 宅96戸

竣工 ｉｾ 相府138年 9 月

鉄 道 建 設 興 業 株 式 会 社
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都市計画からみた超高層建築問題

工問 ・中沢正II 築UJ 硲所長

中 沢 誠 一 郎

ま え が き

超高層建築問題は建築の分野においても多くの問題を

もっているが，建築を含めた広い視野に立った都市計画

の分野においては，さらにいくつかの問題をもっ てい

る。都市計画の中でももっとも大きな問題は容積地区制

の問題であろう。それゆえ乙乙では主としで容積地区制

についていくつかの問題を考えでみようとするのであ

る。

目下東京都では容積地区指定のために成案が進めら

れ，各方面との折衝が行われでいるときくのであるが，

その他の都市では今後どのように進め られるのか，きく

ところがない。もし東京都で指定をみる乙とになれば，

他の都市 でも乙れに ならうのではないかと思われるの

で，東京都の指定はよほど慎重を期してほしいものだと

望みたい。もちろん都市によっては必ずしも東京と同じ

ではないしあえて桜倣するとも恩われないけれども，そ

の指定のしかた如何f C.よっては，容積地区御lのよい点が

生かされないで，却って都市の混乱をまねくおそれもな

しとしないからである。

1  .  高さ制限撤廃問題の発端

本年 7 月16 日建築蕊準法が改正せ られ新らたに容積地

区の規定が設け られた( 法第59条の 2 ) 。その第 8 項に

おいて同法第57条( 建築物の絶対高規定とよばれるも

の) の規定は，ζ の容積地区内においては適用されない

乙ととなった。いわゆる高さ制限の撤廃とよばれるもの

である。すなわち乙の地区内では建築物をいくら高くし

でもよいので，超高層建築も怒で られるというわけであ

る。したがって都市計画区域内では，容積地区の指定を

rjil 提として超高j百建築が可能なわけで、ある。

巷間伝うると ζ ろによれば，乙の改正は，実力大臣と

いわれる河野建設大臣の鈎の一声か らはじまったといわ

れる。もっとも建築基準法は建設大臣の所管であるか

ら，所管大臣の発声がその発端であるという乙とは当然

でありすぎる。問題は，なにが建設大臣を動かしたかと

いう ζ とにある。建設大臣は系人である。素人が発声す
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るには相当 な くろうとがそのパッ クにいるはずである。

飲み込みのよい，そして決断力のある大臣のパックをな

すものはなにか。

私は，それは 3 つのグループであると思う。つまり 3

つのちがった発恕が実力大臣をして決芯せしめ，あの法

律改正が行われたものと思う 。しか し， 事務的の進行に

ともなって 3 つの発想から必ずしも 1 つの具体的な結

論がでない ζ とが発見され，多 くの問題をあとに残しつ

つ法律だけは改正された。いわば月たらずの子供が生ま

れたようなものである。それだけに育児には骨がおれる

わけで，現在執怨中にも ，なお施行令の公布もみない状

況である。したがって具体的なものがはっきりしないま

まに舘をとっているということであるから ，乙乙で述べ

うる乙とは，むしろ最初の発想，動機に測って，宿命的

にもっている発想聞の矛盾についてふれ得るにすぎない

乙とをど諒承願いたい。

2. 3 つ の 発 想

経済人は，その敷地をもっとも有効に利用しようとす

るのは当然すぎる乙とである。都 市 全体を考える前に

まづ自分の利害を考える乙とも通常である。自分だけが

さきがけて損をする乙とを甘んじるような人はまれであ

る。高さ制限も実は者11市全体のためには必要なものであ

るが，高さが数字で示されるとその数字が目ざわり K な

る。なぜ 31m でなければいけ ないのか， 40m ではなぜ

いけないのかという別個の問題に移って行く。地価は高

い。通常の収益可能の限界内をこえてはるかに高い。経

済人は外からの経済を全部自己に吸収して，それを足が

かりとしてさらに経済を高めようとしている。利潤追及

といわれるものである。そ乙では31mの制限がじゃまで

ある。 ζ れを撤廃しようとする底流は久しいものであっ

た。こういった声は大臣級の人K は常K . つぎ乙まれてい

たのでは ないかと思う。また，乙 れが直接の発端ではな

かったかと推測する根拠は相当ある。

乙れに拍車をかけたのが超高居建築は，日本でも可能

であるという建築構造学者の発言である。乙れが経済人

を力づけたことはいうまでもあるまい。



もう 1 つは，昭和3 6年以来東京都から ，日本建築学会

にも提出され，また，昭和37年には建設大臣に窓見を具

申していたところの「高さの制限を廃して容積地区箭IHc

移す」という意味の提案である。

乙の 3 つの発想は期せずして 3 1mの撤廃という 1 点lζ

集中するのである。しかし乙れを徹廃しぱなすという乙

とはでき なし、。むしろ今 日の都市事情からすれば従来よ

り容積率を小さくする必至Eにせまられていると都市計画

学者はいう。しからばどの辺に容積率がきめられるべき

か。

そ乙で建築1基準法では，敷地面積に対して，100;ちか

ら1，000 5ちまでの 10種の容積率をきめ，都市の実情 lζ 応

じて， 地区の指定と率の決定を都市計画の施設( 建設大

臣が立案して都市計画地方審議会にかけ，建設大臣が決

定告示する) とするととに なっ たのである。

3. 各 界 の 意 見

法律改正にさき立っ て，建設省は各界の怠見をきいて

いる。また自発的に要望書を提出 したものもある。それ

らの中から 3 つの意見，要望をとりあげて， その要点を

記するとつぎのようである。

(  1  ) 日本建築学会の諮問答申

昭和37年10月27 日の答申は，建築学会内における各種

の委員会，例えば都市計画委員会，超高層委員会，建築

設備委員会，その他関係委員会の意見を持ち寄り ，総合

的に結論を出したものであるが，現行建築物の高さの制

限lζ 関する規定は「実情に即しない 面 が 生 じているの

で，欧米諸都市において採用さ れている容積地域制度の

活用によってJ ， ["都市胞設との相互関速において合w

的( c解決すべきもの」であるから ， [ " 法改正には異論は

ないがJ ， [ " 無条件廃止は不適当である」と し， さらに

容積地域制に移行する場合， [ " 場所によ っては，必ずし

も従来よ り緩和されるものではない」乙 とを指摘してい

る。

ζ の答申では容積率を何% にすべきかというよう な点

にはふれていない。

( 2  ) 東京ビルディ ング協会の要望書

ζ の要望書は，昭和37年 12月2 5日付でなされているか

ら，建築学会の答申書を検討した上でなEされたものであ

って，原則的にはそれに同窓しているものである。特κ

注目すべき点は「民間資本をして積極的かつ充分に協力

しうる制度の実現を望」んでいる点であっ て， [ " 現在に

おいて， ( ビ、J レ) 経営は収支限界点近 くなってい る」か

ら，容積率をきめる場合には， ["現行基準法に基くもの

を下廻ら ない乙とを原則 と し，特 IC都心部( 東京では，

千代田区，中央区など) ならびに新宿その他の副都心部

においては，少くとも 8005ぢを基準と するとと」 を要望

している。

( 3  ) 日本都市計画学会の建議書

乙れは昭和38年 3 月 2 日付で建設大臣{ζ 提出された も

のであるが， [ " 通勤交通および業務交通の激化と ，都市

環境の悪化を解決するためには，交通施設その他の都市

施設の整備が必要な乙とはいうまでもないが，それには

財政的 lζ おのずから限度があり，大規模建築物の増加を

現状のまま放置すれば，交通の面で早娩行きづまること

は明らかである。」

「都市の中心部においては，建築物の高さ制限は必ず

しも実情に沿わない商があるので，容積規制を行うと問争

時 lζ 高さ制限を緩和するとともに，必裂な形態1iilJ 限を加

えて建築物の立体化を図る乙とにより敷地内 l乙空地をl i ( f

保する乙と J が望ましし 、としている。

また東京都心部においては「平均容積率は 45096 以下

とすることが必要である J とのべている。

4. 意 見 の 比 較

乙の 3 つの怠見を比較すると ，共通点と相違点のいく

つかを指摘することができる。現行の高さ制限は実備に

沿わない面がある乙とはいづれも共通した意向である。

そして高さ ffil J限を廃した場合には，乙れにかわる容積地

区11;IJ を採用する乙とが望ましいとする点も共通してい

る。しかし都市区域全般に対して一挙 lζ 実施すべしとい

う積極論はなく ，主として都心に注目されているように

うけとれるが，建築学会においても「必要が認められる

地区より遂次漸進的に進めて行く乙とが望まれ」 てい

る。法律では，これを都市計画の施設として決定する乙

ととなったのであるが，乙れは，その運用如何によっ て

そのi包旨 IC合いうるように考えられたものであろう。

都市の状況は必ずしも同じではないが，大規模建築物

が，都心，あるいは副都心 l乙集中し，そ乙が交通難をひ

きお乙している現況からすれば， 自ら問題の区域は限定

されるであろう。

相違点としては都市計画学会が容積率 45096 というの

に対して， ビルディング協会が 80096 を希望している点

が注目される。建築学会は，これには具体的にふれてい

ない。しかし建築学会が「容積率による 11;IJ 限は，場所に

よっては必ずしも従来より緩和されるものではない」と

しているのに対して， ビJ レデ ィング協会 I;i: [ " 現行規定に

よるものを下廻らない乙とを原則とする」とのべている

のはまた 1 つの相ill 点である。前の相違点とこれとも

結論的 lζ いえば問機の乙とになるであろうが，ニュ ーア

ンスに契るものがある。

乙れらの相違点は，さきにのべた 3 つの発想点の相違

lζ 相呼応するもののようである。そして法律は，乙のい

づれをも包含するよう な闘の広い規定と なって成立した

のであるから ，今後公布されるであろう政令，地方公共

団体の条例，都市計画の決定，許可栽i立などによっ て，
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容積地区制の運用が，その合理性と良識がとわれ， 乙れ

がひいて都市形態，ひいては都市の発展 lζ 影響をもつも

のであることに注窓せられねばならぬであろう。乙のた

めには今少し，相ili 点の内容について掘下げておきたい

と，思う。

5. ビ ル の 現 状

ビルディング協会は現状を下廻らない乙とといってい

るが， ピソレの現状はどうか。

まづ，戦前の大建築物といわれる丸ビノレ，東京ビノレと

戦後の大建築物である日活会館，大手町ビル， 日比谷三

井ビノレについて，その容積率をみると ， ｴｦｾ＠ 1表のようで

ある。

第 1 表戦前戦後ピルの容積率の変化

| 階数| 全容積率 |池上容積率 l

丸 ピ 似 拐 |  

東 京 ピ ノ レ | 828 

日 活 会 館 9/4  1. 110  740 

大 手 町 ピ J レ 9/3  1. 057 702 戦 後

日比谷三労ピル 9/5  1. 191  804 

以前は中庭をもつものが多かったが，戦後はコアシス

テムと な り，敷地面積の9096に相当する建蔽率をも つよ

うに な った 。 また地下階屈は戦前は Ｑｾ Ｒ であったが ｩ 延長

後は 3 -， 5  ( ( 達した。乙のため容積率をきめる場合，地

上階だけをとるか( 例えば従来の特定街区の場合のよう

IC)  ，地階を含めた延1面積をとるかは，戦前では僅少で

あったが戦後はかなり 差が大であるという ζ と，かつ最

近では地下街の流行ととも 1(， 地階lζ 応舗をとるものが

多くなったことは見のがせない。

ない乙とを希望している。 ζ れと同時に，塔屋面積，各

| 物機械設備室，駐車場などの非居住室間の各床面秘，道

路， iI Ti 路，歩l廊， ピロティの公共用部分の床面fj'l をも除

外するよう; f f i ' 望している。乙の内，公共用部分，自動車

I ! I 庫がどのくらいの割合にあるかを，最近の大阪におけ

るビノレについてみると第 2 表のようである。

乙れでみると総延而私1ζ 対して，公共用部分といわれ

る，歩廊， ピロティなどは 8 96- 1996，地階床面杭は約

ＲＰ ＹＶ ｾＳＵ ＹＶ である。

6.  450% の 根 拠

日本都市計画学会の都心( 東京，柳田から新橋に至る

東西 2 km，南北 5 ｫｭ ， 百五 Ｎｾ ＹＰＰｨ ｯ の区域Ｉについての報

告を妥約すると次の通りである。

(  1  ) 建築容も!i と幹線道路 lζ よる自動車交通の関係

( イ) 道路 311 ho  ( 道路率 34 .6?6)  

( た だ し ， 乙 の う ち 糊 道 路 132川

有効率道面積 79ho/  

公園水面なと 64ho Ｈ Ｕ Ｎ Ｙ タｾＩ

宅地 525ho ( 59. 5  ?6)  

( た だ し 建 築 延 面 積 1.380同

容右在私!2i 率 ＲＶＳ 夕必 ｾ ｊ

( ロ) 白動率発生率

建物床面税当り自動車交通発生率( 昭和35年調査)

盛り場，卸売施設 Ｔ Ｎ ＰＷｾＴＮＴＸ 台 Ｏ床商 積 ＱＮ ∞ ｏ ｭ Ｂ Ｏ 時

事務所など 1. 60 

平 均 2. 60 

( ハ) 平均走行距離( 第 3 表の通り〉

( ニ) 幹線道路と建築容積との均衡

ビルディング協会は， 乙の点について地下階を算入し

上記の自動車が平均 500 台/1侍/ 車線で停滞なく走行す

るためにはE主築延面積は 1，410ho が限度である。乙れは

m2表 容 積 単 の 極 々 の 計 り 方
いづれも軒高 31 mを超過し最高 45111 までのものである。

公共J l j 部分K は自 動車々Ji II ，歩廊， Jrif量，機械室を含な。

| 第一生命ピル| 阪神ピル| 新羽田ピル| 関電ピル| 三井ピノレ| 新住友ピノレ| 新阪急ピル

①| 敷地面積 m
2

1 4，080 

@ ¥総延面積 m2¥ 7日 ω | 52，977 

@¥ 公共用部分 問 l  問。 l 15，277 

0¥ aー③ ω ，293 ¥ 仏 714 I  37，7∞ 

@I @/② 19.0 

@¥ 地階床面積 m" 1  18，471  

⑦|  詰エ産面積 m"1 34，5ω 

③| ⑤/ ② 35.0 

@¥ 制地i分階を除とい公た共面j積H  |  32，564 

⑬¥ @/① 1. 299 

⑪ ¥01① 924 

⑫¥ (Z; - ① 846 

⑬I  @/ ① 798 
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第 3 表

i!fl f戸I  |  幹距線町I辺路上平均走行

都 心 内 相 互 | 都 心 関 匂 同 合 | 950m 

11 t!9 %  2，025m 

3 %  

現在の l ，380ho にほぼ等しい。すなわち現在において限

界 lζ 近し、。

今，改良されつつある道路が完成すると許符品は現在

の 1.8 倍になる。だからもし自動車発生率が増大しない

とすれば( 不幸にして将来は 3 イたになる見通しだが) 容

私率は 470 ｾちまではいい。

(  2 ) 国鉄および地下鉄の改良によって輸送できる人

口は現在の約 1. 74倍である。都心部における建築容杭と

通勤人口とは，ほぼ比例するものと考えられるので，建

築容積も現在の 1.74 倍の 2 .400ho が限度であり， ζ の

場合の容積率は 45096 となる。

7. そ の 他 の 研 究

口本都市計画学会の怠見のほか，交通工学上の 2 つの

研究がある。 l つは，吉田滋，原佳一郎，佐藤泰 3 氏の

共同研究Ｈ日本建築学会論文報告 ｾ ＶＹ 号 ， 分間 ｲ 4 ， I昭和

36年10月，P. 553およびP. 549参照) と ，もう 1 つは，米

谷栄二氏の研究( 米谷栄二. 吉川平: n 広，両氏による ‘・阪

神地域" における trn 次および第 3 次産業配置計画につ

いて ーー 阪神都市協議会， 昭和38年 3 月 P. 33以下参

照) である。

( 1) 吉田，原，佐藤氏の研究

乙の研究の対象は船場地区( 而砧 176 ho) であるが，

多くの仮定を設けている。

( イ〕現在道路のほか，東西横婦に 2 車線道路，長jIffi

Ｑ＼ＺＺＺ Ｔ 車線道路を築造し ， 築港枚岡 ｾｦ ｊＡを立通し て， そ

のうち 6 111線を本地区の交通の用 lζ 供するものとす

る。

( ロ) 幹線街路相互間を立体交叉とし，1nt 信号，無カ

ーブ，無停滞の状態にあると仮定する。乙の場合 1

車線上200台/11寺， 2 車線 1，500台/11寺とすると総交通

界誌は42，900台/ 時と なる。

( ハ〕昭和36年調査によると建物床面初と自動車交通

需要の関係は 150m/ 台時 ( 6 .67台/ l ，OOOm
2
/ 時) で

あるが，乙れがそのまま接続するものとする。

以上の仮定によると許界全建築延面駅は 634. 5ho であ

って? et 税率は 37096 である。

(  2  ) 米谷氏の研究

昭和35年阪神地区高速道路協議会の行った起終点調査

からつぎの数値が求められた。

( イ) 自動車交通発生E と各地区間の距離をもと lζ し

て各地区における自動車 1 台当平均走行距離 [1

( ロ) 全交通量すなわち “会発生交通量+ 全通過交通

八六 iill iU

' がわかるから ，01一 一」己ヲぞ一ー-

ｾＧｯｴ ｾ￬ｩｬｬ Ｚｬｊｬ＠

( ハ) 全発生交通益と第 3 次産業発生交通量の比 n

以上lζ より卸 4 表がえられる。

第 4 表 阪 事11 各 部 の dat a

地 区 l  I  s d k m)  I  T 1  01  

大 阪 ( 都 心 部 ) 4  1. 4  1. 2  

大 阪 ( 都 心 部外) 5  2.5 1. 5  

神 戸 ( 旧 市) 5  2.5  1. 5  

阪 神 間 都 市 5  2.5  1. 6  

とれによって大阪都心 4 区( 東，部，南，北) の現在

交通f誌を計334すると東区 1，556. 0， 西区 1，215 .2，南区

1，366. 3，北区1，821.2となり， ピークI時における 11附泉

( 幅員3 .5 m) 1  I時間当交通品を 750合すれば，飽和交通

量東区 1，578. 1 ( 98. 696の飽和皮) 西区 1，245 .2 ( 97. 6)  

南区 1，396. 3 ( 97. 9) 北区 1，821 .2 ( 100. 0) となる。

したがって，将来道路が開発されなければ現在飽和 l乙

近い。昭和45年度までに完成する道路を考えると現在の

1. 47倍まで容積率にして約30096が限度である。

8. 結 び

以上にのべたように，交通上からみると東京，大阪の

者s心部は現在すでに容政率の飽和点1 < : : : 近いものとなっ て

いる。 ζ ζ 数年間 lζ 公共投資によっ て道路整備が行われ

たとしても，わずかにその 2 倍またはそれ以下である。

もちろんこの計算には多くの仮定があるから ，それがか

われば結論はかわらざるを得ない。また以上にみた 3 つ

の研究においても，その仮定が多少づっちがっている。

さらに交通上重要なフアクタ ーであるととろの駐車湯

あるいは駐車施設，ポーチ，歩行路との関係，貨物取扱

所の位置，構造などにはまったくふれると乙ろがない。

そういう点からいっ て，乙の方法だけで， Z宇都率がきま

るものかどうかに疑問なきを得ない。乙ういう観点から

すれば容積率を決定するには，単なる道協のみならず，

敷地の大いさとの関連，宅地の用途，および建築2十回を

考慮する必要があり ，今後，なお多くの研究を盟みたい

と思う。それゆえ乙れまでの研究は都市の現状をそのま

まとした場合の，交通工学的の研究といって差し支な

い。しかしながら ，ζ れはある程度まで適慨に，現状以

上に容積率を地JJ[ Iする乙との不可能な 乙とを示している

ものであっ て，このままでは ビルデ ィング協会の希望は

とう てい実現する可能性はな さそうに思われる。

そ乙で阪を ;1まじて，大都市都心部の不合恋! な構成K 向

けてみよう。大都市再開発懇談会の東京，大阪間の都心

部の再開発についての結論をみても，都心l乙必EEでない
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もので，交通需要発生源と なっているものもかなり多い

ζ とを発見する。 ζ れを分散して都心を純化しようと試

みられている乙とがまづ目 κ っく。

また都心の構成の上で，土地が充分に活用されていな

いものが多い。例えば東京都心の道路率は34. 696ありな

がら有効車道面積は，道路全体の2596にすぎないのであ

る。 ( 6. 参照) また大阪都心部は秀吉が作 ったといわれ

る4 .3 聞と 3. 3 聞の正方形に近いプロック劉で埋められ

ている。乙れらの細街路を解消して， これをまとめ広幅

員の道路と広場，駐車場を作るならば，答はまた別であ

ろう。

また，都心部の構成は都市によってちがう乙とも注意

すべきである。例えば東京都心における 1. 000m
2

の床面

積に対する自動車交通発生数が，盛り場，卸売において

は4 ＮＰ Ｗ ｾＴＮＴ Ｘ ，事務所聞においては ＱＮ ＶＰ であるの κ ， 大

阪の都心で‘ は，調査l時期が 1年ずれているとはいえ6. 67

台となっ ている。乙れは大阪者f¥心部の問屋，卸売の特殊

性と考えて差支あるまい。

以上の諸点を考える ならば，将来，都心の再開発がも

っとも必要であ り，倉庫， トラ ック ，その他交通需要の
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源泉を極力分散せしめて，都心を純化するとともに，細

街路を整理してスーパーブ ロック方式に都市を再編成す

る以外l乙方法がない。しかもそれは都市どとの状況に応

じた手法が必要である。したがってスーパーブロックの

方式も，その都市特有のものがあるはずであるが，かく

して都心を再編成，再構成する ならば，そ乙ではじめて

ビルデインク協会の希望も実現する可能性があるといえ

よう。乙の為lζ は都心全体 lζ 対するマスタ ープランを早

急、(C立て，乙れに対して優秀なス ーパープロック式の具

体的計画をおし進める ζ とが必要である。

乙のス ーパープロァク方式は，特定街区』ζ 近いものと

なるが，それがあまり局所的であっては芯味がない。 7

スタ ープランにしたがって，少くとも周辺に40m以上の

道路でか乙まれた区域であ り，適当 lζ 高述道路との述絡

のとれるようなブロック選定が必要であろう。

都市計画的に超高居問題を考えるとき ，大都市都心の

道路形態，宅地形態および機能形態を現状のままとする

限り ，一歩も前進すると乙ろはないものといわねばなる

まい。 ( 1963 . 10 .29)  



行政上からみに大阪市の超高層建築問題

大阪市建築局指導恕昆

越 田 正 勝

さる 7 月16 日公布された，建築基準法の一部を改正す

る法律により「容積地区制度の創設」と「特定街区の規

定の整備J がなされ，法制度上は建築物の高さの限度が

自由になったとはいえ，いまだ容草!i- 地区に関連する政令

( 延べ面積の算定，防火避難に関する規制の具体的内容

が，高層建築物の計画設計に相当影響がある。) が公布

されてなく，かつ容積地区および特定街区の指定基準す

ら通達されていない現段階において，確定的な行政方針

を述べるわけにはいかないが，大阪市の現状よりみた，

高層建築物の建設現況と，容積地区指定に関連する問題

点を提起するにとどめる乙とを，あらかじめお断りいた

します。

法 改 正 の 趣 旨

法改正の要旨は，政府が議会 lζ 提案説明されたとおり

ですなわち，最近の建築技術の進歩により，わが国にお

いても従来より高胞の建築物の建築も可能となってお

り，土地の合理的利用の点からも現行の建築物の高さの

制限は，実情{ζ 合わない面が生じている。一方最近の都

市交通難などの実績にかんがみ，道路その他の者[1布施設

との均衡を考慮して， 建築物の勤映の規制lを行ない健全

な都市を育成することが必要である。乙のような観点か

ら，都市の土地利用の状況および都市施設の整備の状況

を勘案して，容積地区を指定し，その地区内では，建築

物の高さの制限を廃止し，または緩和するとともに，他

方建築物の規模すなわち ，建築物の延べ面積を規制する

乙とが合理的である。乙の法律案提出はこの趣旨による

とあり，要旨はつぎのとおり。

① 容積地区制度を設けたこと

建設大臣は，都市計画上または，土地利用上必要があ

ると認める場合は，都市計画の施設として，容積地区を

指定する ζ とができるものとし，乙の容積地区内におい

ては高さの制限すなわち， 住居地域内 20 m， その他の

地域内31mの制限を廃止するとともに，一方において建

築物の延べ面積と敷地面積との割合を規制することによ

り都市施設と建築物との均衡を図ろうとするもので，容

積地区の種別は，乙の割合K. より第 1 種から第 10種まで

とし，都市どとに，地区の実態lζ 即し，乙の指定をしよ

うとするもの。また道路の幅員と建築物の高さの関係に

ついても，容積地区内は，現行の前面道路の幅員による

建築物の高さの頭打制限を緩和するが，斜線制限は残

し，他方，隣地の探光を確保するため建築物の一定の高

さを乙える部分の高さについて所要の制限を行う乙とに

した。

① 特定街区の規定を整備 した こと

現在，特定街区については建築物の延べ面積の敷地面

積lζ 対する割合は，法律に規定されているが，特定街区

の性格? とかんがみ，との割合を都市計画決定の際，個々

具体的に定める乙とにする。

容積地区制の実施の原則とその前提

容積地区制の目的は，都市全域にわたる建築容積の配

分計画をたてるとともに，都市内における公共的空地を

有効に確保し，都市公共施設の計画と相呼応して都市機

能の正常化を図ろうとするものであるべきである。都市

建築物は，まさしく都市計画施設のー要素たる性格をも

っており，かつ容積ー地区は，都市計画区域全域にわたっ

て指定すべきことが原則j である。

したがってある特定の区域における建築容積は，都市

全域にわたる都市計画の一環として決定されるべきであ

り， ζ とlζ 大都市関においては，それを構成する大都市

周辺の市町村を含めた広域計画の中において検討されね

ばならず，改正法にいうと乙ろの「都市計画上または土

地利用上必要と認める」地区自体も，全域計画の一環と

して決定されるべきものである。

現在の混乱した都市形態を是正するための方策として

は現行都市計画法および都市改造事業関係各法ならび

に，建築基準法が，あまり κ も脆弱であって，乙れを改

める一手段として容税制lが採られる乙とは理論的には正

当であるが，その実施については都市計画関係法の調整

35 



強化と広域公共施設計画の策定，そのための広域行政体

制の確立が前提となるものである。

少くとも建築容税制の問題は，単なる建築行政の分野

に止まるものでなく ，建築物の構造または高さに関する

技術的問題と切離して検討すべきものである。

建築容積から見た大 阪市内建築物の現状

現在，大阪市行政区域内の住居地域は，かつて田園で

あった市域外辺部に主として配置されているが，昨今の

急激な宅地化!ζ より出現する建築物は純粋の住宅でな

く. 低質なアパート かもしくは旧市内か ら転出する中小

企業の工場および附属建物に限られ，乙の住工混合の用

途形態は，附近の都市計画街路の整備に伴い，住居地と

しての建築界政を予想し得ないととを示している。

すなわち，大阪市における住宅地( 夜間人口を基とす

る) 容杭配分計画は大阪市行政区域内のみでは立てられ

ないのであり ，昼夜間人口の適正配分を理忽とする都市

計画上K おいて，広域計画の確立されていない乙とが大
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きな障害になっている。

かかる現状においては，全市域 !Cわたり容右! : 地区を指

定することはできないが，土地の利用状況，都市公共施

設の整備状、況などを考慮して， 高さ制限を廃して高居'化

を容認するかたわら，容積を規制する方が望ましいとさ

れる既成市街地の業務地区について，乙れらの地区を限

って部分的に考えてみる場合，前述のとおり，それが都

市機能の正常化を目指すものであるかぎり ，それを決定

づけるものは，昼間人口に比例して発生する自動車需要

量を充足し得る道路容量が基準として考えられる。

昨今のl l ¥築床面税当りの自動車需要は200m
2

/ 台以下 lζ

迷し，乙の指数を基礎とすると ，現在計画されている道

路がすべて完成されたとしても，市街地容積率( 道路面

柏を含む市街地面flHζ 対する建築延べ面積の割合) は，

350- - 40096程度になり ，市内のもっとも街路率の高い所

( 4 5 - 5096) でも宅地容積率( 道路面私を含ま ない宅地

面積に対する建築延べllii 私の割合) は700- 80096が限度

という乙と lζ なる。

しかるに高さ 31mの限度で建てられた御堂筋沿いでは



表 1 大 阪 市 内 主 要 地 区 現 状 容 積 率 40 

( 大 一Eli I  中之J斗 | 問地 区 地区および

は

市街地改造地区 "1'火部 烈 出IJ

イ

| 一 |北区 |東凶倶崎上3. 4丁目 中之1::'2丁目 淀 屋 僑 ~

グ 申2丁目 1/  3丁目 伏見町
り

9.4∞m | … !  

26. 640 m
2  

ス

宅 地 面 積 70. 040m'  I  43.3∞m
2  

13.おOm
2

建
街 路 率 53. 1%  I  40. 5 % 49. 1%  

2削 :

om2

1 … | …

築

市街地容積率 178%  I  359%  I  467 % 

宅地容積$ 381%  1  604% 1  918 

し

( 駐) 1  市街地而石町民は，当該地区外周の街路面積の草分を会む( ただ
舌n刃;c;'、

し申之砧地区においては i河川沿いの街路町街全部を合む)

れ

2  建築延而積には地階部分を含む。

り

3  大阪駅前地区および司: 之1::' 地区は商事の最低限度20 mとする高

度地区の指定あり。
的

字

る

成

現行法によって，すでに 900 労( 地下l併を含む〉を超え
てョ，

た容積をもっており( 表 1参照) さらに街路率の恐い地

区，例えば大阪市の特徴的性絡を示す，いわゆる船場開 の

屋街地区tζ おいては，現行制度( 後述の船場後退建築線 と

制度) により ，概ね 8
00

96 ( 地上階のみ) 近い終: fAが 建 ス

て得るに対し， 自動l1I T{u・要からの限度容積率はせいぜい lま

表 2 法第 57 条 許 可 高 層 建 築

物 名 称 |  階 数 | 斡 :1 敷 地 耐 ! … | 全 容

地上 t地E下B tEB l民高 A  m2  1  C  m2  I  C / J  

第 一 町 ノ レ | 12  5  
49. 05 

l l i  

41. 0  

53.0  

新 朝 日 ピ ル |  
13  ｾ＠ 45 

57 

関 宿 ピ ノ レ |  
12  ｾ＠ 45 

57 

10 ｾ＠ 35  

47 

新 住 友 ピ ル |  12 ｾ＠ 45 

57 

12 ｾ＠ 41  

1  
53 

12 ｾ＠ 41  

山 I 368. 880 I  53  

同 聞社 ピJ レ | 13 ｾ＠ 45 

8. 3ω I  105. 516 I  
57 

江 間 通 ピ J レ | 13 j  
45 

57  

( 註) 1  阪神ピル，三労ピル，朝日新聞社ピル，江商m通ピルは既l仔部，

2.  駅前改造ピルは 4 街区分の合計数値。

- 500? 6 ( 地下を合む) である。

表 1 rζ 示した大阪駅前，中之1; ふ 御 堂 筋 沿 い の 3 地区

大阪市における高周辺築併のそれぞれ呉った 3 つのタ

フ。の代表である。

大阪駅前は区画整理事業および市街地改造事業 lζ よ

高い街路E容が総保され，後者ーにおいては高さ 41mの

ーノマーブロック形式の巨大建築が都市汁画決定され，

築基準法57条のただし苦巡周により 1. 00096 程度のm

容積が是認されている。

中之島地区は，街路率はやや低いが両面の河川を考慮

て， 高度の資本が投下される商業建築を粁高45m まで

め，900 % 程 度 の若手杭を法57条ただし担ーにより許可さ

たものである。乙の以上 2地区は高さを緩和するかわ

ζ ，公共歩廊， 111路などを設置させる乙とにより' % 宜

容積率を800- 900? 6程度 rc . 止めたものであり ， 乙の数

ま現行法限度の可能界秘と同等またはそれ以下であ

( 表 2参照)

日うるに，乙れらの地区はその中のすべての建築が完

すれば，高度地区および美観地区の指定と相まって，

れぞれ独特の美観が綿成されることが期待される。

第 3 の御堂筋沿いの地区は，広幅員道路が御堂筋一本

みであるがため，五1¥3認容積としては，やや高すぎる ζ

を現実の交通事悩が如実 lζ 示しているが，粁高3 1 m の

カイラインが構成され，銀杏の街路樹と織りなすj正観

極の都市美を産み出している。

物の容 ｗｾ 事

容 積 率 | 弘 元2dlgL弱 点 蓄 | 砧 移 汚

A % I  容積率五百 |  容積! tl %  用

J

白

川

一川一

川

一利

一川

一川一

利

一利

一川

1158 l ω5 

1107 l ω4 

879 818 

717  643 

815 785 

938 869 

1046  924  

853 807  

1106 956  

940 842 

1016 

961  

773  

579 

686 

707 

846 

696 

835 

増築部の合計数位。

708 
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御 堂 筋

伏 見 町

伏 見 町

土地の合理的高度利用の元祖

一一船場区域後退建築線制度一一

北は土佐堀川，南は長堀川 ，東は* 横掘川， 西は西横

堀川 lζ 固まれた，通称「船場区域J K は，昭和 14年 4 月

市街地建築物法第 7 条ただし舎による建築線指定により

東西の通りの認定道路 4 間 3 分の中心線から両側 l乙 6 m

っ・つ南北の筋の道路 3 間 3 分の中心線から両側に 5 mづ

つの位置に建築線が指定された。すなわち建築線問の距

38 

離が，東西通りで 12 m，南北の筋で 10 m となり ，認定道

路lζ 沿って地上建築物が，敷地前面において約 2 m後退

する乙とにより ，対側の分を含めて 4 mの 1 . 5 倍の 6 m

すなわち 2 階分が高く建築できる乙とになり ，東西道路

では建築総の位置において 6 階セット パックにより最高

8 階建つ乙とに なり，南北道路ではそれぞれ 5 階 7 階

になる。乙れは道路幅員による高さの制限を逆K 有利に

活用したもので，建築物の床面積の増加が得られととも

に，前面道路 lζ 沿っては両側に約 2 m巾の空地ができ ，

乙の空地は歩道またはノ f ーキングスペースとして利用で

き，認定道路が全面的に車道として利用でき道路が 5 割

以上拡 lわの形となる。

乙の制度: は不幸にして第二次大戦による建築物の統制

時代と戦災とにより ，成果を見る ζ とがなかった。

昭和25年市街地建築物法が廃止とともに，建築基準法

が施行され，同法の附則第 5 項によっ て，乙のll i I J 皮が引

継がれたものとみな し，現在は建築基準法上の私道とし

て後退した位置に道路境界線があるものとして，私道幅

員が認定道怖を含めて東西通りで 12m，南北筋で 10mと

して，道路 rtJ による建築物の高さの制限を巡用してい

る。戦後の復興により当船場区域においては，相当数の

ビソレが新築され，現在は櫛形ではあるが部分的 lζ 後退し

た様相が散見され，道路に沿って耐火建築物が往ちなら

んだ腕には，土地の合理的高度利用が成熟する乙とであ

ろう。

狭小道路狭小敷地による建築容積の検討

改正法によると，前面道路が 12m未満の場合は ，当該

前面道路の幅員のメート J レの数値l乙10分の 6 を乗じたも

の以下の容積率でなければならないし，道路幅員による

斜線制度( 住居地域内では 1. 25倍，住居地域外では 1 . 5

倍の斜線) が無限にかかるので道路の狭小は建築物の高

さに相当のｾｾ轡がある。又狭小敷地については隣地境界

線からの斜 ｾｊｾｦｴｪｉｊ 限が Ｓ 方からかかる乙とになる。

したがって地区全体に高率の容積地区が指定されたと

しても ，交通，消火，避難上の配慮から狭小道路による

低率な建築容積より許容されない乙とになる。

大阪市内で高層ビ J レが群立すると予想される船場区域

のうちで， 第 1 図に示す，淀屋橋，北浜 2 丁目， 本町 2

丁 目，本町 4 丁 目の交叉点を結んだ地区内において，容

積制を考えて見る ζ とにする。

乙の地区内における道路状態は，三休橋筋と平野町通

りとを除いて， :/lf¥市施設としての公道は，前述したとお

り8 m， 6  m の狭小道路であっ て， 道路率は 24 96 であ

る。

宅地; l i I Jは 第 2図 !C示すとお り，宅地数も 789で，その

うち ， 6  m 道路のみに接する宅地数は 172 (2296) 8  mま



第 1図 鯖 場 区 域

うすい 7 ，のなかった宅地は

6 m道路に筏する敷地，濃い

7 ，のかかった宅地は ， 6 m  

なら びに 8 m泊路I l : 簸するE位

地をあらわす。

宮12図 街 区 の 宅 地 状況( 下)

街区内数字は宅地数。 6 m道

路 の み ｉｾ 接する宅地数はＨ )  

内I l : ，8 mまたは 8 mと6 m

道路 ｉｾｾ する宅地数はＨ )  

内に記入。
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たは 8 mおよび 6 m道路 lζ 接する宅地数は 386 ( 49 96)  

で，乙れら狭小道路のみに援する 宅地が数において71タ

で ， 宅地面積におい て 約 ＶＰ ｾ ぢであることは ， 注目すべき

である。

理論的に乙 れ らの道路に面する処築敷地については，

8 m道路では 10分の48
0

6  m道路では 10 分の 36 の容積

率となり ，敷地一杯に建築するとしても地下階を含めて

階数 5 または 4 以下，すなわち地下 1 階地上 4 または 3

階以下の建築容積l乙制限される乙とに なる。 一方容積地

区をかけない場合は ， 後退建築線 ｩｬｾｊ 度によ り Ｘ ｭ 道路

については地上階 8 ， 6  m道路については地上階 7 の建

築物が可能である。

乙の地区 l乙第 4 種以上の容積地区を指定さ れたとして

も土地の高度利用は期待できないばか りか，公共的空J也

の確保も至難といはねばな らない。

大阪市の現状において前述した どとく単lζ 自動車需要

交通容量からのみでも当該地区の建築容積率は 400- . 500

96を上廻る乙とができない状況であるので， ζ の地区に

第何種の容積地区をかけ得べきかの参考資料としてつぎ
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表 3 道路伺貝EUの宅地面積 と容積制限

a  1 全 宅 地 面 積 | 幻m…7れm川叫1凶l03
m

容 積 率

m築延べ面積)

l u m以上の追跡 ζ 1153 11 1 4111 1  b  I  I  153 11 I  41グ 各部容積地区の率

接する宅地面積

| … 「 | | mC  と6 mの2方道路K I  183 11 酌( 即 x 8 x 乏 =柳 川2

mする宅地荷積 10  

l… t「 l l ω

d  I  I  41 11 I  11ρ  41x  6  x ー10= 149103m2  

する宅地面積

表 3' 各 種 容 積 地 区 を 指 定 し た と き の 地 区 平 均 容 積 率

容 積 地 区

1

b の宅地の強蜘 ベ 面 積

1

c の宅地の迎築門 m

1  

d の宅地の建築 延 べ 耐

l
総 延 べ 面 積

l

平 均 容 積 率

総M: べ面積/ 全宅地面積

第 10 極

I  
153x l∞ = 1530'0' m 

10  

第 9 郡

10 

第 8 極

183x
一

4

一

8一 ］ ＸＷＶ ｬ Ｐ Ｚｬ ｭｾ

第 7 極

10 

第 6 極

10  

第 5 種

10 

お55
'0' m2

1  

680 % 

2402 640 

2249 ω o  

41  x
_1立

= 149
伽

m
2

10 

2096 5ω 

1943 520 

1790 480 

表 Ｔ 後遺ｾ 築 線 道 路を 活 路幅員としての 道路 幅員別の

宅地面積 と容税制限

Al
会 宅 地 面 積

l
湖

LO:l

m
2

州 御率( 処 腕ベ 耐)

BI接
l

叫する宅上地の道面積路K 1311

1  

89  11 

1  

各種容積地区の率

cl遅
m叫

tE | 37 H

する宅地面積
1 11 

11 Ｑ ＳＷ ｘ ｾ
の

l l  
H 3 7

×
E1E0 

= 2幻
103

m
2

!川 川
111111山 川111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 1111111111111111111111111111111111111111111111川 111111111111111111111111111111111川 11111I1111111111111111川 1111111111111111111111111山 111111111111111111111111111111川 川111111111川 1111I111111111111111111

く険ペイ④

ビ ニ ー ル 笠 塗 料

量孟= ・4
園田，，9 ス

5 0 0 0 級 ス ー パ ー

外 部 用 ・ 内 部 用

-=: - L  ...，. 1 5 0 0 0  

大 阪 ・ 東 京 ・名 古 屋

稲 岡 ・ 広 島 ・ 仙 台

札 悦 ， 小 倉 ・ 神 戸

金 沢 ・浜 松 ・ 静 岡

百轟 も尺・君芋 .IJ- ?"・荊r ｾ珂

40  



表 4' 各 極 容 積 地 区 を 指 定 し た と き の 地 区 平 均 容 務 部

容積地区 | 問 地 の 犯 腕 べ 商 務 I c叫 の建築延べ面積 |総 延 べ 附 |平均容政事

第 10 極 I 3 1 1 x ー10 0 = 3 1 10 ' 0 ' m 2  

1 0  

10 3

m

::! 

附 円nol 9 5 7%  

第 9 極 1| 3 1 1 X 2 1 i 0  雪 ?:l ω

m 8 .fill Ｓ ｉＱ ｸ ｾ ］ ＲＴＸＸ＠
1 0  

37 X一61一00  一= 2 2 3

I  3 1 1  x よ し 2 1 7 7

1 0  

第 Ｖ 極 ｼ 山 ｾ ］ ｉ 蹴
1 0  

第 5 極 I 3 1 1  x 旦 = 1 5 5 5

1 0  10  

の表を渇げることにする。( 表3、3'、4、4' 参照)

乙れらの表の平均容引率の 5 0 076 以下をとれば全地区

に第 5 種の符秘地区指定が限度である乙とになる。船窃

区域においてす ら，かかる状態である とすれば，乙れよ

り道路条件の劣り ，1j';小fJX地の多い，南区，北区の商業

地域およひ沼fi 心周辺地岐における建築容加の限界値をき

めるには，かなりむ1ill な調査と配慮が必要である。

容積地区の一部指定案について

容積地区の部分指定にあたっても， 将来にわたる 都市

計画確定の必豆-が痛感される。すなわち人口の仰心集中

を抑制 し，自動車交通の正常を確保するためには，既存

建築物は致し方ないとしても，今後の建築物について，

都市施設の一要業としの姶築物の容積を，できる限 り抑

制する必要がある。また容車!i 地区指定を実施する場合，

問題になるのは，都市交通の問題のみならず，都市公共

施設と しての上下水道または屯気，瓦j折，電話などの供

給施設の整備計画なり，整備状況が確立を見ない|絞り ，

現状では容税制限が厳にこそなる要素があっても，絞に

なる乙とはなかろう。しかし地元からは，従来と同等ま

3 0 2 2  

?:l 1 1  

2 4∞ 

2 0 8 9  

868 

7 7 9  • 

6 9 0  

ωo 

5∞ 

たはそれ以上の ｬｴｾ 自作引を ＧｬｬＡ 望する声もあり，これら地

区の容秘地区指定については，道路等公共施設すｪＺ ｾｊｉ 闘

をも勘案して， 今後なお充 分 検 討 さ れなければな らな

し、。

したがって，乙れらの矛盾を生ずることなし終草!i 地

区指定の可能な地区は，公共団体自身が秘極的( 乙係ifi の

再開発または公共施設の整- ullil ζ 関連 して市街地を改造す

る計画を実施する地区，あるいは，民聞においても，高

度の資本が集中 され敷地が細分化されない地区で，かっ

現在の用途形態が，将来における全域的都市計画の一環

となり得ると考え られる地区に限 られるわけで， n可者に

ついては，大阪駅前地区，弁天町地区，新大阪駅地区な

どが該当し，後者については中之島地区が該当する。乙

れらの地区については，比較的高率の指定が可能であろ

つ。

では超高周の摩天機ができないかといえば，これは改

正された特定街区制度をもって活用する以外はなかろ

う。すなわちスーパーブ ロック lζ て都市改造を岐本的 lζ

絞りなおす必要がある。かかる機巡が今回の改正法の施

行によって促進 されることを念願するものである。

( 昭和3 8年 1 0)3 2 0 日記)
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特 許 吹 付 タ イ ル ・ 内 装 ・ 外 装 用 化 粧 材

官ヲ. z 牢2v

C E R A MI C  S K I N 

建 造 物 の 舛 壁 画 に グ 陶 器 の 盛 紙

ｾヲ ｱ 回 ｺ
C E R A MI C  C L O T H  

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大阪市東淀川区西淡路町3 ー 17 6 T  E  L ( 37 1) 4 8 51 "":  3  

関東地区東蹄・小林窯業株式会社

東京都太田区新弁宿 2 ー 1 5 0 0 T E L ( 7 7 1 ) 6 3 4 7  
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技 術 と 経 済 に 関 連 し て ・-

・ 大阪の地盤と超高層建築

小泉 昇

- 超 高 層 建 築 の 経 済 性

塚 本 猛 次

. 超高層建築と工期の問題

金多 潔
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団

( A)  (8)  大 阪 の 地盤 について

与えられた表題の意図は，大阪のような軟弱地盤lζ 超

高層建築を建設するととが，技術的に可能かどうかとい

う設問であろうと箆者は解釈する。結論を先にいうとつ

ぎの通りである。大阪が超高層建築に対して，わが国の

他の大都市lζ くらべて特に不適当であるとは考えられな

いということである。わが国の大都市はそのほとんどが

海岸の近くに，また河川の三角州の上l乙発達してきてい

る。地盤は軟弱ないわゆる沖積層である。東京都も東北

本線を境lζ ，その東側には相当厚い沖積層が全域にわた

って存在する。

第 1 図 は， 大阪中之島附近( A ) と東京日比谷附近

( B) との地盤の柱状図を比較したものである。ともに

沖積粘土庖が多少の差はあるが相当厚く ，また乙の粘土

の力学的性質も大略似たものである。それにもかかわら

ず大阪の地盤が非常K 悪いようにいわれてきたのはつぎ

の理由によるのであろう。東京においてはその西部が大

半台地で占められ，大阪では台地は上町台地のどく小部

分 lζ 限 られ沖積層がその大部分を占めている。今一つの

理由は，大阪における過去の大規模地下工事が，乙の粘

土居で随分難工事と失敗を重ね，乙れが過大に言伝えら

れた乙とによるのであろう。

今，大阪の地盤を概観してみると ，数万年前の第 4 紀

後期の大阪は，大阪湾が深く東方に入り込み生駒山麓近

くまで波が打ち寄せ，南方高地から現在の上町台地が半

島状に北に延びていたと推定されている。その後海面の

上昇，降下や地盤の隆起などによって次第に土砂が土佐和

し，また河川は土砂を迩び海底は次第に浅く陵化する。

1000年以上前の大阪を想像すると ，上町台地が南北 !C延

び台士山の西側は海f ( 傾斜して入江をつくり，多数の島が

入江K 浮び芦が繁っ ていた。台地の東方は沼や池が多数

に散在し，淀川， 寝屋川， 大和川の諸河が蛇行し，雨期

にはとれがたびたび氾濫して土砂が埋まっていった。

近世に入って河川が改修され，湿地符は干拓地となっ

て陸化が進んだ。乙うしてできたのが今日の大阪であ

る。 第 2図は大阪市内中央部の東西断面を示すものであ

る。上町台地をはさんでその西側と東側に沖積層が存在

第 1 図 大阪と東京の地盤柱状図

( A ) 中之島 附 近 ( B ) 日比谷附近
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する。西側は比較的簡単な断前をなし，台地の裾から西

にIrJJ って深くなり海岸附近では35mに達する。上部はゆ

るい砂防で 乙の下に軟弱粘土居がJlli f. t し，下端は11i い砂

際胞をは さんで洪積層 lζ つづいている。その東側は西側

ほどわかっていないが， かなり 複雑な級相を示す。台地

と生駒山脈の閣の沖積層は，河川が上流から巡んだ砂際

と粘土から なり ，その下端は相当起伏がある。洪積層は

砂礁と粘土の五l白か らなり堅く よ く締っている。

大阪の蕊盤岩主I i は市中心部で地下数百m 以下! c . あるよ

うである。われわれが構造物の基礎の対象として考えね

ばならない地周は，地下30m ぐらいの間にある沖秘粘土

周で，それ以下のj也屈は相当竪く特殊な構造物以外は洪

私胞を基盤と考えてよいであろう。現存の高居建築物の

基礎もほとんどこの洪積層までを考えてきたのである。

最近大都市の地盤沈下が著しく， トラフツレも起っている

ので，その一端にふれておく。

大阪市の地継沈下は，東京も同じであるが，地下水の

汲み上げが一番大きい原因であることは定説となっ てい

る。地下水をj汲み上け' ると粘土は水分を失ない体積収縮

を起し地繰は沈下する。地下水位の低下と地盤沈下の定

品的な解析はいまだなされていないが，統計的な資料よ

りまづ間i @いのない乙とが確かめられている。 10年ほど

前までは，乙の沈下は主としてれ阿武粘土居に起ったが，

乙乙数年来は，沈下の大半が洪五日局以下 ic. 起っている乙

とがわかった。( 第 1表参照)

乙れは沖積粘土居が次第に圧告されて沈下: i i l i 度を減じ

たこと，深井戸が深くなったことな どが考え られる。

ml 友 大阪市内争胞のちc下自j 合( 肉九条観測井i I i 計画局淵)

1

1年lw al
各 回 の 泌 下 品 制 合

c m 

I  
0- お m ｉ ぉ ｭ ｾ 臼 ｭ Ｑ Ｖ Ｒ ｭ ｾ ＱＷＶｭ＠

昭和13年

I  
14 - β  |  脱

I  
3腕 |  勝

昭和お年

I  
14 

I  
2脳

I  
2悩 |  側
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第 2 図 大 阪 市 内 東 西 断 面 図

{ 四一 一 一 { 可 は 沖 積 層 下 簡 を 示 す

最近地盤沈下防止条令が立法化され，地下水汲み上げが

制限 されたから地盤沈下も次第に少なくなるだろう。乙

の傾向は大阪だけでなく ，東京においても同級である。

圧僚による粘土問の収納は見方を変えれば，粘土がそれ

だけ固くなり強度が相したと考える乙とができる。これ

は地盤調査の結果から もわかっている。

大阪市の地盤沈下は，大建築物が林立しその重さで地

盤が下るように考えられるが，乙れは誤りであろう。地

上に表われている大建築物は，見掛けが大きく地盤を強

く圧縮しているようにみえるかもしれないが， 乙れ等の

建築物はほとんど深い地下室が作られている。という乙

とは，地下部分でそれだけの土の重さが取り除かれて全

体としては大した宜主になっていないのである。なかに

は建設がIよりむしろ経 くなっ ている乙とさえあるのであ

る。

超高層建築は地盤にどれほど荷重をかけるか

現存の大鋭校i ] 築物が，地盤にどれほど荷重をかけて

いるか概略見積ってみよう。どく大雑把にいうと，通常

のビソレの単位面取当りの重量は，地上l経で平均 1. 5 t/ m
2  

地下| 絡で蕊磁を入れても平均 2. 0t / m2 以下である。今，

地上 9 階， 地下 2 階のビ J レが地盤 fc. IJ 日える荷重は 1. 5

X 9+ 2 .0X 2= 17 .5  t/ m2，すなわち m2 当り 17. 5 t で，基

礎下の地盤は乙の荷主を受けている
ζ とになる。他方，

地下 21併をJ階築するには深さ約10m地盤が掘削 され，そ

の土のi l l : i;l だけ今までより怪くなる。土の単位体杭重量

を平均 1.7 t/ m3 とすれば，約 l .7X 10= 17 t/ m2，すなわ

ち
m2当り 17 t 経くなる。結局乙の地盤の増加荷主は，

m2 当り 0 .5t
，ζ

しかな らない。乙の概算: は建築物の重量

を相当大きく見航っている。なかにはむしろ経くなる場

合もあるだろう。

それでは超高胞建築の場合はどうであろうか。目下，



.  一 ・ Ｎ ｾＮ ＧＮ
・1・. ，

( 建築学会近畿支部大阪地鐙図小委員会。縦t I / j 比20)

一=三三三三三三二， 目'. >.-. 'i:

わが国で対象に されている超高居建築の規般は，地上25

- 3 0階程度，高さにして 80- . 100m ぐらい である。 ζ の

ような大規模建築においてはおそ るく 地下は 4 - 5 階 と

なり ，その姻I11J深さは 17- 23m程度になるであろう。ま

た超高層建築の織造は純欽'骨造を E 体とし，できるだけ

終誌な設計が耐震上有利になる乙とが常識と なってい

る。したがって地上階の平均重量は 0 . 7- 1.0t / m
2

ぐら

いとなるであろう。今か りに，地上30階，地下 5 1併とし

てその亙置を概算するとつぎのようになる。

地上階平均重量........ .....・ u ・… ... .0. 85 t/ m2  

地下階平均重量 一 • • •••••••• • .... .. .. . . 1. 90 t/ m2  

とすると ，m
2

当りの平均総重量は

0. 85x  30+  1.  9x  5= 3 5  t/ m
2
，すなわ ち基礎の接

地j主は 35 t/ m
2

となる。 乙れに対して地下 5 階の

!Iiil削を 23m とすると 1.7 X 23= 39. 1 t/ m
2
。 乙

の概算では差引き m
2

当り約 4 ↑1
m2

，建設前より

地盤に加わる荷重は少なくな る。超高層建築とい

えども，乙のように上部構造を怪由化すること，

また深い地下室を設ける 乙と などによって地般に

与える影響は差程でない ζ とがわかるであろう。

もっとも乙 れは地震などの場合を考えていないが

乙れについては後でふれる 乙とにする。また地下

23m も庖円IJ すれば，基礎に対してと かく問題と な

るi'i ' W粘土はほとんど取除かれ，相当締った砂礁

周に基礎をおく乙とができる。ここで乙の砂孫j習

の支持力についてふれてみよう。乙の砂際屈は標

準1 ' t 入試験の N 値が 50 以上の堅い地屈である乙

A  

ｾｴ＠

-50{m)  

qa = ÷ ( a c  Nc + F  Tl B 叫 + r2. D /. N q)

11m2
・・ ・・ .. .. ..... (  1  )  

上式中

｣ 誌礎荷 ｩｬｬ 面下にある地盤の粘 ｾｙ￭Ｇ ) ] 。乙の場合は

砂であるかみ 0。

rl : 基礎荷耳i : i l n下にある地検の単位体. f i ' l ili iu: 。 乙の

場合 ( 1. 8ー 1.0) = 0 .8 t/ m
3

0  
(/!z liJ 重五D

地上30階

ｾ ｉ＠

100 

G. L  

とが凋1Eの結果わかっ ている。 建築学会の基礎構

造設計士見当主lζ 示される支持力公式によって， 乙の

前千手支持力を概算するとっさのようになる。 第 3

図参照

-. -;(8; ;;:-: I!J44i l j i  1  41J 三ふ--......，

N > 50 砂砲事 白・ Ｎ ＰＱ ノ［Ｎｾ［ :.' ， ｾ＠ . p'  Ｎ ｾ Ｎ Ｚ ＮＮＧ＠ Ｚ｜ＮｾＮ・ ｧｍ
tl が で ミ③. t t t t i yJ Yt ③ヶ ー - → -

qu > 20 粘 土 ÷ 三 [- : - 顎.2ー二去: : - 1'0 ｾｉ＠

N > 50 li '合聖書 T 7  。0 ・， '  ・ 。 一一

長期許j蕊支持) ] 度は，

;:(I 3 図 百 七 秘 屑 の 支 持 力
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T2 : 基礎荷主面より 上方にある地維の平均単位体積

重量。乙の場合， 1 .7 11m
3
。

日 および 戸: 形状K よる係数で，乙の場合連続基礎

とすると a = 1. 0， s = 0 .5。

D
f

: 基礎根入深さ， 23 .0 m 

B : 基礎荷重面の最小幅。乙の場合はベタ基礎であ

るから建物の最小幅と なり 24m。

Nc . NT . N
q は支持力係数で，

N >  50 とすると ゆ> 40

0

となり表より

N r = 114 .0， N
q
=83. 2 

したがって( 第一項は 0 )

q a = ÷ ( 0 5 X O M 4 × 114 件 1.7 x  23 .0  

X 83. 2)  = 1，440 1/ m
2  

短期許容支持力度は，

q a =- L ( a C M+ P け N r十÷

T2・D r Nq) ・・… ………… ・・・・ (  2 )  

qα =÷ ( 0 5× 0 8× 24 X 114+ ÷  

x  1.7 x 23 x 83. 2)  = 1，8101/ m
2  

乙れは基礎面下の砂際屈が少なくとも
23m以上続い

ている場合であって，大阪市内中心部では調査による

と砂礁周は Ｘ ｾＱＰｭ で再び粘土屈に変る。乙の再びあ

らわれる粘土居は洪積期のものと解せ られ，沖積粘土

ｪ 留にくらべ て 固く ， ｎ 値で Ｗ ｾＱＰ 程度を示す。力学試

験の結果，乙の粘土の ・紬圧縮強度は 20 11m2 以上あ

る乙とがわかっ ている。しかし砂機胞の支持力にく ら

べればずっと小さく ，支持カは ζ の屈できまるであろ

う。第 3 図 B- B 而においてこの支持 )J を検討すれば

つぎのようになる。建物の荷重が 30
0

(ζ
拡がるものと

すれば B- B 面での巾は ，B = 2 4+ 8 X  1.  15 = 33. 2m。

粘土においては世 = 0 ， 

したがっ て (  1  
) 式中 ，N r =  0

0  

T2 D f =  l .7 x  23 +  1  . 8 x 8 = 53. 5 11m
2  

N c= 5
い = 乎

= 1 0 .0 川 N
p

= 3 .0 となり ，

(  1  ) 式は

q a = ÷ ( l
制 似 5 山 3 以 3 .0) = 71 .01/ m

2  

(  2 ) 式は

qa。ζ
ー

( 1 M OX 5 3+ ÷ × 53 以 3 .0)

= 8 8 目 81/ m
2

0

これは B- B 面における支持 ) J であって，基礎底面
A

- A  における許容支持力は砂磯厄，の主位を差引き，かっ

荷重のひろがりを考えると，つぎのようになる。

基礎底面における許容支持力度。

長期

( 33 2  
71.0ー1.8 X 8) X

一一一一=
78 .3  11m2  

24 .0  
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33 .2  

. __ 
_  

， 

短期 ( 88. 8- 1  .8 x  8)  X
一一一=

103 .0 11m
2  

24. 0 

砂際j百で考えるより遥かに小さくなるが，長期におけ

る接地圧 351/ m
2

(乙対しては相当余裕のある乙とがわか

る。地盤の沈下に対しては，沖積粘土は取り除かれ，圧

密沈下は洪積粘土 lζ
対して考える乙とになる。しかし，

乙の粘土の先行荷重は大きく特に問題とはならない。ま

た
ζ

の建築物の下の地盤は，むしろ荷重が減っているの

であるから ，地盤面より沈下が先行する乙とのないのは

常識でわかるだろう。見掛けの大きい超高庖建築が地&13:

lζ 過にな荷重をかけるという乙と，大阪の地縫が特 lζ 軟

弱で超高庖建築 lζ は適 さないという乙と ，乙れ らの先入

観が幾分やわらげられた乙とと思う。ただ問題は地臨時

lζ 起こる構造上の安全性であろう。

犬阪の超高層建築と地震

構造技術者はもちろん，建築家がもっとも関心をよせ

ているのが乙の問題である。今，建築関係、の雑誌で超高

居建築の比震に関する記事のでていないものがないほ ど

乙の問題はジャーナリズム K 浸透している。現行の耐震

設計法が，超高居建築』
ζ

はあ らゆる函で不合理である
ζ

とが指適 され，構造工学も今，各分野で ζ の問題と取 り

くんでいる。しかし動的解析が，コンピューターのおか

げで実用化されてきたといっても地震の現象そのものが

ハッキ リわかっ ていない今日，まだまだ未日てとたのままの

乙された問題が多いようである。わが国の地震時にお

ける地盤の性状もその一つであって， !f( 1. 的解析の問題点

ともなっている。大阪の Ｑ 也ｾもＱＱＡＮＮ ｾＱ 時にどのような ｩｬｬｩ

勤をするのかほとんどわかっ ていない。乙 れは大阪，東

京l ζ|浪らず，企図的』口、える乙とで，最近，やっと各地

tζ 強震計が設置され，現在地震待ちの体勢にあるといっ

たありさまである。そ乙で， WJ 的解析は地盤のょいと乙

ろに蕊磁をおく ζ とによって成立っているのだから ，超

高局建築もまづ地燃のよい乙とを条件として実現される

べきだという説がある。もっともなことではあるが，よ

l 、地盤とはどの程度のものを指すのか，漠然として何等

定量的なものが示されない。もし，乙れがニューヨーク

のような寺号機を怠味するものなれば，いま超高層建築を

要求している大都市の ど乙を探しても得 られないであろ

う。またもし，軟弱な沖積回以外の地盤という乙とであ

れば，深い地下室を設ける乙とでどこの都市 でも容易に

得られるであろう。どこの都市であっても沖積胞の深さ

は大体 ＳＵｾＴＰｭ が最たである。大阪市内の中心部では

25m程度であって，最近の建設技術では乙の程度の地下

工法にはさほど困難を伴なわない。

理論によれば 100 m の超高屈になると ，その固有周

期が 4 秒以上になり，乙のような長周期の建物に加わる
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第 4 図 超高層建築の地震時の筏地圧

地震の加速度は，現行の耐震設計で採用している震度の

値より相当小さくなるといわれている。いま何等かの目

安をうるために，育iiの建物を WIJ にとって，震度を0. 12と

してその地盤の反カを概算してみよう。もちろん，従来

の静的計算法による時算である。前lζ あ:1た初 3 図の{yIJ

において，各階の平均重量を地震i I 寺の荷重として 0 . 1 II  

m
2

少なく見積り ，地上階0 . 75 11m
2
，地下階 1. 81/

m2
と

する。いま巾 1. 0 m について計算するとつぎのようにな

る。 第4図参照。

地上階の水平力合計を Z ρl とし，高さ 50 m の位置

にかかるものとする。

J: pl  = 0 . 75 X  30 x  24 X  0. 12=64 .8  11m 

j 山下階の水平力合計を J: P2 とし，第 4 1濁の( 立; 首にか

かるも のとする。

J: PZ = 1 . 8 X 5 X 24 X O. 0 6 = 13. 0 11m 

その転倒モーメントは，

J: M= 6 4 . 8  X  73+  13 x  15 . 3= 4 ，929 I ml m 

総重量は，

J: W =  ( 0 . 75 x  30+  1  .8 X  5)  X  2 4 =  756 11m 

偏心は，

4 ，929 

= 一一一一一一 = 6 .52 m 

756 

基礎が浮上り に低抗しないものとすれば，

その最大接地圧は，

dma x = 756 X 2  

ma x =一一一古7 一一一二一一一一一一= 92 . 0  11m2 

1ーテ- 6 .52 1X  3  

iIIHC . 計算した短期許容支持力 103 11m
2

以内におさまる

乙とに なる。しかしこの計算が助的解析によって果して

妥当なものかどうか，筆者l乙は残念ながら答える能力が

ない。ただ乙ういう乙とがいえるのではないだろうか。

上記の震度で設計された建築物が，動的解析で上部構造

の安全性が証明されたとしたら， 乙の 建 築 物 の 地 震!時

lζ
起る接地圧は大略乙の程度のものであるというととで

ある。新しい耐震計算の話を聞いて， 筆者にはこの見積

りが非常識にかけ離れたものとは思えなし、。同時lζ 乙の

程度のものであれば大阪の地盤においても，超高層建築

を耐震的lζ
設計する可能性が充分あるように思えるので

ある。

建築物が地震の際 IC. ，地盤の性状如何によって どのよ

うな影響をうけるのか。軟弱地盤に建つ建築物は，ｾい

地盤に建つものより地震から伝はる加速度が小さいので

はないか。欽地縦は堅地盤より減衰性が小さく， したが

って地震の継続時間は氷いのではないか。また，地震:1寺

fC . 地下室の側面の土は，その建築物lζ 不利に働くのか。

あるいは位相がずれて建築物の振動を仰;!i lJ するのではな

いか。その他いろいろの疑問が起る。乙れ等の乙とは今

後次第Iζ 研究され明らかにされて くるだろう。 しかし，

地震に関するすべてのことが定量的に解明され，設計に

取入れられるようになるのは，おそらく望み得ないこと

ではなかろうか。本来，技術の開発は完全な既知の事実

の上(ζ 実現されてきたものではなし、。現行の耐袋没司法

に取入れるれた震度の決定にしても， すぐれた工学的な

直/dt ，適 羽な技術的判断 lζ 負うと乙ろ多大である。未知

のものに jりする研究はもちろん必要であるが，同時に工

学的直観と技術的判断が，新しい分野の開発にぜひ必要

であろう。筆者は土lζ 関してはその多様性のゆえK 特に

乙れを痛感する。

む す び

趨高層建築の劫的解 析においても，もっとも未開発 と

考えられる地盤に関連した問題について， 乙とに振動に

はまったく素人のよう な筆者がいう 乙とであるから ，い

ろいろ間違った乙ともあると思う。再び結論をいえば，

大阪の地盤は他のわが国の大都市に比して，超高原建築

に対して線本的な悪条件があるように考えら れない。も

しあるとしても ，それは技術的に解決できる問題であり

また解決していくことが技術者と しての義務であ ると考

える。 (  1  938.  1  0  .  25)  
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超高層建築の経済性

工防 ・日建設計工務K K副社長

塚 本 猛 :究

序

私』ζ 与えら れた問題は「超高周建築の経済性」という

乙とであるが，いままでに普通のいわゆる高屑建築の経

済性Ａ｛Ｎはっきりした答案が普かれ て いないｾｾＺＨＭｦＮお 答 え

する何物もないといっ ても過言ではなし、。

したがってこの質重な誌面をさいていただき ，かつ，

およみくださる読者K 対しては恐縮のいたりです。なお

本文は今年の 5 月朝日新聞主催現代建築シンポジウムで

述べたときの草案を骨子にしている乙とをど了承くださ

し、。

さて，乙乙で結論を急いでだしてしまう乙とは文の構

成上，まづい策かもしれませんが，あえて結論めいた ζ

とを申しあげますと，超高層建築は経済的に成り立つと

いうととです。 乙れには条件があるので，それを列記す

ると下記のよう なものだと思います。

(  1  ) 予定地が経済活動上適地であって，また適当な

広さを占めている乙と。

と。

( 2 ) 企画者と十分な資金がそなわっている乙と。

(  3  ) 都 市 再 開 発 lζ 役立って係市環境をよくする乙

(  4  ) 周囲の市民の協力を得る乙と。

( 5 ) 宮庁の協) j が得られること。

(  6  ) 担当建築家の熱意と努 )J を必要とする乙と。

( 7  ) 施工業者と下請業者の協力を必蛮ーとすること。

(  8  Ｉ現在の正ｾ ー 物より質的によくなる乙とを企画者は

認める乙と。

ところが一審問題になるのは土地の価格です。

超高層建築をたてようとする土地の価絡はー般には高

いと恩います。土地 lζ 固定した「価値」は評価だけでは

きまら ないので，企業家がその企業κ 適当と判断する土

地を求めてもその価値を価 絡とすぐむすびつけて考えて

ゆくことが，ぶししゅ、と. うかは疑問があります。

土地を高く貝っ て も，当然固定した価値はあっ てその

価値で判断し，そろばんの上ではその差は税金と恩うよ

りしかたがなし、。私はむしろ，土地の所有者は，その土

地の活用については最高の努力をつくさねばならない。

それらが人々への責任であり義務だと思う。乙の乙とは

超高屈をたてるのに土地の売買価絡をそのまま企業にも

48 

ち乙んでそろばんをはぢく乙とはむりがあると考える。

蛇足ですが，ζ れは同で持っ ている土地，府市でもっ て

いる土地も同じであって，それぞれあくまで国民のもの

で，公共体の人述は同民のかわりにあづかつて所有して

いるのであるとと ， したがってその活用については，き

わめて高い奉仕の熱意をもっ て考えるべきである。河

川， 湖，海lζ ついても同じと思います。

たいへん余談 lζ なりましたが超高層建築は経済的に成

り立つというきわめて抽象的な結論を提示しておいて，

超高層建築の経済性にむすびっ く問題点を設計の立場か

ら少しく考えてゆきたいと思います。

超高層建築とは

超高層という一つの乙 とばが. I作"f の河野大臣の基準

法改正発言から Ｚｾ ｬ にも り上って きた。その以 前 から大阪

始め地方都市ではと もか く39m とか 45m の中l高のもの

は建築審査会を通じて部分的には諸種のiljlJ 約のもとに許

されて きたが，何かの理由から東京ではー・，二の例を除

いて許されなかった。ところが東京駅とか虎の門，三井

ヒソレの紐高層問題が乞.t ! [ . 話題になりだして河野発言とな

り建設省から学会への諮問になって，学会でも各委員会

から乙れに対する資料がだされた。学会の答申も短期間

であったためにきわめて抽象的なものであった。

その後急 lζ 各組の研究が上向きになってきた乙とはご

承知の通りである。

さて，それ等の論議の中で超高層というと ，例えば構

造方面からは50mを越すものを一応超高周といったらど

うかとか，いや45m以上 とかいう乙とになった。

乙の閲，京大の小郷先生の話ーでは，気おと学者がびっく

りして超高層なんてとんでも ない，高庖気流でも地上 2

ｫｭ ｾ Ｕ＠ kmをいうので超高庖はとても考えられるものか，

といった笑話もある。

ともかく乙れは Sky scr aper の訳で住宅公団では中高

官1. 高層とをつかいわけでいるが，乙れは多分エレベー

ターの予算をつけるかどうからしい。

まあ，ともかく ，超高層に構造設備ないし防火の問題

で現行法規で処理できる程度，いいかえれば. 45m くら

いまでを高層といって 50- 60m 以上のちのを超高層と



いう表現にする以外，概念的には考えられない ε とであ

ろう。

構造の方の考え方で，超高居は地震力を減じて柔桃造

にするのだ，少しのゆれは辛抱するといったのが，超高

層だという見方もあるが，そう考えるのは早手廻しすぎ

るので，乙れはむしろ耐震工学の根本的な考え方，ある

いは解法の進歩にもとづくもので直ぐ柔構造だときめつ

けるのは早すぎるわけである。

私は無理に超高層ということばを佼わないで高居住築

と称しておいて法律的にはしかるべき規Il i I J を作り ，また

構造計画上は動的解析をやってもよいととにしても らえ

ばよいと思う。なお「日本建築学会高層建築技術要綱，

編集特別委員会J で発表した( 昭和38. 9 ) 綜合研究協

議会「高層建築 lζ 関する技術的諸問題」のまえがきに竹

山謙三郎博士の見解がのっているので，下記lζ 抜粋して

おく 。

『最後lζ “超高間建築" の呼称、の問題lζ 触れておきた

い。この名称は単に従来の高層建築を超えるものという

芯 l床でつけられたが，現在となるといささかてれ臭い名

前である。そ乙で当委員会の内部でもいろいろな名称案

がでているが，下にそのー，二を紹介して，さらによい

呼名を考えていただく参考としたい。乙のうち A 案は構

造形式の差が主と して頭にあって提案されたもの， B 案

は防火規; j jlJ の便宜と従来の高さ限度を主な根拠として提

策されたものである。いずれにせよ超高層建築の超はと

られる乙とにかわりはない。

( A 案) 地上 o  ｾ＠ 9  ｾ＠ 20 ｾ＠ 4 5 - m 

名称低居，中層，中高層，高居

( B 築) 地上 o  ｾ＠ 9  ｾ＠ ＳＱｾｭ＠

7，材、 低脳，中層，高層 』

超高層建築の必然性

つぎに超高層建築の必然性について都市A 図上の常識

から判断してみよう。現在の大都市は東京，大l坂，ぞ; ，'1 

屋のように驚異的な発展をとげつつあって，そのあらわ

れは，人身の集中となる乙とにあるが，土地の活用と い

う面からみると如何lζ も低効率である。

都市活動を活発にするために都市改造の主眼を道路の

拡張，主体交さ ，地下鉄の増設，緑地の整備などの方市

にゆくべきは当然である。既成都市の再開発についても

今後進戒される新都市l乙ついても ，土地の活用について

は相当高度の規I l i IJ を設けてゆかねばならない。

ζ 乙です乙し日本の代表者s市東京のようすを数字でみ

てみる と( 新都市昭38 ・4 ・鶴見氏の論文による) ， 

東京都の区部への集中傾向の例としては，区部のR訪問

数は全国のそれの 9. 8 労 ( 1，884 居) で，販売高は2516

( 59，898億円) と大きな数字を示 してい る。

また都心 2 区( 千代田区，中央区) の建物用途別床面

高!i の比較をみてゆくと，銀行，事務所が 4'1.6  ｾぢ Ｈ Ｑ ， ＳＳＵ

千五1 ' ) を占めてい る。乙れだけみてゆくとなるほど大き

いと思 うが建物容積率ははなはだ低く区部平均49% で，

千代田区 Ｑ ＵＵ ＮＹ Ｖ ，中央区 ＱＷＴ ｾ ぢである 。乙の乙とは宅地が

きわめて小区画になっていること ，木造家屋があいかわ

らず生きている乙とが，原因であろう。したがって乙れ

は余談だが，今度の基準法の改定にもとづく容積地区の

指定には当然宅地の大きさが条件lζ 伴って乙ないと ，い

たづらに世の中をさわがすものとなる。宅地が相当の大

きさであれば容積率を大きくしてもよい筈である。そし

て宅地を集約化し，大きくし，同時に道路と緑地を提供

させてゆくような処理を講じないと立派な都市再開発は

できないと恩われる。乙のような都市改造を試みてゆく

とき ，都心地区，副都心地区の中心として建築の高層化

が行われ，また超高周建物乙そ象徴としてもその機能を

発揮してゆくであろう ことが想像される。

従来建築基準法で，ほ とんどの建物が軒高31mで押え

られていたが 「符秘地区」の概念の導入と都市の中心部

の宅地の集約化( 大規般化) によって，都市環境に l児る

さと緑を増してゆくであろう。 31mの制限のために一部

の建物は事務室の奥行が深くなっ てせっかくの太陽光線

もあた ら屋上で乱舞していた。また天井高も空気調和の

経貨がお得ですよと ，説明はしてきたがあたまをおさえ

られた天井というむしろ精神的には怒るい環境をうち山

してきた。こんな乙とか らも高さに乙だわらない超高層

建築の必然性はあきらかであるし，また乙れに対処 して

経済的に成り立つものを2提出してゆかねばならない。

超高層建築の技術的諸問題

つぎに超高 ｪ 芭 ｩｬｬｾ を実施するについては怠 Ｑｩ の問題は

さておいて ， ｾ築工学的に従来と臭った，進んだ考え方

をもって解決してゆかなければならなし、。ヨヘとして技術

的処理の 乙とに制するが，一般的にいえる乙とは， 言|聞

において，間!日j なプランである乙と ，建築設備前方にわ

たって同一設計 ，同一郎材 ，向宇部品を係用 して施工の

谷易さとくり返 しを U肢としてゆくこ とである。そして

また世人にうったえたい乙とは Shel t er としての条件を

満足するな らば多少の保細工さ や，まぬけさは大自にみ

て大陸的環境{ζ 満足されることである。

つぎに技術的の問題を分けて考えると，構造，材料，

設備， I坊火設備なとであろう。

構造について考え られる乙とは，地震に対する解析と

基礎の問題ム風の問題，乙れらに関連して構造用材料

とその用い方であると恩われる。現在私どもがなじんで

いる構造は問IJ構造と称せられるもので，7k くは泌美地震

から関東i友災などを経て先輩が確立した方式であり，乙

れがill 築基準法の構造についての綬幹をなしている。

すなわち，地以J) }J ICより ，建築におよ lますノJ をすべて
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震度lζ おき かえて各層へ水平加力 してきわめて明快な解

決方法を与えている。 乙の方法によっ て R.C .. S.R.C ない

し S 構造でも解決 してき ている。そ して， 壁の耐力を

重視 して， 全体の ラーメン構造を剛に組んで，ｩｊｬｾ性限 度

内において相当の安全率をかけて， 地震に対して安全性

を求めてきた。

乙のへんにまだまだ経済的にも研究すべき 問題がひそ

められていたことはいなめない。法規できめら れていた

震度を元に計算 されているので，それでよいと してきで

あえて くづせなかった。したがっ て関東震災以後の数次

の地震でも耐震構造物lζ ついてはまづは不幸な破線はさ

けられてきた。 しか しか りに地震のときは破壊さ れて も

よいとい う条件を出さ れた とき如何な る解法をするか，

とい う乙とはあま り研究さ れなかった。 ζ んな乙とが学

会の進歩によって従来の耐震設計法への再吟味という乙

とになった。なお，耐震計算について別の一つの考え方

をあげると ，例えば 100 ヵ所の火力発電所の建設があっ

て， 老朽 したものは平均 15年で取り乙わ して新 しく作り

直してゆくとした場合κ ，毎年周期的にくる風 (c対して

は別と して， 地震力をきわめて低くとり不幸その数カ所

が地震κ よっ て破壊されたときは平均寿命の 15年がせば

められたと考える ならば，恐 らく ，その方が経済的であ

るかも匁lれないとい うわけである。( 人命の防衛lについ

ては5. l IJl c考える) 。都市建築の場合( : : は乙んな考え方は

成立しないので，乙 れはあくまで安全でなければならな

いわけである。

さて，大分話ーが柿造にそれたが，1泣近超高胞の問題が

出始めて， ζ の地震力のとり ) j ( ζ もっとよい見方はない

か，もっとよい解析法はないかという乙とで，その方面

の諸先生ブj が前からの研究を展開され始めてきた。そし

て考え ) j としてはいわゆる動的解析にもとづいて一一実

用計算ではこれを，li治的計算 [ζ 移すわけであるが一一考

える方向に進んできた，乙れはあたかも今より変形をゆ

るす，すなわち弾性限界か らとびだ して，どの程度まで

塑性限界内で許 しうるかという判断か ら山発している。

したがっ て乙の方法でゆくと丸々柔構造になって，風を

拶1I とうけ流す考え方のように思えるが，そ乙までゆくた

めにはたいへんな det ail になる。

したがって助力学的解法を したからといってとんでも

ない変形がお乙るわけでなくて，全体的には相当の畳 iζ

なるが ， 各侶ごとには微々たるものにｾ・え て おられる色

である。たしかに各局 1 cm として も直線で考えると 30

|精では30cm となるわけであるが，各!白は 1 cm だからそ

んなに気にな らないし，その程度な らばまづまづ，間仕

切も外壁も処理できる筈である。動的解析は建物の固有

周期を予怒して地震動をある方法によっ て加えて解析し

てゆくわけで乙の地震動をどれをとるかによっ ても問題

がある。不幸にして日本ではまだよい deta がないので
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米国でとれた det a を基に している わけであ る。

ともかく ，ある方法によっ て構造計画を進めて行っ て

も，建物の全重誌を軽くするために，軽量コ ンク リート

軽量の仕上材料，外壁材料など，また高強力鋼を用いて

ゆくが，柱も下の方ではだいたい従来の大きさ程度でお

さまる。

その結よl l : はすぐにも安く なる ように考え られるが，乙

の点では材料の11霊登比 lζ 伴 う材料単価の上昇や鉄骨加工

の精度の上昇ーなどで，それほど安くは ならないと思われ

る。地震動と固有周期の関係かる建物の構造を計画して

ゆくとき ，基礎は一応堅地盤にのっていると考えてい

る。

乙れが沖毛!i庖の柔い地主主の場合にはどう なるか，単純

に杭打工法というわけκ はゆかぬので，どう して も地下

に深い建物になっ てゆくのであろうと思われる。 したが

って場合によるとあまり家賃のあがら ない space ができ

てくる結果になり かねない。

100m すなわち 25階を超える建物になると風圧の問題

がかなりひびいて くるが，いまのと ζ ろ風圧についても

まだまだ研究不足のようで建物の形もどうゅうものが，

よいかもなかなかむづかしい問題となってくる。

材料についてはし、ろいろの問題が考えられて，直接，

間接構造計画とむすびついてくる。構造材料は高張力釧

の組合わせと なり，また変形を認めてゆくので継手は熔

接ボ ール トの併用と なるが，在来通 りの剛でよいかど弓

か充分考服する必妥がある。まづ床については何といっ

ても軽量化が些まれるが，同H寺lζ 切断 lζ たえる剛性と耐

火性をもたねばな らないので，鋼板と組合わされた，軽

量コンクリ ー トのようなものが考え られる。 天井も l肢も

と耐火性を考えて少くともア J レミ材を主体としたものに

なるであろう。さ らに空気調布設備の Ji i l とも 関係して

くるので問題は複維である。

外壁については，例の カーテンウ ォー J レとなるが，伝

え聞くように防火 上 腰 な い し脂 に相当の耐火性をｾ求さ

れるとすると，海外の カーテンウ ォ - ) レの方式では許さ

れそうも なし、。家具類も耐火の点か ら銅製化してくる。

乙れは考え方によると軽量化に反するが，その置は他の

積載荷重を加えると大した乙とはないと思う。個々の材

料についてはプレハブ的な考え方で工業化，規格化が当

然進んでゆく乙とになろう。 少くと も従来の高居ピルの

ｾ ・ えではゆけそうにも な い。

超高周になると外気に対してもいままでの高胞とは光

線なども熱損失でかわっ て くる。7 ) ( もいままでよ り高く

あげる。' o] : ) J も高いと ζ ろへ引上げる。

エレベータのspeedもはやくなってくる。いままで 150

m/ mi n でよかったのが240m/ min (ζ でないと役立たなし、。

またこれによる shaf ts の面積も増加してくる。 上下に二

段のエレベータも考えられる。



設備の一般的の問題としては，各階設備の施工 くり返

し作業にする乙と 、部品の工場生産化，現場における組

立化，機器類の大量生産化，軽量化， といったよう な 乙

とが問題点となってくる。タ ク ト紫貫通も なるべ く避け

てゆきたいが，また考え方によるとダク トのための天:!j

高さを 30 c m とすると 12 階で 1階ふえる勘定になる

ので ， 超高層 ｩ￭￮ｾ 誌としては研究してゆくべき問題であろ

つ。

防火の点については ， いままで ＱＳｾＱＴ 階のも のより厳

重になって，例えばスプ リンクラーや階段数. 階段の位

置または防火区画が問題になる。

超 高層 建 築の コ ス ト

さて超高層建築の経済性とは建物のコストは如何とい

うζ とで答の半分を出したことになると思うが， いまま

で述べたほかに施工上の問題点もある。しかし以上の諸

点を考えてゆくと，はなはだ乱暴な想像だが建物坪当り

は堅地盤として構造的には3076増，仕上材，その他30 ?6

増，設備3076増，と考えてゆくと総体的に現在の いわゆ

る高層建築の3076 ぐらいの up がまづまづ見込まれる線

であろうと恩われる。乙れに関連して貸室と考えられる

面積は，公共部分すなわちエレベータ ーシャフ卜，ダク

トスペ ース，ホー J レ，階段などの率が増すので，現在の

ものより下るととは否定できなし、。したがっ て貸室面積

でのみ勘定してゆくとさ らに上 る乙とが考えら れる。た

だしこれは企業家の考え方，環境整備などで充分引合わ

ねばなら ない性質のものであろう。

超高層建築の実現によっ て活気; 材料の規格化すなわ ち

工業化が促進され，構造も進歩し，材料の品質もよくな

ってゆくので一般建築界への新風をもたらすととにおい

ては充分その功はむくいられると思われる。反面うっか

りするとデザインの低下， といったことはさけられぬ辺

命かも知れない。

Engi neeri ng News  Recor d.  1959ーFeb. 26号! C.

Skyscropers， How  Bi g Is Too Bi g ?  

という題でいささか経済性の問題についていろいろの人

の窓見を聞いているのがある。乙れは主 と してArchi tect

の意見を 聞いたもので，その主なるものをみると，経済

上，
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@土地代は建築資恰好! の 10)ちが適当。

① 10階建 2 棟の方が 10階+ 10階= 20階よ り安いが，

これは価値の評価による。

①将来の見通しとしては明るし、。

すなわち，構造的にも機能的にも進んできて経

済的 lζ 成立ちうるはず。

であって，細かい点なり様式までは提案しておら ない。

国情もちが う い 土地の値段，国民性もちがうので，わ

が国に直ぐにはあてはまらないが，一つの凶象的 な考え

方をのべていると思う。

結 び

はじめに超高庖建築は経済的に成立つと述べましたが

これは反面建築からもわかるように， 日本の宮の増加経

済力の上昇が原因である乙とも事実です。 そして，よい

土地と企画者と 資本家がそ ろったらば， まつ' 犠性を 弘っ

ても建ててみてもらう ζ とです。もちろんその建物の建

つ位置，場所，交通機関なども光分考え，かつ， {i [S市美

lJi 上も 都市構成の秩序をみださない， あらゆる意味可建

築の先駆者としての造型美すなわち，構造も材料も設備

も完備されたものが望ましいと思います。また乙 れだけ

の意味をもってかから なければ，後| 止にいたづ らな駄1 ' 1'

をの乙す乙とになりかねないと思います。

もう ー ついえば，趨高周姐ｾｾの建設は，建築家やー企

業家だけでなく ，者li市の人々が，話 し合っ てできるもの

ではないでしょうか。

ネ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所
.，喧

収締役会長 福 留 並 喜

nl E  S  
た阪市東区瓦町J 3 J ll (井 ith筋) i t ! l . 洋ビ J レ3 階

電話 (202) 3233 ・3234

= 鴇 許 =

気光i ¥遁風雷雲

ｅ｢ｾｦｦｩＺ ・ｾｾ，，ＢＮＮＮＮＺＺＺＺｉｉ

大阪市西区江戸姻下通2- 79

田辺工業株式会社

電話土佐沼(<<07437 - 9  
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太 き さ 比 較

E

=

一

E

E

E

Z

E

E

-

=

=

=

=

E

E

-

-

一

=

=

=

=

=

一

一

一

三

一

縮尺はすべて 1 :  2000 

3  

名鉄ビルディング

税 総 地下 3階，地上10階. la屋 4 階

峻工作 昭和32年

設計者 日感投計工務( 株)

敷地面( / l (o) 5.320m"  

延 面 積 (b) 66.5∞m
2  

ｾ ］＠
(a)  

12. 82 

2  

新大手町ビルディング

綾工年 昭和33年

殺計者 三菱地所( 株)

数地面積 (0) 8. 550m" 

底 面 積 (b) 79. 0∞m"  

i( b)  

(a)  

= 9.25 

第一生命ビルデイング

規 畿 地下 3 階，地上 12階

級工年 昭和28年

殺計者 第一生命ピル管理部

竹中工務底

敵地面積 (a) 2. 4∞m
2  

m而 積 (b) 30. αJ Om"  

(b) 一

( a)  

: 7JJji ，!?: 苦

玉乙. • ｾ＠ . ぷ

司 ・ ~ 

E?  ;  一帯1J  J  で

12. 3 
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6  

Phoeni x- Rhei nr ohr  

Bui l di ng， D J ssel do rf .  W.  G.  

峻工年 1959 

設計者f H elmut  H ei nt r ich  a nd 

H ubert P est schni gg 

延 面 積 (b) 33. 7∞H ¥2  

5  

新住友ビル

規 袋 地下 4 階，地上12階 ( 合宿屋

3 階)

峻工年 昭和37年

設計者 口建設計工f 6( 抹)

敷地面積 (0) 9. 455.4m"  

延 面 積 (b) 90. 270 .4m"  

( b)  

一一一= 9. 58 
( 0)  

4  

関電ビルデイ ング

親 線 地下 3 階，地上 12階. J苦昼 4

階

段工年 昭和35年

設計者 竹中工f 6庖

敷地面積 (0) 4.736.5m"  

延 而 積 (b) 36. 825.8m"  

ｾ］＠
( 0)  

7.8  
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7  

Ma n n esman n  Bui l di ng， 

D usseldor f  

峻工年 1958 

設計者 Paul  Schneider- E sleben  

敷地而積 ( a) 3.3∞m"  

延 面 積 ( b) 12. 480m'  

(b)  

一一一= 3. 72 
(a)  

8  

Pi rel l i  Bui l di ng， 

恥l i1ano

峻工年 19ω 

般計者 Gio  Pont i ， A rchi tect  

Pi er  Lui g i  Ner v i. S t ruc.  

E ng r  

敷地面積 (a) 7.2oom"  

;つ面:コ

EZi  i  

;111 j  

U門1j i

主 ' " 階 平 面 ( 2 ，710 m
Z

)  

9  

T he  C hase Manhat t an 

Ban k， N e w  Y or k  

峻工作 1961 

i役計者 S kidmor e.  O wings  a nd  

Me rri l l  

敷地而E自(a) 10. 1I 7. 5m"  

j1f il日 償 (6) 207. 976m
2  

(b)  

一一一= 2O.S 

(a)  

238. 00 

ｔ ｅｎａ ｲ ｾ τｳ＠

正 申 階 平 面 ( 5 2 0 m倉 J 晶 申 階 面 檎 ( 1 .0 5 0  mり

100m ..一一一一一一一一一一

ｾ ｩ＠ 由 図 断 面 関
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1 0  

Uni on Car bi de Cor por at i on 

竣工作 ωω  

設計者 S k i dmor e， Ow ings  and  

Merr i1l 

2
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Lat i no Amer i car na， 

M exic o C it y .  M exic o 

峻工年 1957 

設計者 A ug usto  H.  A l  v a  r ez ， 

Cons ul t ing  A r c hi t ec t  

A dolf o  Zeev aerf ， 

E ng ineer  

敷地面獄 <al 1. 250m
2  

E正面 積<bl 23，ωOm
2  

」ι
= 18. 9 

<al  

国
ｩｦ＼ Ｑ 事階 平 耐 Ｈ Ｓ Ｇ Ｑ ｾ 11¥: )  

2∞m一一一一一一

断 面 図
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12 13 

Wool wor t h Bui l di ng 

峻工年 1913 

殺計者 Cas s  Gi l bert ，Ar chi t ect  

Gun、v al d Aus.  St r uc.  

Engr .  

数地面積 (a) 2. 787m
2  

E mpi r e  St at e Bui l di ng 

Ne w  Y or k  

峻工年 1931  

設計者 Sher v e. L amb  a nd Ha r mo n  

敷地面積 (a) 7，780m
2  

涯 面 積 (b) 310. 0∞m
2  

(b)  

一一一= 40 ( a)  
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超高層建築と工期の問題

工問 ・京都大学助教授

金

ｾ＠
y  j葉

は じ め に

昨年あた りからわが国でも超高居建築の問題が真剣 K

採り 上げられて，各方面でその実現K 伴なう技術的な面

や設計の方針について具体的な検討が加えられてきた。

そして木年 ( C入って 7 月のE主築基準法の一部改正に伴な

い，従来の高さ制限を超える建物が容積制限の範邸内で

建てられるようになり ，口木建築学会では乙の状態! こ対

応して学会内の各委員会で設計上の要項をとりまとめる

努力が払われている。

かかる情勢のもとで，建設技術と経済に関連して，あ

る企業家が自ら超高層建築を建てようとする場合1 C，そ

して特にそれが大きな貸事務所建築である ならば，建物

内の部屋の配置や機能，さらに仕上げの美しさなどは当

然その建物の立地条件を見合わせて最良と思うデザイン

がなされるととであろうし，また構造上からもその建物

に対して在来の建物より以上の耐震，耐風安全性をもた

せ得るように設計せられ る乙とであろう 。設計上の技術

的な諸問題を建築専門家 lζ 委せたとして， 企業家にとっ

ての一大関心事はその建設に一体どれぐらいのお金がか

かるのかという乙とであり ，さらにまた，かりにいまか

ら計画し施工を始めて一体何時頃に なったらその建物が

完成さ れ， 使用し得るかという点 {ζ しぼられ るζ とであ

ろうと思う 。

超高層建築と工ll J J の問題は乙の点K 直接結びついてく

る。都市において， 手予校i制限の範囲内で超高層建築を建

てようとする何発点があくまでも P R 的な，あるいはモ

ニュ メンタノレな ものを怠殺せずに，むしろいわゆる採算

のとれる事務所建築を作る ζ とにあるとすれば，いきお

い都市交通の便利なところに相当広大な敷地面積をもっ

場涜が注目されて くるであろう。わが国の大都市で現在

乙のよう な場所に敷地を求める場合( [ ，かなり高額な地

価を予想してかからなければな らなし、。またもっと大切

なことは建築工事の着工後，工事完成までは建設中の建

物はおろか，その敷地も本来の目的には全く使えないと

い う 乙とである。その間 ， ｾ大 な 資本を一時寝かせる乙

とは企業家にとってがとして容易な乙とではな く，また一

般の市民がその工事κ よって間接的 lζ 乙うむる迷惑もは

かり知れないものである。

超高層建築を現在行なわれている各種の工法で建てた

場合，一体 どれぐ らいの工期を必要とするか，すなわ ち

企業家にとっ ては，当該敷地を何年 ぐらい工事のために

提供 しなければならないかとい う問題が当然クロ ーズ ・

アップさ れて くるであろ う。そ ζ で乙の問題に関 して大

まかな目安をつけるために，現在わが国で慣用さ れてい

る工法によっ て，あま り無理のない工程のもとに超高層

建築の工期を概算 してみよう。

超高層 ビル ( 仮 想〉 新 築工事 工 程表

まず初めに通常わが国で 10階内外の建築工事lζ 用いら

れている工法をそのまま 40階建の超高層建築にス ライド

して，その施工工程を計画してみよ う。建物の惣定はつ

ぎのようである。

構造，規模 : 鉄骨鉄筋コンク リー ト造，地下 5 階，

地上4 0階，建築面積 2 ，000m
2
，

延面積 90 ，000m
2

地 下 工 法 2 重矢板打アイランド工法に よる

上層部工法 : 鉄骨工事を第 1図のごと く約 7 階どと

の工区lζ 分け，各工区の最上部の コン
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クリートを先に打って，つぎの工区の

ための作業床とする。したがって，仕

上工事 も概ね 乙れ らの工区を単位とし

て施工される。

杭打の検討 : 建物の重量 150 . 000 t， 排土重量 (深

さ 23m) 75. 000 t と仮定すれば

接地圧 = ( 150 . 000 ー 75.000) / 2，000

=37. 5  11m
2  

したがって良好な地盤であれば杭打は

不要と考えられる。

そ の 他 : 作業空間としての敷地は十分に広く ，

工事現場への* 綱などの 1

1

U入も自由で

あり，その他周回の条糾による支障は

ないものとする。

かかる条件を想定して乙の超高層建築の工程一覧表を

示せば第 1 表のようになる。

すなわちこの場合，各主要工事別に必要とする期間は

O仮設，山留， 排水，土工事 16 ヵ月

0 鉄骨，鉄筋コンク リート工事

O外装， 内装その他各種工事

( 鉄筋コンクリート工事終了後)

計

27 ヵ月

1 1 ヵ月

54 ヵ月

である。

また，本年 5 月に財団法人建設業協会が発表した 「高

居建築物におけるカーテ ンウ オール工法の施工 lζ 関する

研究」の中で地上30階，地下 5 階の超高層事務所建築モ

デノレ・プラ ン( 地上|槍純鉄骨構造，耐火被誼，カーテ ン

ウォーノレ形式，建築面積 4 ，374m
2
，延面積 99 .  432m

2
) の

工程表( 案) が示されているが，それによると

O根伐工事 ( 工事着工後) 12 ヵ月

O鉄' 需・工事 ( 根伐工事完了後) 13 ヵ月
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第 1 表

0 外部カーテンウォーノレ〔欽' 百工事と並行)

0 内部仕上工事 8 ヵ月

33 ヵ月

となっている。

つぎに地盤の性状や地下水その 他の要因を多少加味し

それに対処する地下工法を考えて，地下 5 ｉｾ 皆 ，地上 ＳＰ 階

程度の超高層建築の工程を予想してみよ う。大阪市な ど

の沖積層地盤を対象として地下30m ぐらいまで j屈削可能

な地下工法と なると， 潜函，深礎 O Ws . Pile C olumn  

などの各工法あ るいはそれ らの組合せが考え られるが，

一応，構造を鉄骨鉄筋コンク リートと考え，建築而li 'i

1  ，140m
2  

(32m X  ＴＵｭ Ｉ ， 延而 ｦｩｾ ＵＰ ， 700m
2

程度の純聞では

1. I ' 絵図工法一( 第 2図)

2 .  O W S 工法 ( Ohboyoshi We l  Scr een 工法の略。イ

タリーの I C OS 工法に似た地下工法，大林組の特

許) (第 3図)

3.  O W S.  Pi l e Col umn 工法併 用 ( 第4 図)

の 3 案が考えられ，それ らに対 して工程表を作ってみる

とそれぞれ第 2表，第 3表， および，第 4表のように な

る。

これ らはいずれも建物の周囲に広い作業場がとり得る

乙とと ，外装が高層建築に適したものである乙と を必要

条件とするも のであるが，第 1 :渠では地下工事計画と し

て

o.  地下外周 1 スパ ンに潜函を設置い

b. 同上潜閣を本工事主体 (柱 ・はり ・外壁) と して

使用する。

c. ｾ￯＠ 2 図の C 3，D3 柱は深礎工法によって潜悶工事

完了までに基礎構築と柱の陣入を完了す る。

という手順から なって いる。また第 Ｒ 案 ， 安 ｾ Ｓ 案はいず

れ も
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CONSTRUCTI ON S CHEDULE 

DI NWI DDI E CONS T買UCTI ON C O.  
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ｾ｜＠ 5 表

。 地下外壁を O W S '工法により掘削に先立ち施工，

b. O W S 完了以前 lζ 内部柱位置に深礎工事により地

下の鉄骨柱を帰入設置する。

という計画がなされているが， 3 つの案で共通している

点は，

0 地下主体は B
1 階，B

2 階 ・・ と上から下へ構築し

て，特l乙土伺支保工は用いない。

という乙とであろう。地上工事の計画にしても ，

o  1 1
1皆床コンク リー ト打設後， 欽' 丹往方を開始す

る。

乙とを立前としているが，第 l 案によるとき ，地上の主

体工事は地下工事の進渉状況に無関係に進め得るのに対

して，第 3
案には少 々の制約があって，主体工事は地下

階柱のパック リングを考慮して基礎主体工事完了時には

5 階程度にとどめ る乙と ，といヨ条件がついている。

ζ
れらの 3 案による工期はいずれも 45 ヵ月程度を必要

とする乙とがわかるが，工費の点か らは第 1 案が一番高

くっき，W; Ｒ 案 は ｾｾ Ｓ 案よ り も少々安く な るのでは な い

かといわれている 。ただし O W S 工法による案は地下水

の関係でど乙にでも採用することができるというもので

はな し 掘 削 の 終了段階では気圧をかける必要が生ずる

ζ ともある。

結論的には，鉄骨鉄筋コンク リー ト構造をと らず純鉄

骨を主体としたカ ーテン ウオー ル形式に変えると ，工期

としてはそれだけで10- 12 ヵ月短縮できるであろうとい

うのがわが国の諸専門家の意見である。

60 

高 層 建 築 の 工 期一一 米 国 に お け る 現 状

San Fra nc isco の構造技術者 J ohn A.  Bl ume 氏が第 2 回

世界地震工学会議 ( 2 WC E E， 1960年 7 月， 於東京，京

都) で発表した論文の なかlζ 高層建築の施工中，何度か

計測した固有振動周 j切に関する報告 ( " Per i ods 01 a  

Moder n Mul ti - st ory Of f i ce  Bui ldi ng  Duri ng Const r uc-

l ion" ，by  J ohn A .B町lur川r昨問r

V ol. ]1. p仰p. 1け195一12鈎05り) があり，その中に S an Fran-

CI S C O の都心部で 1960年 5 月lζ 務戒した Bethlehe mSt eel  

Compa ny- Paci l i c C oas l  Di v isi on  Of f i ce Bui l ding  ( 鉄骨

造，地上15階〕が地下工事完了後 16 ヵ月で完成している

乙とが明らかにされている。 Bl ume 氏か らの弘信によれ

ば，乙の場合の地下工事は杭打作業と地下室( 部分的)

の工事を含むが， その工期は 4 - 6 ヵ月であったとい

う乙とである。同氏はさらに “ もし建物がべらぼうに大

規模でなければ，18 ヵ月ないし20 ヵ月というのが通常考

えら れ る工期である" とも述べている。

同じく San Franci sco 市内の Int er nat i onal Bui l di ng (地

上22階) は Henry J .  De genkol b 氏のζ 好意によっ て，

その工程表が送 られてきたが，それを示すと 第 5表のよ

うになり， 35積自にのぼる各工事が前後 2 ヵ年の間 lζ 完

成している乙とがわかる。乙のヒソレが落成したのは 1961

年 12月であったという。

また本年 2 月現在，施工中であった C alil orni a 洲の地

上171絡で鉄骨を主体 とせる高層建築は同洲庁の建築課の

設計 Ｎ ｾ理のもとに建設さ れ たものであるが，ｾ築而も ｩｩ

300' x  130'，柱スパン 20' X  26'のこの建築は

-、



，凪

基礎工事 実働 90日

鉄骨建方工事 実働 260日

それ以外の諸工事 実働 450 日

という契約で工事を始めたものである。 上の 3 つに大別

された工事の工程が o verl 叩 する乙となく順次行なわれ

たと仮定すれば，全体で 800 日であり，これは 2 年 2 ヵ

月余りという乙とになる。

乙の建物の構造は，その狭い方向に 2 つ，長手方向 l乙

6 個の剛な耐震フレームをもち，柱には圧延鋼材を，ま

た耐震フレームの水平部材にはトラス状のラチスを用い

ている。各階床は !I霊f i 1コンクリ ー 卜を充慢したメタ J レ・

デッキで，また建物内部はプラスタ ー壁で間仕切り，外

壁はプレキ ャスト ・プレストレ スのパネルを鉄骨骨組か

ら吊下げている。外壁の防7J <I乙は↑hi okol を用いている。

乙のE主物 I Cはエレベータ ーシャフトの部分を除いて地下

室がなく ，杭基礎によっ ているが，杭の頭は鋼材で結ん

である。

N e w  Yor k の Tur ner Cons川 ct ion Compony の社長

H.  C. Tur ner ， Jr. 氏は隼者の聞に対してつぎのような回

答を寄せ られた。

。，our  exper i ence in t he N e w  Yor k Met r opol i t on 

or eo l or t he const r uct i on 01 0  thi r ↑y  s↑or y bui l di ng 

woul d be about  as  l ol lows :  

1.  Excavat i on， concr et e l oundat i ons 

and bas ement  encl os i ng wal l s 5  mont hs  

2.  St ruct urol  steel  er ect i on bas ed 

on t wo sror ies per  we e k  3  1/ 2  mont hs  

3.  Fi reprool i  ng  01 st ructural  steel  

。nd I l oor sl obs (compl et ion al t er 

erect i on  0 1  st ruc↑ural  st eel)  1  mont h 

4.  Ext er io r  encl osi ng wal l s (al t er 

compl et i on 01 l i reprool i ng 01 

s計t n山 fれu凶 s↑eel and 1刊|。∞。 r sl abs )  2  m。

5.  Int er ior  part i t i ons， l i ni shes， 

mechani col ， el ect r ical  and 

el evat or  wor k  (af t er compl et ion 

。1 the  encl osi ng wal ls)  6  mont hs  

Tot al  e l apsed t i me 17 1/ 2  mon↑hs 

乙の工程表はすべての貸室部分の内部設計と仕様が育ii

もって定まっている場合の乙とであって， もしそれ らが

ある時期まで未定であり ， しかもその施工業者がその工

事をも引受ける場合には， 乙の t enant 用工事の仕線如何

によって全工程は若干延長されるものとみなければな ら

ない。

鉄骨被誼と床ス ラブの工事は鉄骨建方開始後約 1 ヵ月

で着工し，そして機械と電気設備の工事がその後を追っ

て始め られる。内部の間仕切や仕上げは機械的なダクト

の配置や電気配線などがすんでから行なわれる。何台か

あるエレベータ ーの中 2 台は鉄骨骨粗が 811皆まで迷し

た後，早い自に設置して現場作業員の上下交通を使なら

しめるととなどが補足解説せられているが，いずれにし

ても，現在のわが国で考えられているより約20 ヵ月も短

い工期をもって，米国の高層建築が建設されている乙と

には大いに注目する必要があるのではないだろうか。

あ と が き

早いピァチで高層建築を作る乙とが米国 lζ おいて可能

となった理由は，乙ζ 』乙挙げた資料を比較解析して，つ

ぎの諸点に要約する乙とができょう。

1. 鉄骨建方が短時日に行なわれる乙と。

2. 内部間仕切その他仕上工事が早い乙と。

3.  地下工事 ｾｃ 要する期間が極め て 短い乙と。

などである。

Turner  Const r 山 村 on 社の C. F. Rosenbur gh 氏によれば

N e w  Yor k 市内の高層建築では平均して床面積当 り 23 Ib 

/ lt
2

キ 115 kg/ m
2

の見当の鉄骨-が用い られているとのとと

であるが ， その鉄骨を週 Ｈｃ Ｒ 階分のペ ー スでｾて上げる

乙とは，クレーンなど鉄骨建方の方法の検討が大いK 必

要であろうが，いま一つは鉄骨継手の手法や施工法につ

いてもわれわれが反省すべき点がないとはいえない。

湿式構造であるコンクリ ー トを利用し得る場所は，高

疋i建築の施工速度という点から眺めても， 自ら制約さ れ

ることになろう。そして鉄骨鉄筋コンクリ ート 構造K く

らべて純鉄骨を主体とする形式が 10 ヵ月程工期を短縮し

得る乙とは両構造の経済的な価値を比較する上 lζ 一つの

重姿なポイントと なるであろう。

最後に，超高層建築の工程に大きな比重を占める地下

室の問題がこ ζ で新しく登場して くる。従来のわが国の

高居建築物の地上と地下の階数の比例から ，地上301騒ぐ

らいの超高居建築ともなれば， 5 階ぐらいの地下階は当

然必要であろうとわれわれはみな考えてきた。しかし今

後は一体その必要が本当にあるのだろうか ? 現在まで

存在していた「建築物の高さ制限」は ζ れからは一応な

くなるのであるから，何も建物の一部を無理に地下へ潜

らせるよりも，その分だけ上へ継ぎ足す方が股上 りであ

る乙とは l児らかであり ，さfi 者自身は地下| 絡はもし必要と

しても ｂｬｾｂＲ 階どまりが適当ではないかと考えている。

基礎 ・地業の計画さえ 1- 分lζ 考えられるならば，地下室

なしの超高層建築もまた大いにそのＥＱｾ査をもち得るもの

であろう。

謝辞 木文を草するに当っ て，奥村組沢村光一氏，大

林組契約敏夫，竹村吉高両氏』ζ わが閣の現状から超高庖

建築の工期を予想して工程表を作製していただき ，また

米国の J ohn A .  Bl ume， Henr y  J. Degenko lb， J ohn F  

Me e ha n， H.  C.  Turner ， J r .， C. F. Ros enburgh の各氏から

お重な資料を送っ ていただいた乙とを乙こに記して厚く

お礼申し上げる。
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芸 術 と 関 連 して

超高層建築とデザイン

佐野正一



高層ビ、ノレデザインのゆくえ 一大阪の場合一

安升建築設計事務所所長

佐 里子 正

日本( [ . も高層建築のたつ道がひらけてきた。いづれ大

阪や神戸の街1[. 高居建築の建ちならぶ日がくる乙とだろ

う。いま東京や大阪のいくつかの可能性のある企画を中

心にして法律上の処理や技術上の諸問題がさかんに論議

されている。それは，やがてくる高層建築時代の最初の

非あきともいうべき重大な意味をもっといってよいだろ

う。都市計碩家と建築家のだれにとっても，また建築 lζ

関係のある設計 ，施工，設備，材料の各分野の人びとに

とっても欧米の先進都市と同じように技術程度の高い高

周辺4 築をつくりあげるととは長いあいだ待っていた希望

だっ fこ。

けれども ，それならば高層建築がすぐにも続々実現す

るかといえば，その見通しはきわめて悲観的というほか

はない。ほかの方が詳述されると思うので重複はさける

が，今回の高層建築の可能性をうんだ原動力となったの

は建築材料と施工技術の進歩を背景と して構造技術面で

高 剖I;IJ 限の粋をはずすことができるようになったからで

ある。平たくいえばもともと高さ制限というのが建築技

術の低かった時代に 100 尺というたいして技術的意味の

ない数字lζ よって法律上おさえられていたものが，時代

の要望と受け入れる技術の装備のある乙とから消えてな

くなっただけの乙とである。その技術の装備ができたと

いうのも，特にこの数年でびっくりするよう な技術上の

進歩があったというわけではないのだから ，むしろ当然

なくなるべき制限がとれたと解してよい。もちろん乙の

乙とは長年の希望が実ったもので大きな喜びであり ，建

築行政上画期的な快事として行政の方々 lζ お礼をいいた

いくらいだ。

しかし高層建築を現実の都市でたててゆくには法律上

の制限のなくなる乙とはょいとして，それ以外lζ 無数の

障害があって，その解決のないかぎりは一歩もすすめな

いのが現実だ。例を大阪にとれば，まづ地盤沈下という

窓条件下で高層重荷重建物をたてる採算の悪いこと，極

度に悪化している都心部では高居化する乙とでさらに路

面交通丑が増え収拾のつかなくなるおそれ，それにだれ

かがと、乙かに高層ビソレをたてるそんな土地がいまの都心

にあるだろうか。それから7 . 1 <. 電気の不足，地震，台風

高潮，火災の危険等々かぞえたでればきりのないくらい

悲観の材料がならんでいる。

ぜんぜん解決の方法がないわけではなくて，す乙し皮

肉ないい方! となるが，自動車は郊外から流入の制限と道

路駐車禁止で駐車場建築を促進すればよく，高潮lζ は防

l' ?J J堤で対抗し，道路の不足は拐をうめて高速交通網を装

備すればよく ・・.. .という調子で現に進行中でもある。だ

れかは乙んな乙ともいっていた「ニュ ーヨークだって，

ロンドンだっ て条件の悪い乙とをなるべれば大阪や東京

と同じですよ J 。あるいはそんな乙とかもしれないが，

無数の障害のいくつかが消えたかわりに都市景観の悪化

というあたらしい困った問題が起っ て くるような解決は

対症療法的効果はあっても根本対策とはし、えないだろ

つ。

大阪や東京のように多くの日本の大都会は河川の終点

!ζ 位置している。ニュ ーヨー クの場合は同じ川口 lζ 位置

していても きわめて竪硬な岩盤があったという偶然の幸

運に恵まれたが，乙ちらは川口 にありがち な軟弱で不|塗

の多い地層である。重い構造物や大き な建物の必要な現

代都市の資格をはじめからもっ ていないといっ て もいい

すぎではない。苛酷な条件のもとで私たちは芝居の幕を

あけ なければならないわけだ。

それだけでは ない。 現代の都市づく りのうえで私たち

は一つの大き な問題を忘れている。都市づ くりのいろい

ろな技法について私たちは多くの知識をもっている。道

路や敷地の設定について，交通機関の処理など人や物の

劫きについての技法，工作物や建物などの企画や設計に

ついて磁かに私たちの知識は豊富だし長期予測を計数的

lζ 明らかにする乙とだってできる。しかし乙う した技法

は市民という生きた人ひ、との生活にくい乙んで，その生

活を助け，豊かにしたうえで都市機能を向上する乙とに

通じるものでなければならない。それを可能にするもの

は市民として都市という共同社会を維持し，っくりあげ

る意識にほかならない。顧みて今日の実情はどうだろ

う。市民意識の低い乙とは疑いようのない事実である。

個々の市民として， あるいは市民の小さな団体の一員と

してかがやかしい行動をしながら大きな都市構成のー員

としてはおどろくばかりの無気力が当然のように自認さ

れているかぎりは泣かな現代都市はいつまでナこってもの

ぞめないのであるまいか。

大阪の高層建築の将来 lζ 私はとうして多難な障害を予
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恕している。乙乙で，その打開策を論ずるのは本稿の主

題ではないから ，むしろ大阪における高層建築の可能性

を少し考えてみたい。高疋i ヒツレを建てるときの障害はい

まのべた通りだが，欧米特にアメリカでそれと似た障害

があったにもかかわらず ， 高周 ｭｾ が強行された理由は

何であったかといえば， げかけがえのない都心部の地

価高騰を高層化で利用度を高め主主築単価を切りさげよう

としたこと， 2 ) カーテンウォー J レ工法が欽，アルミニ

ウム，硝子メーカ ーによって若るしく進んだ乙と， 3 )  

乙れに伴って冷暖房設備とエレベーターの進歩があった

乙と ， 4 ) 高層ビ J レという手段によるアドヴアタイジン

グ， 5 ) 低利の長期資金，を指摘する乙とができる。ニ

ューヨークにおける 1930年代の摩天楼競争などもいわゆ

る常識的な判断を超えたものだったように思うし，また

そういう経験をしているからこそ今口の高層建築の技術

が突を結んだといってよいかもしれなし、。乙うした見方

をするとき，そのままの類推は危険だが地価の点では相

対的にはかえって日本の方が高い，低利資金はないけれ

ども能力あるテナントが協力金という名目で実質的にオ

ーナーの建築費用を分担する慣例がある ，アドヴァタイ

ジングlζ は強い関心があるなどの日本的特徴をむすびつ

けるとある程度期待はもてそうでもある。

そ乙で可能性を整理してみると ，0 ) 現大阪都心とは

別 [ζ 新大阪者s心をつくる( 新都市をつくり旧都市は廃棄

する) ， b ) 副都心をつくって都心をうっす( 再開発に

よる若返り) ，c) 旧都心のなか，または周辺の自然発生

的発展に委ねる( 都市計画的 lζ は放任K 近いもの) の 3

型のうち 。型はヨ ーロッパの都会のように周辺l乙広大な

空地をもたない日本では理想図 lζ すぎないし特 lζ 大阪の

周辺では地形，交通上適地は皆無でとても成立しない型

だから ，b または c，あるいは b- c 中間型としてのみ

高層化はすすむとしてよいであろう。欧米の諸都市の高

層化はほとんど c 型であり，もっとも極端な c 型の例は

ニューヨーク市である。その混乱に対する反省から b 型

が少しづっ生れつつある。サンフランシスコ ，ボストン

のような古い都市lζ 若干の例がある。 。型の例はブラジ

リアくらいのものだ。

先述のように困った問題の多い大阪では o 型はおろか

b 型もおいそれとは進行しない。せいぜい現状以上lζ 環

境が惑化しない乙とを何らか規制して c 型での高庖化を

進める乙とが残った道であろう。 c 型といっても従来高

さ3 1 mの制限下で軒をならべたビル地域で単lζ 空地があ

るからといってひとより高い紅物をたてられたのでは迷

惑と乱雑は自にみえているから ，そういった地塚での高

層化禁止も含めての規制でなければならない。

自然発生的に高層化したニューヨークのダウンタウン

では道路は谷間となり建物の全立函を眺めることは望め

ない。デザインを苦労したせっかくの立面も乙乙ではほ
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とんど道ゆく人 lζ 語りかける方法がないようである。速

い海上から，あるいは上空から乙れらの建物の訴を望見

する乙とはできるが，それはもはや高さと形の不そろい

な石塔の集団にすぎない。 1950年以降に建てられた高層

ビソレの多くはミドルタウン [ζ 散在している。法規の修正

によって形は単純な現代感覚に合ったものになり，カー

テンウオールの採用によって軽快新鮮な姿に変ってい

る。それは現代風の機械的な明快な美しさといったらよ

いかもしれない。しかし今日続々すすんでいる建設企画

がその同じ調子で残っている古い建物を整理しては取り

替ってゆく近い将来には， ミドルタウンもまたダウンタ

ウン以上の非人間的ないき苦しい空間になりはててしま

う乙とだろう。パークアヴェニューを北から南へ下ると

き，前方正面[ 乙グランドセントラ J レ停車場の古びた塔が

みえ，背景 lζ パンアメリカンビノレの壮大な姿がうかひ' あ

がる。右{ l 1!Hζ 鋭利な刃物の感覚をもっレヴァハウスやユ

ニオンカ一円イトのヒソレがあり，左側には黒ずんだシグ

ラムビ. ノレがみえる。乙れはニュ ーヨークでもとりわけす

ぐれた街路のウ" イスタだ。しかしやがて近い将来にグラ

ンドセントラノレの古い塔は消え，同じ視野にあるウオー

ルドJ レファストリアホテルやセントパーソロミユー教会

の時代がかった姿もいづれは建てかわる乙とを予想する

と，乙の街路が索漠たる単調さにー変してしまう乙とに

戦傑を党えてしまうのだ。私たちは都市をこのような非

情さで埋めてゆく乙とに賛成できるだろうか。

ニューヨークの実例は私たちにいろいろな教司I i を与え

てくれる。いったい乙の救いのない非情さというものは

なにが原因で，それは避けられないものなのかどうか。

基本的な原因はとれらの建物が建設採算と事務能郡とそ

れが技術的に可能だという乙とだけを根拠lこ建てられて

いて，そ乙( [ _ 住み使用するのは人間だという乙とが忘れ

られているからだ。忘れたく て忘れたわけでないから基

本的といえばもっとなぜ忘れられる結果になったかとい

うつっこんだ追及をしなければならないが，乙乙では人

間のいない都心づくりに建築の専門家たちが立任の一半

を担っていることだけ指摘しておきたし、。おあつらえむ

きな乙とにカーテンウオールという技術はその行ノJ な武

器の役を来したわけだ。

Z考えてみれば何千年かの人聞の歴史のどの時代にも都

会というものは存在した。都会の性格や怠味はそれぞれ

巡ってはいてもその時代のなし得る最高の建築の技術が

都市づくりに投じられた乙とは想像できる。 18世紀には

セメント技術が， 19 1比紀には欽とガラスの技術が正t築の

手段に加って鉄筋コンクリートづくり，鉄骨づくりがつ

ぎの20世紀( [ _ 悲々しく開花した。しかし20世紀をすでに

半ばすぎた今日において要するに私たちは一つ一つパラ

パラの建物を手ぎわよくっくりあげる技術を手に入れて

いるだけで，都市を都市らしく人聞の住み，使うものに
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する技術についてはローマ時代以来なんにもつけ加えた

ものはなかったのではないか，私はそう思う。

ー

大阪にもちとまれてよい高層建築のデザインはなにか

それが私の答えなくてはならぬ課題なのだが，私はいま

までに，現在の日本の事前から高層化そのものに多大の

障害がある乙と ，特に大阪にその障害が多い乙と， もし

可能性があるとすれば宣伝的配慮のもとに建てられる場

合であって都市計画的に綜合して行われるのではなく個

々の企業体の任意の判断 lζ よるものであろう乙とをのべ

そういったゆきかたの極端な例としてニューヨークを挙

げその非人間的な現状をなげいておめにかけたわけであ

る。冒頭 lζ のべたように私は現状において大阪への高居

建築のもち乙みには消極的であり ，あまり期待はもって

いない。事実乙の数年に続々建つという気配もないから

少々へンなデザインであったとしても害はすくないとと

にもなる。私としても余計な口まできかずにすむという

ものだ。

在、は所用で 9 月から 10月にかけて短いアメリカ旅行を

した。乙の稿の依頼を果すいい機会でもあったのでいま

建設ブームにわいている各地で高層ビノレの顔を実地にみ

たわけである。ニューヨ ークやシカゴのような大都市と

地方都市と，そのいづれにも高層建築は林立しているが

あり方の迷いは興味深かったし， ζ れをヨーロッパの諸

都市とくらべてみるとさらに考え方の違いははっきりし

ているようだ。アメリカにもヨーロッパK も遠い東i午の

都市に高層建築をたてる ζ とを想って，その距離の遠い

よう K 考え方の巡いもはなはだしい乙とをii ¥' i ! 惑した。し

かし結局日本には日本の都市lζ 合った高層建築のあり方

を独自 lζ うちたでればよいのである。 31m の怜がはづれ

たら例を外国に求めてまねるのでなく， 日本の実情 K 合

った都市づくりに衆知をtkめる乙とをさっそくはじめる

べきであろう。

アメリカの各地で都市の再開発はすすんでいる，彼等

がつくった過去の非能率と非人間的な空間を彼等自身が

っくりかえる作業である。彼等の宮によってっくりあげ

たものを破壊してさらに巨額の宮をつぎ乙んで廷でなけ

ればならない乙とに私たちは何とむだなことだとも思い

またその宮に驚いたりする。けれどもまたその思い切り

のよさと人間性回復への立欲には敬服せざるを得ない。

デザ、インの上 !ζ も平板な冷徹なものに陥りやすいカー

テンウオールゾステムを修正しようとする試みがででき

ている。主要なものは日本の雑誌にも紹介されているの

で参照してほしいが，例えばスキッドモア事務所のサン

フランシスコ，カンサスシティ ， ヒュ ーストンでのあた

らしいビノレ建築， ミノノレヤマザ、キのデトロイ卜での近

作，あるいは故サ ー リネンの作品などに機械的な単調を

破ってヒュ ーマンな空間をつくりだそうとする長重な仕

事をみる乙とができる。 *註

高層建築のよい例にあげら れるもので， コペンハーゲ、

ンの S AS ピル( ヤコブセン) ， ミラ ノのヴエスカの塔

( ロジャ ース) ，ピレ リビル( ジオポンティ) ，デユッ

セJ レド J レフのフェニックスラインロ ールヒ J レ( へン トリ

ッヒ) などは私も好き な建物であるが，乙れらはそれぞ

れヨ ーロッパの都市においてうどかしがたいその位置に

おいてのみ高い造形価値をはなつ作品であると思う。ヨ

ーロッパで乙のほかに高層建築のよい例を強いてさがす

よりは，前記アメ リカの S OM やヤマサキやサ ーリネン

の遺作からの方が示唆を受けることはより多いのではあ

るまいか。

ともかくも ，高層化ののろしのあがったいま，幸いに

テンポのろい ζ の合い聞に私たちは日本独自の高層化の

デザインをめざして大きな努力をしなければならない。

しかも片々たる土地のうえに個々に気ままなデザインを

するのでなく ，大きな綜合計画を前提として，雄大な末

来図を描きあげなければならぬと乙ろにとの仕事の困錐

さと同時に重大さがある。いやそのような大きな仕事は

別に高層という問題に入る以前にすでにいろんな都市づ

くりの上でやらなければならなかったものだが，不幸に

して過去にその実紡はない。今後の問題を契機l乙そうし

た大仕事に手がつくとなれば，かえって幸都合だと思う

のである。

ネ註ニューヨーク CBS ピJ レ( サ ー リネン)

デトロイト ミシガンガスビノレ( ヤ 7 サキ〉

ヒュ ーストン テネシイピノレ ( S OM)

カンサスシティ ジョンハンコックビノレ ( S OM)

サンフランシスコ クラウンゼラバックビノレ

( S OM)  

サンフランシスコ ジョンノ、ンコックピノレ

( S OM)  
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25階で火事がおきたら

大阪市消防局 恩 田 一 則

12
5階で火事がおきたら」乙のテ

ーマは編集部よ り与え られたもので

ある。おそらく 火事のノマニックがこ

んな高い場所でおきたら消防的にど

うあるべきかを要求さ れたものと恩

われる。その答えはもっともわかり

易く素朴な乙とばで表現するとすれ

ば， r火には水J r火事は最初の 5

分間J r火事に戸をしめ地震に戸を

あけ J r火の用心」のそれぞれを，

そのまま実行されることである。

しかし，近代的な25階の火災 lζ ，

これらの古い乙 とわざが，どれだけ

適用し可能であるかは疑問である。

そ乙で以下にその可能性を検討し結

論づけてみる乙とにする。

外部からの消防

現在，建物が高い場合の消火法に

は，放水塔車，梯子葱，スノーケ J レ

などの術かん注水が行われている。

しかし，これ らの車の延長高さは高

いもので31m で，25階といえは 100

m (乙も達し，いわば高衡の花で有効

な可能性はない。 またこ れらを利用

しての放出も，その注水範囲での話

しで問題にはならない。たとえ梯子

の高さが25階に達 しでもちょうど大

阪の通天閣 ( 103 m) の上から避難

することにな り難事な乙とである。

したがっ て，外部からの消火，救出

はとれらの理由で結果として不可能

というべきである。

内部の消防

外部の消防が不能となれば自然内

部消防力に依存しなければならない

したがって，外部から の注7l <1L匹敵

した強力な消火設備を設置する乙と

も必要であり ，内部延焼を防止する

ためには，少区画とし， しかも，気

流の防止を考えねばなるまい。避難

についても外部からの救出ができな

いから階段を利用しなければならな

い。そのためには火煙の入らない避

難階段が必要となる。また下層階か

ら出火した場合上層階のものが煙に

まかれず避難するためには出火して

いる階を完全に遮断した上層階から

の専用避難階段も必要である。消防

隊が消火するため lζ は，消防隊が火

点lζ 接近できて， しかも，25階も歩

いて昇るようであってはならない。

したがって，その専用昇降塔が必要

にもなってくる。構造的には長期間

の燃焼に耐えなければならないなど

いろいろの条件が必要である。しか

し乙れらの施設とか然具設備がいか

に完備したとしても，消火すべきも

のが避難したり，区画を忘れたり ，

停電で機能が停止するような管理の

方法ではせ っかくの施設も，その効

果を期待する乙とはでき ない。いい

かえれば，人為には限界があ りその

期待は有限という乙とになる。

かように内，外より完壁を期する

乙とができ ないとすれば一体どうす

ればよいか。

考えられる乙との一つに，乙んな

高い建物は禁止する ζ とである。と

はいうもののこの案は多分に消極的

で現世情 lζ 対し「角をためて牛を殺

す」に似た通用しない話である。し

からば，残る I唯一の手段はなにか

といえば，まず第一 [ζ 火事IL しない

ことである。とはいうものの人の力

で終日，年がら年中火事のかんしを

するわけには前述の通り限度があっ

て，乙れもできない話しである。し

たがって，火事を自動的に感知し自

動的に消火する乙とが必要である，

それは，理想で空想のようにおもわ

れるかもしれないが，現実lζ は， ζ  

の装置がすでに使用されている。す

なわち通称ス プ リン クラ ーと呼ばれ

るものが 乙れである。

乙の装置は天井』ζ 配管をし，配管

の中には加圧された水を入れ配管の

要所( 床面積 10m
2

) !乙ヘッド (11文水

口) を設け，そのヘッドが火の温度

で溶解すると， 自動的 lζ 轡報器をな

らしなが ら散水する乙とになってい

る。ヘッドの溶解視度は C 65 度ぐ

らいが通常であり ，乙の温度ではま

だ火事とはいえない燃焼現象である

乙とはいうまでもない。またその管

理も設備である以上適状l乙保守しな

ければならないことも当然の乙と

である。

以上は紙数の関係で結論を念、ぎ，

いささか他の消防力不安論になった

が，不利な条件下の出火花対しては

出火と同時に消火する乙とが先決で

あるという乙との強調であって，他

の消防力が不安ということではな

い。乙の点を誤解のないようと判読

願いたい。
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超高層ピノレ用エ V ベータの考之方について

三後ffi l ! l l 大阪営業所施設部昇降機技術謀長 岡

1  ' ま え が き

近き将来，現行建築基準法の改訂

に伴って，20階建，30階建の国内に

おいては，超高周と呼称するに相応

しいビ J レの出現が必至の機運にあ

る。乙のような超高層ビソレでは縦の

交通を司るエレベータの輸送能率が

ビル巡営の経済性を大きく左右する

といっても過言ではない。したがっ

てそのビソレの性格や，予想されるビ

ル内の人の流れlζ 重点をおいて計画

しないと ，せっかくの超高層ビルが

その機能を失う結果κ なる。

2， エレベータ 設 備 計 画 の

問題点

(  1  ) 予想される交通需用をでき

るだけ正確につかみとり ，必要な輸

送能力と平均待時間( 略して A WT)

を仮定する。

( 2  Ｉ交通 ｾｴ ＺｦＮｬをくり返して ， エ

レベータのパンク数，各パンクの分

担するサービス階，パンクを構成す

るエレベータの容量，速度，台数，

:1日l御方式などを選定する。

( 3  ) 交通勤線，柱径間の関係を

考慮しながらパンクの配置，各パン

ク内のエレベータの配列を考える。

( 4 )i IIJ 項のようにしてきめた計

画を設備 'l'l の点から検討して，最小

コストになるように計画を絞り直す

必要がある。

元来，エレベータの設備計ー画 lζ は

数多くのファクタ ーがからみあって

いるが，それが超高層化して くれば
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くるほど，複雑になるから一回の計

画で正鵠を射る乙とは至難で，何回

も計画を練り直す必要があり，また

それに時閣をかけるに値する重要な

乙とがらである乙とを強調したい。

3， サ ー ビ ス 階 の 分割

超高居ビルでは，一般にエレベー

タのサービス階を分割し，すなわち

低層階行と高層階行急行運転，ある

いは低庖階行，中居階行急行巡転お

よび高居階行急行運転などとする乙

とが望ましい。このサービス階の分

割は，本来ヒソレの利用計画と一体lζ

綜合的に計画されねばならない。し

たがって配電その他の設備も乙れに

合せて分割する乙とが必要になる。

すなわち，わかりやすくいうと，二

つまたは三つの建物を縦lζ 積み重ね

たように椛成し，各層階閣の交通誌

が比較的少なくなるように計画され

る乙とが理忽的で，同一会社が二疋i

階にまたがって利用するような計画

は好ましくない。いづれにしても乙

のような分割! は超高層建築の基本的

問題であり ，エレベータの設備も乙

の合訓利用計画を離れては考えられ

ないので，エレベータの立場から乙

の問題点をみるとつぎのとおり。

(  1  ) サービス階数が増大すると

停止階が多く， したがって平均走行

距縦が短く，実際の高速運転距離が

短くなるため輸送力はどんどん低下

する。

(  2  ) サ ービス階数が増加すると

エレベータの運転間隔の乱れが増大

し，A WT が土色大する。

( 3 ) 各ノ、ンクのサービス階を高

・低周| 皆，あるいは高居 ・中居 ・低

限階などにわけると一周時間が短く

なり ，輸送能力が著しく向上する。

さらに昇降行程の短縮，来場数の減

少による設備貨の低下と低層階行，

中居階行のエレベータ機械室直上部

の床面積が有効に利用できる利益は

また; 0 ' 過できない。

( 4 ) 各パンクのサービス階をあ

まり細分すると ，各ノマンクを構成す

るエレベータの台数が減少するの

で，エレベータの運転間隔が増大

し，A WT が大きくなるから ， 平均

運転間隔は30秒を超えぬように計画

する乙と。なお各ノミンクとも最小 3

台は必要であるが，能率的 lζ 乗込む

ためには 1 パンクの台数は 8 台が限

度であろう。

( 5  ) 分担l後の各パンク相互間の

交通があまり多くないかぎり ，分割l

後の各ノてンクのサービス階数は Ｘ ｾ

15階が適当であろう。

( 6 ) 第 1図 ( b )  (ζ 示すように

各周階のサービス階を 1 1稽づっ重ね

釆換| 騎とする乙とが考えられるが，

各パンクのサービス階数が 1 1¥倍増加

することになり，平均停止数も増加

し輸送力は低下し，また述1志間;将も

長くなるから必ずしも得策でない。

( 7 ) 低庖階パンク，中層階パン

クの昇降路を，高居階パンクと同じ

く上までのばしておくかどうかとい



-

7

 

庖高

サ

。

ビ

又

区

間

写

J居中-

I

 

層氏

-

急

行

区

間

(

釆

揚

生

L

V

一

気 t雲港

釆 ｾｧ 世

J

1

1

1

1

1

1

1

i

 

ワ

i

ピ

ヌ

区

間

ｻｉｉ［庖行中居行高層 ｾｊ

li  
急

イ了

区

間

乗

渇

f  
o、

し

寸

l

ピ

ス

区

間

(

釆

特

な

し

)

T

I

l

l

-

i

急

行

区

間

一

il  
( b)  

中間に受段階を絞りる

{氏)

1陪 て白交換る

第 1 図

の内部 lζ 配置されるととになるから

特に防音防仮 IC . 注芯するとともに機

械の発熱: l 1Uζ 見合う通風を要ーするか

ら通風を経て騒音が塔内 l乙伝わ らな

いよう lζ 配慮されねばな らない。

6. 昇 降 路 関 係

超高層用エレベータは，速度がは

やい乙と ，昇降行程が長いことによ

り，昇降路断面は 150m/ mi n 級より

やや大きくとらなければな らないで

あろう。また乙の極エレベータでは

ピットが深くなるので， ピット lζ メ

ンテナンス用出入口を設ける乙とが

望ましい。なおエレベータが高速化

するに伴い単独昇降路では，カゴの

走行i時大きな風背を発生し来場の戸

のすき間で箇のように鳴る乙とも考

えられるので極力さけたい。また急

行区間とはいえ 4 階とびぐらいに非

常出入口を設けた方が好ましい。

の低迷ク リープがほとんどなく ， し

かも乗心地のよいものでなければな

らない。

( 3 ) 高速度エレベータ数台を 1

パンクとしてもっとも有効に運転す

るためには，オート セレクトノマタン

方式のような自動群管理全自動エレ

ベータの使用が不可欠となろう。す

なわち，個与のエレベータが如何に

高性能で、あってもグル ープとして運

転にむだや非能率があっては，最大

の全輸送能力を発揮することはでき

ないか らである。

7. む す び

以上紙面の都合で充分その芯をつ

くし得なかったが ， ｾは超高層用エ

レベータであっても ， エレベータ個

々の技術的問題で特に考慮する必要

性は考え られないが， しかしその設

置計画とか据付工事の笑際面では.

いろいろ未経験の問題lζ 逢着しそう

に思われるので，エレベータメ ーカ

ー は従来以 上 に正 ｴｾ 屋さんのよき相

談相手となるとともに，超高層 ビJ レ

設計，施工上のよきアドバイスを得

て初期の 目的を立派に達成したいと

念ずる次第である。
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5.  エレベータ 機 械 室

昇降路直上部を除いた残りの機械

室の最小必要面積は，セレクトパタ

ン方式では昇降路面積の 2 倍，それ

以外の方式では，昇降路面積の 1. 7

倍を必要とする。なお調iili 機を設け

る床は必ず設けなければならない。

主機械室が広くとれない場合IC.は，

!:rS  2 機械室を設け調速機とかM G を

収容するが， 乙の場合 M G の騒音

が通風路を経て昇降路 lζ 伝わらない

よう注意を要する乙とは論をまたな

い。 主機械室の架下有効高さはエレ

ベータの速度と昇降行程により 下表

の値が必要である。

¥ 総械室 mml  m ml  

¥ぎ綱吉 I 2，側 I 2，800 I  

速度 ｾ ｉ I  I  

よ品i nl l∞m 1  120m 1 1伽

mj mi nl  I  

3∞ I  1∞m I  120m 

低 ・中層階パンクの機械室は建物

う問題があるが，将来上方に増築計

画のある場合を除いて，低層階また

は中層階の上に 2 ， 3 階昇l野路を残

すか，あるいはエスカレータを追加

すれば解決できるので昇降路は途中

でとどめ，その直上部は部屋として

利用する方が経済的である。

4. 速 度 と 制 御 方 式

(  1  ) カゴ容量 1，000kg ( 15人乗)

- 1 ，600 kg ( 24 人乗) ， 速度 150 -

300 m/ min の新形高速度歯車なしエ

レベータの輸送能力を検討した結

果，前述せるどとく分担リ急行l i [ [ 転を

実施するものとして，速度は下表の

どとく推奨する。ただし適用される

迷度より高速のエレベータを選択す

る乙とは自由である。

サー ビスする銭高階| 推奨速度 (mj mi n)

打】口1

3，∞o  

《

U

n

v

n

v

n

v

5

1

4

o

 

'

A

ヲ

u

n

d

q

u

( 2 ) 高速度エレベータは同時K

高性能エレベータでなければならな

い。すなわち，全速で走行するのは

急行区間だけであって，その走行H寺

聞は 1周1時間のうちの小部分であ

る。いったんサ ービス区間にはいれ

ば比較的短距離の走行停止をくり返

す ζ とになり， ζ の区聞における実

効速度が 1 周時間を大きく左右す

る。したがって高速度エレベータは

定格速度が高いだけでなく，短距離

を高加速，高減速運転可能で活床前

1  ｾＱＵ＠

ＱＶｾＲＰ＠

ＲＱｾ ＳＰ＠

31以上



空調衛生設備はどうなるか

( 自白文省略)

まず空調あるいは|暖房設備の負荷

は従来の低厄建物( 従来の高さ11111限

下の建物を仮 りに，乙う名付ける〉

のものに比して増加することが考え

られる‘ その主なものは風速が高層

階外墜に対して大きくなるための負

荷増で，すき間風負荷といわれるも

の， 乙のほかに障害物がないので一

般に編射負荷( 乙の幅射には直射，

天空編身、t . 低/1制覇射などがある) が

増大する。乙れ等の増加する負荷の

と らえ方につい ては ， 従来の計Ｚｦ，ｬＺＣｾ

以上に考I缶、が払われねば，上庖|皆の

空調がうまく運ばないと いう乙とが

起る。また従来考えられていた階別

の系統分け( いわゆるゾーニング)

よりは. I時刻別 IC大きく負荷の変動

する建物の周辺格と，その反対に負

荷変動の少ない内部格のゾーニ ング

を行なう必要が一局大きく浮上って

くる。

従来の建物では，空調設備の機器

は一部( 例えば冷却塔など〉を除い

て多くの場合地階に設置されるのを

お・とした。 超高田 ijt 築の場合は，ダ

クトその他の配管用スペースをでき

るだけ小さくしかっ短かくするため

機械室を地階に設けるのみならず中

間階( 乙の階全部を設備機械室とし

いわゆる設備フロアといい，それが

単数とは| 恨らず複数になる場合もあ

る〉または屋上な どに設置して立体

的に分散する方法がとられる。例え

ば国述ビ ｊ レには Ｔ つの設ｾｩｉｉフロア

( 6 1皆. 161牝 28階および39階) が

あるが，わがJ唱の超高倍建物にも将

来は 乙うした設備を持つものがでて

ζ ょう。

つぎ に衛生 ｴ 設 ｾＱＯｈ 乙おい て 考えられ

ねばならぬ点もいろいろとあるが，

高庖建物の場合まず給水給湯系統に

おける水圧の問題を取上げねばなら
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ない。 超高周になった場合，従来の

ように屋上水;j'IJ を設け全建物に単

下向配管系統によっ て給水( 普通給

湯系統も同じく屋上水柿の水圧を利

用して供給している) する乙とは困

難になる。かかる方法によると，下

回階における水圧が過大になって配

管認材，水栓類，フラッ シュ会など

の強度あるいは機能上にも支障を来

すのみでなく . 7)<の U:. II 口iili 皮が非常

に大きくなり ，またウォータ ・ハン

7 を起し易く建物内 IC衝撃音を発生

したり事故をお乙すおそれが多い。

そこで空調機器と同綴に，水槽を立

体的に分散して，中間階に中間水槽

( 一種の減圧水槽の機能を果す) を

設ける方法をとるが，乙れに湯水す

る方法』ζ ，各水槽にそれぞれの専用

ポンプを設けて一挙に湯水する方法

と中間水槽をいま一つ上の中間水槽

の水源として，遂次上問水糟へ中継

m7 l < してゆく方法とがある。給湯設

備についても，湯の圧力の過大化を

防ぐため貯湯槽を中間水槽に準じて

分散設置する。給湯管の場合には長

くなる立管に対して，伸縮接手を適

宜設けねばならない乙とはいうまで

もTよい。

排水立管が50- 60mを超える乙と

も珍らしくなくなるが，排水は管内

を充満して流下しないのが普通であ

り，霊力による加速度と管弦のJ 1 f 擦

とが平衡して一定述度となり ，乙の

速度以上大ICはならないが，落下し

て くる排水に圧せられる立管内の空

気を逃がすi湿気管 lζ は充分な考慮が

払われねばな らない。

容積地区の指定が行われて超高貯1

2112認が市街地l乙林立するのには今後

幾十年を裂すると恩われるが，乙れ

IC伴って副次的に種々の都市問題，

例えば交通，保安，防火，衛生など

困難な問題で解決を急ぐものもある

須賀工業K K 大 路 清 一 郎

と考えられるが，上下水道施設もま

た多くの問題を持っ ている。現lζ 編

集子から筆者のもらった トピックス

の標題は， “排水はうまくいくか"

であったが，現在わが国の代表的な

都市であり首都の東京都においては

水の絶対量がたりなくて，給水制限

をしたりしても異とするにたりず，

新聞種にもならない。乙れはあなが

ち東京都だけではない，全国至ると

ころに起っている現象であり ，下水

道のごとき欧米都市におけるような

近代的下水道のあると 乙ろは指折 り

数えるほどしかなく ，その下水道の

ある東京，大阪にあってもほぼ全市

域に下水道が完備して 市 街 地 なら

ば，ど乙でも水洗便所が直ちに公設

下水道 lζ 連結できるのは幾年先かと

思 うと寒心にたえない。 (大阪市土木

局の最近の資料K ある十カ年計画によると，昭

和44年末氏市街地域17，8∞ha 11:対し80_6%11:

当る 14，358ha を処盟地域とし，必要笹原延長

3，573km 11::t.Jし82.6%11:当る 2，955km布設

するのを 目板としている。) 一方大阪市の

中心部における上水道管は明治28年

( 西歴1895年) の市水道創設時代の

ままの老朽管が多く ，それ等は多く

見積 っても建物の平均階胞を敷地

杯の Ｒ ｾ Ｓ 階に収容できる 人口を呂

椋 l乙布設さ れ. ＷＩ＼ｾ、設備のみは遂次

拡張されてきたが， 給水管網は前記

の情況で従来の旧E主築基準法による

11;11限下の建物でも少し大きい建築物

になった場合は，その建物 [ζ 供給す

る給水管の布設替をやっているのが

実情である。乙 れを要するに，超高

層建築が次第にその数を地して行け

ば，これを主主う上水道施設と ，その

排水を始末する下水道施設が設備拡

充されると同時に，少な くとも都心

部1の既設管網に対しては，早急lζ 再

検討を加え改修が行われねば，都市

高層化に大きい支障をきたす乙とに

なろう。
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人工軽量骨材コンクリート

限られた狭い土地 lζ 人口が集中し，生産が増大するに

伴い，建築物の高居化はそれらを収容するための一つの

解決法となるであろう。高層建築にはし、かなる構造材料

が用い ら れるべきかはそのｾ物の構造的要求 ， その他の

諸条件により決定される乙とであるが，建物自重の駿品

化が要求される乙とはいうまでもない。かかる要求があ

るにしても，なお乙の建物の一部にコンクリー卜が用い

られる乙とは十分予想される ， コンク リー 卜が耐火，耐

久的な材料である乙とは周知の乙とであるが，一方その

重量が重い乙とが欠点とされている。したがってコンク

リートにかわる材料として近年シポレックス ，イトン，

シリカリチー 卜などの気泡コンク リー トがわが国に導入

されてきた。そのil竪E 性，熱遮断性においてすぐれた性

質をもっているが強度の点で従来のコンクリ ー トに比し

遜色があり( シリカリチ ート では高強度のものもあるが

そのときは霊く なる) なお従来のコンク リー トに全面的

lζ 代るとは思われなし、。かかる点から従来のコンク リー

トと同様の強度をもっ軽いコンクリートが要望される。

ζ のことは高居建築物のみに限らず，地盤の惑いと乙ろ

にたつ従来の建築物にもまた望まれるであろう。気泡コ

ンクリートについては本誌 6 月号に紹介されたのでここ

では省略し，軽量コンクリ ー トについてその概要をのべ

よう。

軽量コンクリートには軽量骨材を用いるが，それには

天然産と人工品とがある，天然産としては火山礁を用い

るが，その' 南材強度は低く ， したがってコンクリ ート の

高強度は得られず，また表面多孔質のため吸水性大で，

コンクリ ー卜 の製作，施工lζ 際し管理がむつかしい。人

工品は天然産 lζ 比して骨材強度高く ，コンクリート強度

も充分得 られ ( 28 EI強度400 kg/ cm
2

以上の品も容易に得

られる) また骨材表面は固い外皮をもち，吸水性は天然

産のよりも少い。人工品の利用は戦後アメリカで急激に

増大し，その製造技術も近年わが国に導入されているの

でやがてわれわれもとれを用いる機会があるものと恩わ

れる。

現在，わが国で生産，販売されようとしている人工品

には大別して 2 紅
T
類がある ，その一つは天然産のものに

人工的に外皮を付してその表面状態を改良したもので，

他はケツ岩，粘土，スラグ，フライアツゾュのいずれか

を原料として作ったものである。いずれも比較的泊ーらか

な外皮をもち吸水性も天然産に比し小さい。以下後者の

ものについてのべる。

主主
16 材料部門

工悶 ・阪大教授 奥 島 正 一

第 1 表

1. 41  1. 21 
加

川

別

問

問

1.41  1. 20 

1. 59 1. 32 

1. 52 1  1. 44  

!  1. 61 I  1. 17  

ζ れらの人工品は原料を適当な大きさに粉砕し ζ れを

約 1，000oC で腕くことによって得 られる。わが国で試

作されたケツ岩を原料とする骨材の数1 f 1]をあげると 第 1

表のどとくである。従来の川砂，川砂手IJ の比重が2 .65前

後 ， 吸水率が Ｒ ｾ ぢ前後 ， 単位容五 Ａｩ 重量が Ｑ ， ＶＵＰｫｧ Ｏ ｭ Ｓ 前

後であるのに対し，比重 ， 単 位 重品が ＴＰ ｾ ぢほど減少し て

いる。ただし吸水率は大きい。わが国で生産されている

人工品を用いたコンクリ ー トの諸性質は目下研究途上に

あるので，つぎにアメリカポノレトランドセメント協会研

究所の研究結果を示して軽量コンク リートの大勢を紹介

する。

使用骨材は悉号で示す。骨材 1 ， 2 ， 3 ， 7 はケツ岩

を I ，ｾ Ｎ 材 Ｔ は粘土を ， 骨材 Ｕ はスレートを ， 骨 材 Ｖ はス

ラグをそれぞれ原料としたもので，骨材 8 は天然[ i f の川

砂，川砂利である。以下骨材 8 を用いたコンクリートを

普通のコンクリ ート として他の骨材によるものと比較す

ればよい。

所要セメン ト量， コンク リート重量 28 日圧縮強度

が 3 ，000ps i (210kg/ cm
2
) および 4，500psi (315kg/ cm

2
)  

になるように( ただしスランプは 6. 4cm) 調合設計をし

た場合の所要セメント量， コンクリート霊呈を第 2 表に

示す。乙れによると一般に軽益骨材の方が川砂， 川砂利

よりも多くの セメン 卜呈を要すること ，その虫は人工品

第 2 表
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の種類により異る乙と ，重量は普通コンクリ ート ( 骨材

8 のもの) (ζ 比して約 3 分の 2 になる乙と などがわか

る。コンク リート重E は圧縮強度が高いほど大と なるが

アメ リカの経品骨材の協会ではその重品を第 1図のζ と

く仮定すればよいといっ ている。乙乙に l i ght w eight と

は砂，砂利とも人工品によるもの semi li ght  w eight と

は川砂と人工砂利を用いたもの (ζ の方が強度が大と な

る) である。

圧縮強度， ヤング係数 第 3表!ζ これらを示す。と

とにW は湿潤養生，D は材令 7 日間湿潤誕生，次後空中
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主主生の意味である。第 3 表によるとコンク リート 強度増

進率は普通コンク リー卜と大差ない。軽量コンク リート

が普通コンクリ ート !C比して不利な点はヤング係数の低

いことで第 3 表IC示すようにその値が半減する。したが

って深材の後み剛性については注意を要する。

付着強度 4 ，500ps i の場合の付着試験結果を第 2図

に示す。付着強度は普通コンクリ ート と大差ないが，同

ーの付;0:応力度についてみると軽量コンク リートの方が

普通 コンクリ ート よりすべり量が大きい。
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乾燥収縮 第 3図は材令 1年ま での収縮f誌を示す。

普通コンクリ ー卜 に比してややその益が多く ， 乙の曲線

から終局の収縮盃を推定すると軽量コンク リート の収縮

呈は普通コンクリー卜の約 6 - 3896大となるのである。

以上軽量コンクリ ート l乙対するこ，三の性質を述べた

が， 日本i l E 骨材を用いたときの諸性質は目下各種の機関

で研究途上にあるため，乙れを示さなかった。しかし大

体外国の技術を参考にして人工骨材が製作されるようで

あるから ，上にのべたのと同様のケツ岩，粘土，スラ グ

などを膨脹させたものは前記のよう なコン クリ ート性質

を示すのではないかと忠、う。筆者の研究室も基礎的な研

究を行いつつ，他方 P 5 梁への応、用，軽量デッキプレー

トとの合成梁への応用などを試み，実験値と理論値の対

応、などについて研究を行ってきた。その結果，軽量コン

クリートの性質が把握されれば，従来の鉄筋コンク リー

ト[ζ 関する知識で容易に軽量コンクリート構造材の設計

ができる乙とをE止められた。

とにかくコンクリ ート のような有用な材料において，

いままで欠点とされていた重量が，大体， 3 分の 2 まで

軽くなったということはわれわれにとっ て幸いであると

いえよう。今後わが国においても乙の方面の研究がすす

み，気泡コンク リート との協力によ って建築構造材の軽

量化が促進される乙とを祈ってやまない。
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芽 万 し い 言支イ蕗市召 デ下半島号

A  1 フ ィ ル タ ー に つ い て

A I フィ J レターは，可逆式碓藻土P 過機で

アメリカのグレンヂャ 一博士の発明になり.

米国業界では大いに注目されている最新型の

P 過機である。幣社は長年碓議土P 過機を専

業としてきたが，逸早く乙のアイデアの進歩

性 lζ 着目し，同博士との技術提携に成功して

日本及びアジヤ地区lζ おける製造販売権を獲

得した。既ICi P 7 . k 機として発表以来数百台を

全国市場 IC販売して，革期的な優秀性を誇

り，需要家の1 U貨と，業者の感 l漢を得てい

る。

. 特 徴

。: 戸液の高精度

Ｑ 珪藻土をヂ過助斉ｾとして使用しているので

0. 1 ミクロンの微粒子，細菌，胞子も完全lζ

除去できる。

0 高速度戸過

P 過速度は 5 M/ H 乃至 7 M/ H と他の准藻

土ヂ過機に較べ大き なP 過速度が得 られる。

一方向型のプラスチ y ク製P 過枠の数を増加

してゆくのみで大きなP 過而積を容易に得る

ζ とができるので，一時間当り数 トン処理の

小沢畳のものから ，一時間当り数百 トン処理

の大杯亜のものまで得られる。且つ規格化が

徹底しているので希望界E のものの納品が短

期日 lζ 行われ，価格がhllt くできる。

0 操作簡便

可逆炉過方式であるため，操作はポンプを

停止する ζ となく切換コックのハンドルを何

度回転さすのみで. i P過から洗機へ，洗機か

らP 過へとスムース [ζ 切換えられ，イ也』ζ パ J レ

ブ類は一切不安で，操作は全く簡便 ( C行われ

る。通711・iP7l < 機は洗機工程が煩雑で，且つ不

経済であるが，木機lまヂ材を通過する水の流

れの方向を逆転する乙とにより洗首長が行われ

。A I フィルタ ーの種類

型 式

毎 時 評 弓 過 古t

( トン)

ポ ン プ ( 問品製}

r I 筏{ 吋)

モートル f 円了rl 製)

尽 力 数

鋸 付 而 務

じこl二 _41
36

1  60 

lニ二戸|エ

るので，所変時間は僅かに30秒間で完全な洗絡が行われる。

O設置容易

規格化が徹底しiP過板は理偲的 lζ 配列されているので，各部

品を ｬｬｩ ｾ 付現場Ａと持込み，組立てるのみで 続 ｈ 寺間 ｬζ 取付け作業が

完了し. ｾ 三 ｩ 有而む ｩ も従来の ￬ｐＷｬ＼ 機に較べ Ｑ Ｏ Ｒ ＭＱ Ｏ Ｕ の小さなス

ペースでよい。

0 維持費低廉

碓深土炉過機であるため，何等の炉過前処sl を必32: としない

から化学薬品類の消ｾＧＮＨは全くなく ， 逆洗のために予備ポンプを

設置する必EEがないので，電力政は低減される。且つ他の磁潔

土i戸過機に較べ珪藻土の消費量も非常に少なく ，洗線水の使用

量は 1/ 50 以下で充分である。

エ ー ワ ン フ ィ ル タ ー 株 式 会 社

( ミウラ化学装置株式会社設計)

大 阪 市 住 吉 区 帝 塚 ILI 東 2 の 13 電話 ( 671) 0251  ( 代)

東京都渋谷区中通 3 の33 ( オリエンタノレヒノレ) 電話; ( 402)  0 1  8 5- 7  

広 日 市 鉄 砲 町 92 の 3 訂訊 ( 21) 5565 ・9876

ー
。
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最近「換気J Iζ 対する関心が，鉄筋コンクリート及びブロック建築等の近代

建築が多くなるに したがって クロ ーズアップされてきましたが， ζ の換気装置

には各種の方法があります。長年の経験を生かした特許 1 M式換気ガ、ラ リ， レ

ヰスターは最も簡易で経済的，継続的 [ζ 行われる自然換気装置として， 自信を

もってお奨めできる製品です。

1  . 構 造

0 ・ 壁の厚みに関係なく使用できるように外部ガラリと内部レヂスターは別

々になっています。

外部ガラリは固定式で雨仕舞を特に考慮して見込を充分とり . 7l <切も二

段式になっているので雨水を完全に防ぎます。

ガラリの下部にはパンチングを使用し，鳥，ねずみの害を防ぎます。

内部レヂスタ ーは，すべて防虫網を使用し，内側の面絡子をツマミにて

左右l CifilJ かす乙と IL より通風を自由 K 調節できます。

2. 特 徴

I. M 式換気ガラ リ，レヂス タ- ICは次の様な特徴があります。

a. 一級鋼板を使用レマーカ ーラ イジング防釘処理の上外部ガラ リは防錆塗

料， 内部レヂスタ ーはメラ ミン樹脂塗料高温焼付塗装を実施しておりま

す。

外部ガラ リは雨水，及び動物その他の浸入を完全に防ぎ内部レヂスター

は網張りのために虫，塵挨を防ぎ衛生的です。

C.  構造が簡単で故障がなく取付が容易です。

d  斬新なデザインでどんな建物室lζ も調和します。

e.  種類が豊富ですから用途に応じて自由 IL選択できます。

f.  価格低廉で耐久力が大である。

3. 用 途

ヒソレ建築，事務所，アパート，一般住宅，病院，学校，倉庫，その他

4. 使用個処

居室，事務室，浴室. . 待合室，食堂，研究所，便所，その他

5. 施 工 上 の 注 意

a.  あらかじめコンク リー ト壁にガラリに応じた関口部を設ける ( コンクリ

ートす法表に依る)

E重厚に応じた木村叫乙( 寸法はビス芯寸法 K て製作する) 外部ガラリを釘

止しコンクリ ー トと木枠の間隙をモ J レタノレ lζ て填充し固定す る。

内部レヂス ターは部屋 内の壁が仕上った後に ピス止する。

外部壁仕上のl時は入念K 仕上をしないと雨JKの浸入の原因となる。で き

ればユーキング済を使用すれば完全です。

6.  取扱品目

換気ガラリレヂスタ ー， ドア 一周ルーパ ー， 可動 J レーパー， 換気パイ プ及キ

ャップ，集合郵便受箱，各種室名札，ダストゾュート投入口，床下換気孔，ア

ノレミニュームノレーパーその他建築材料一式。

キャップ

規格寸法

( 受註生産にも応じます)

極

普 通 型

|ピス心問|ヒ・ス心問1 ..... . 1 .... 山 L  

類 | 長 サ | 巾 |d  J  Y  Y  r  

I  ｾｾ＠ 1 ';;;" I 穴 寸 法

A 2 V  
290 120 

w x H  

330x 240 

A  290 120 320 x  240 

B 2 V  190 120 230 x  240 

B  190 120 230x 240 

No. 2218 
240 180 270x 300 

NO. 2228 
285 お5 315X 405 

No. 2412 
4∞ 120 430><240 

No. 2418 
4∞ 180 430x 3∞ 

No. 2217 225 175 255 x  295 

No. 2612 政)( ) 120 640x 240 

N o.2618 ω o  180 640x 3∞ 

No. 2812 
8∞ 120 840 x  240 

No. 2818 
8∞ 180 840x 3∞ 

N O.2220 
2∞ 2∞ 240x 320 

型

A I V  2訓D 120 

w x H  

330x Iω  

A  笈ぬ 120 330x Iω 

B I V  190 120 おOX Iω

B  190 120 230x I切

NO. I 280 290 80 330x  110  

NO. 1412 
4∞ 120 440x l 印

NO. 1612 政泊 120 640x Iω 

NO. 1418 
4∞ 180 440 x  220 

出突

内部レデスター無双型ガラリ

b.  

C.  

d. 

b.  

型

A 3 V  290 

120 333200  × 240 

A  笠ぬ 120 i  320 x  240 

B 3 V  190 120 幻Ox 240

B  1旬 120 幻OX240

No. 3412 4∞ 120 430x 240 

No. 3612 仮泊 120 640 x  240 

N o.3418  
4∞ 180 440x 2∞ 

No. 3618  ω o  180 640x 3∞ 

双無
b.  

C.  

d. 

，6. .  

Z 弐

江

T  E  L  ( 561)  3901- 3  

T  E  L  (761) 5  6  8  2  

アイ エム

株式会社 1. M 商

代 表 取 締 役 松 岡 織

大阪市浪速区 芦原町 1183 番 地

大阪市天王寺区小橋西之町1 1 - 4

ｾ＠ 所

場

業
百

肌大

工

E  



キヤリr 日制欠式2会2東 椴

キャリア吸収式冷凍機は ] 94:; 年，空気調和の発

明者ウイリス ・H . キャリア博士が生んだ世界に

誇る空調総合メーカー，キャリア ・コーポレーシ

ョン( アメリカ ) Iζ 依 っ て 初 め て 開 発 さ れ ま し

た。この冷凍機は普通の水を冷媒とし，一方塩の

溶液( リチュームプロマイド) を吸収剤として用

い，低圧スチームか或るいは高温水から冷凍効果

を生み出すものであります。

吾が国でも東洋キャリア工業が早くより研究を

重ね「キャリア溶液容量製御装置」の完備した 16

H 型吸収式冷凍機の技術開発 lζ 成功し，設計と性

能の面で多大の進歩と自信を得たのであります。

16H 型吸収式冷凍機の冷却効率の素晴らしさ…

… 或るいは，簡便でコンパクトの上 lζ 迎 転 経 費 が

全 く 低 旅 と 云 う 独 自 な 特 長 は ， 乙 れ か ら の ホ テ

J レ，高層建築，或るいは船舶や工業用に最もマッ

チしている冷凍機と云えましょう。

:Il' ホ旦ロ

"円、入口

i 陵繍求

人IJ

凝縮器と再生器は 1 個のチャンパー内に納め られて上

部におかれ蒸発器と吸収器も 1個のチャンパー内 lζ 納め

られて下部におかれます。そうする事により上図のよう

な系統図となります。熱交換器，溶液ポンプ，冷媒ポン

プ，及びパーヂュニットは機械の下部の脚の中 lζ 納めら

れて居ります。パーチ. ユニットは機械の中の非凝縮物を

取除く為にあるものです。そして常に最高の効率で働か

せます。容量調節弁は凝縮器を 11 ¥た配管中 lζ 設けられ，

また此の弁は蒸発器を出た冷水出口』ζ 設けられたサーモ

スタッ卜 lζ 依って制御されます。

特 長

・業界唯一の全密閉型吸収式冷凍機です。

. 取扱いが容易です。

・電気式又は空気式コントロー J レです0

. 取付が簡単で経済的です。

・吸収芥IJ は全く安全です。

- 監視が非常に簡素化されます。

• ji ! ! J 負荷による故障がありません0

. 点検修理が便利。

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

製 品 事 業 部

東京都中央区日本橋本石町 4 - 2 ( 三井第 253IJ 航) T  E  L  ( 270) 9411 ( 代表)

地区事務所東北，関東，lt 部，関西，四国，中国，九州

営 業 所 東 京， 大 阪

E  



新 し い 建 設 機 械 紹 介 欄

クボタ毛ビールクレーン，クボタトラ ッククレーン

K M  3 5  K T C O 4 0  

当社は移動式ク レー ンの綜代メ ーカー と して，各種のモビ ーJ レクレ ー ン. トラッ ククレ ーンを製作し

ているが， 乙れらの 中から ，中層建築現場に おける 組立作業，機材A 搬作業， ならびに正II 築用材の! . t

EE工場守zで活断! している機租について， その概要を御紹介したし、。

K M 35 ( モビー J レクレーン)

本i幾は会I l hl 正式にして， 特 lこA 転: m界が広 く，怪快か

っ安全なる1' 1') 佐が行える。従 って低l( ? j 建築の車11.J.' t 作業，

機材の桃もち辺i搬作業等に好適である。

型式 ホイーノレ式全旋回， セパレー トドライブ

最大巻上げ荷重 3. 5 10n  

性 能 フック速度 10 m/ mi n  

旋!日IJili皮 2 r. p. m 

走行J i l i 度 20k m/ h  (HiJ 准3段，後進 1)変)

最小川! 豆、判壬 4 .6 m ( 後輪かじ取り)

2t 1] I' I'E: 610n  

ブーム jえ己 4. 55m 

iljl 紛ブームのストロータ 1. 7 m 印Illr 式)

タイヤ iJ ij 愉9 .00ー 16 14P 

後検7 .00 ー 16 12P  

エンジン 三菱 KE3 1 Ｊ￬Ｇｾ＠ アイーゼル

辿私: 定絡 11¥)) 29ps/ 2200r pm 

1' 1' た装置，フック，グ リッバ，フォークリフト，

安全装置， ｾ必巻，過杯 ｦ 仰 ， 治 ｦｩｬｬ 縦 ｩ に対する安全装置

K T C  40  ( トラッククレー ン)

* 機は本中主的 トラッククレ ーン! こしてれ1I 任式又は機械

式ア ウトリガーを行 し， 特 lζ 補助 ジブは折ff み式で作業

o勢への転換は符払かつ高揚程がj;}. られる。従っ て中層

建築作業にH適である。

型式 トラック式全IkID1，セ パレートドライ ブ

最大巻上げ荷重 410n  

性能フック: i i l i 度 20m/ mi n 

旋同: i i l i 度 4 .3r. p. m 

..t行 i必度 88km/ h  ( 前進5段，後進 1)変)

最小向転1王将 8. 3m Ojij 輸かじl以)

ｾｉ ｉ＠ 1 ' 1 ' 1 l 約 10 .610n

ブーム長さ メ- ｾ＠ 7. 5m *HiIl)J ジブ6. 5m

キャリヤ い す " T XD50 ( トヨタ DA9 5)

エンジン

クレーン用 クボタ D 105C 空冷ディーゼソレ

( 30ps / 1800r pm)  

キャリャ m い す " DA  120 Ｏｊ＼ ｲ［ｾディーゼノレ

( 1  25ps/ 2600rpm)  

作業装置 フック ，グラブ， グリッパ

安全装置 i的{ t ，iめn荷，過( I (.f 仰に対する安全装置

久 保 田 ネ土鉄 工 株 式
ム
一
品

本 社 大 阪 市 浪 : i i l i 区 船 11¥ 111]' 2  T  1I 2  2  

1Gぷ大|奴631ー 1121 ( 大代表) ・佼! 日] 引用大W;: 631 1281  

lV  





第 2 図 柳原学校正面及び各階平面図 ( 大森健二氏健( J ( )

ｾｌ 而図はＱｦＡ側の正面。正面桁行 Ｕ ＰＮ ＷＳ 尺 ， 剖 ｉｊｩｦｩｩ は

主要部で 25.80尺( 一階〉である。三隣は時判L

'11俗f f J としたらしく ，性を転ばせている。右端の

玄関は銃数室への 111入口で和風，式台付。

第 3 図 一階内部 ( 阿和32. 12.19. 撮)

74 

- Wj 内却は北端の室を除き，現状は版散の広間を

なしている。乙 E は教室 IC も体傑} 品にもなったで

あろう。 ｅ れも今では修理されてｾしくなってい

る。

第 4 図 二 階 室 内よ りベランダを見る

( 附和32. 12. 19. 撮)

修Plllj'l は乙の傑な荒れ方であ った。 ι

のh との 崎 IC次関の腰高知戸か立 って

いた。下附子のmもどく ilJ Ht である。

第 5 図 二 階 縁 室 債の腰高鎧戸部材

( 昭和32. 12.19. 搬)

すっかり刷れていたが部材が残ってい

たので復原ができた。 l叩ら「腰高鎧戸

」とで b いつべきもので ，上部は鎧戸

と同じ羽叡を入れる。同雌の戸が福島

県部山市 ・/1M成館 IC もあるのは誠に興

味深い 。

第 d 図 様 札 ( 昭和32.12.19 繊)

上記の日 IC見/ 11したもの。 9 年 12月と

あり ，練探は「工人J と3 いているが

太田村山井の治水古平である。彼は大

分得意だ ったらしく ，他 IC r栄膳司J

( 営繕司のおり) とも響いている。

端とに玄関を付けているが，北容は

柄1室が二つ並んで取られ，その他は

一階全部板敷である。乙の板敷部分

は現在広間となっているが， もと教

室と雨天体操場の如きものにも佼わ

れたかと推定される。二階へはごく

急な階段が付けられ，昇降が楽でな

く，従って学童用の室は併下 l ζ|彼ら

れたであろう。二階室内は位敷の二

本がセで，区長などが詰めていた室

かと推定される。 三階は l時報等のた

め太紋や銭を吊した室で，望絵か全

くそれらの目 的のためであ ったろ

う。乙の枝は転ばせて建てている。

ζ のように時報用に三階の納を ，ニ

| 併に和窓を取った小学校校舎は京都

di!C も例が見出され， ( 段近まで残

ってい たのもある。) 相1I 原学校新築

二当初 lζ 棟栄 ・清水吉平が京都などで

見聞したものを実現させたのであろ

う。 ｩｬｬｾ 高｛ま極めて幼枇な洋風表現を

示し ，同じ明治10年前後の他地方に

おける擬洋風に較べて絡差が甚だし

い。( 県内でも湖東の 旧八I限東小学

校一一近江八隅市，現存一一ーの方が

スッキリしている。) その洋風細部

は一階の南玄関出入口 ・同窓 ・二階

のベランダとその手間 - 二階縁廻り

の腰高鉛戸などで，何れも模倣 lζ 苦

心の1点! 歴然たるものがある。当時太

田村の工匠の清水吉平が洋風三階の

学校校舎としてと ζ まで斜めるのは

大変だったろうと考えられる。椛造

的lζ も随分無理をしているが，交通

にしζ うしゅう

不便な jiq江州の地 tc 巡る初期仮洋風

の作例として興味深いものである。

県指定後の修理は 44万7，000円で可

能な範聞の復原 ・修理がなされたも

の で あ る 。 ( 工 博 近藤登記)

関 係 文 献

抗11稿 「新旭町のひびき 」 昭和33.2. 22所 載

比れ谷正顕 柳原学校の乙とども( 新畑町郷

土遊. ! l 2，昭和35.11. )

抑稿 滋賀県における明治初期の洋風学校

. . . ・大阪学芸大字紀要 9 昭和 36. 3.
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大阪神ビルにご採用

ヂヤータイルニ丁鉛

'レ・・・'

イ

伊奈製陶械式曾粧

タヤナ

。〉
電 ( 5  )  2700( 代〉

電 ( 551)6371( 代〕

電 ( S41)5484( 代 )

電 ( 74) 90HO( 直 )

( 76)  1731( 交)

電 ( 3  )  3806 

愛 知 県 常 潟 市 扇 面 新 聞

東京都中央区西八丁掘 2 - 8

大阪市西区新A 1T南通 1 - 2 3  

福岡市鍛冶町 l 橋 口ヒソレ4 階

札幌市 大 通 西 7 了目 2 番 地

本社・ 工 場

東京事務所

大阪事務所

九州駐在所

札幌駐在所

の
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本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 / 5 電話大阪 (471) 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3/ 99 電話大阪 (471 ) 0  4  2  6  

. ド ア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

- 建築機式の著しい発達に l半ぃド 7 的軽量化、 簡美化される現代

勢いドア チェ γ クも‘ これらに適応したものを要求さ れます .

創立 4 0 余年を誇る最古の経験と、五a訴の特妹専用機設備から生れる

ニュースター ・ドア チェックは、 構機の合理化、 確実な作動、耐久

力、斬新なデザイン. これらを完全に満たした絶対信頼 いた だける理

怨的な製品て' す。

ＮｾｉｉＧ ，ｾ刷 ｄ

ニＮＱＭｾ写ー製品
- フロア ヒ ン ジ

・ ドア チ . L "'J ク 附 型

lf 型

隠1儀式

- ピポ ット ヒンジ

・ラ_<トリ ヒ ンジ

・押 4旺 〆ラ ミノ樹 脂

. j甲 恨 タ '1 スタル附子

日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 造 K . K

本 社 工 唱 大 眠 市 生 野 区 師 長 柄 町 2 2  2 電 枯 ( 7 16 ) 2231 - 6  

3使 双 主 活 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 ' 了 自 23 電 話 ( 291 ) 1920- 4920 

福 岡 出 現 所 福 岡 市 柏 埠 町 I . . ，地 電 話 ( 74 )33 12 ・2372

名 古 屋 出 強 嗣 名 古 屋 市 東 区 高 岳 町 ' 了 目 I I 電 枯 ( 94 ) 崎 町 一 8



-

本

社

g

m
所

. 新 装 成 る 八 尾 エ 喝

- 営 業 品 目

ス チ ー ル ・ サ ッ シ ユ ス テ ン レ ス 製 品

ド ア ー

ア ル ミ ・ シ ャ ッ タ 一 美 術 金 物

設 計 ・製 作 ・ 取 付

株 式 会 社

太 閤E鉄 工 所

取締役社長富 田 豊 松

本 社 大 阪 市 西 区 本 田 町 1 丁 目 4 4 番 地 電 話 ( 531) 1254 ・ 4615 ・ 3922

( 541 ) 0910 ・U919 ・7877 ・2645

八 尾 エ 織 八 尾 市 八 反 地 町 1 " 9 番 地 電話 ( 0729 ) ② 3 2 9 3 ・ 7 9 6 1

湯 守 エ 繍 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 7 丁 目 3 4 番 地 1"41 8  .  ( 651)  6 6 8 2  

eコ
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三次元様ヰ庁、m

一一一一 手・リセヲ・3 ー回忌( ビニール・シート〉

d  

アメリカ ・アームストロ ングマーク社の

(厚 1. 5  9  mm)  

クラシックなフンイキは

一 予ヲ、 ｾｬＭＮ ＺＺｊｉＭ回忌Ｈピ二ール・シート〉
1. 6弘 X 1  8  2  cm X  2 8 m 

“代、ンチ・レーテイング" の登場. グ
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台座非収縮機

機械台座非収縮機

… … ノンシュリンク

コンクリート

モルタルの接着剤

… … クリートボンド

フ

ェ

フエロコ ンはユこJ誌の 口

倉庫の床に コ

鋼 板 を張 ったような ン

次tJ 果 をあげます

美 しい床をあなたに /

床 ・一階段、・廊下に

ロピー ・ガソリ ン スタンド に

どこ にで も使え る

カラクリート

耐磨耗'1全

面t7J<. . 面打閏 '1主に富む

カ

ラ

ク

リ

l

ト

東 京 都 千 代 凶 l三ノk EH 聞r 2  - 7  1  

i' E- L ( 5  8  -1 )  1  4  1  1  ( 代表 ) 7  

大阪t J 'l 桜所

大 阪 市 西 l叉京 岡TJJ:! i 1 - 1  8  ()i O: 四l 会館 ビル)

T E L  ( 4 4 3 )  0  7  3  1  ( 代)



職 人

第 四 回 ・壁 貼 工

森 元 義 さ ん ( 52才)

大阪市浪速区日本僑東 5- 2

キャタツの上で天井を見上げ，口

にハケをくわえ，波型に折重ねた壁

紙を左手の掌le支えながら ，つぎつ

ぎと貼りつけてゆく姿は，今ではも

うみられなくなった。 E剖占工のもっ

ともいきのよい格好である。いまよ

うにいえばイイカッコの乙んな姿を

職人! こ要求すれば，たちどころに弟

子が尻をわるととになる。

森氏はハケを手にしてから 35年，

円熟の字義がぴったりする年令であ

る。正確にいえば，氏は 2 代目とい

うことになる。 17才で片岡表具庖に

親方をとり ，高島屋，亀井商庖なと

の仕事をとり ， 22 才で父の後を継

ぐ。したがってこのとき ，父につい

ていた弟子をも引継ぐ乙とに なる。

職人の世界はどの職郡であれ，一人

立ちできるためには少くとも 5 年は

かかり ，弟子をとるにいたるには 10

年ぐらいかかるのが普通である。そ

れもよほどの職人でない限り望めな

い。 40(こして立つというが，それが

一般であろう。乙うみてくれば，22 

才にして父の仕事を継いだ氏にとっ

ては，相当しんどい思いがしたに迷

いない。

仕事は Ｒ ｾ Ｓ 名を Ｑ チームとして

行われる。チームの仕事は 3 坪/ 日

がせいぜいであったから ，よき時代

であったともいえる。給与は最高日

当5 円。 5 円とりにはめったになれ

るものではなかったから ，たいてい

は l 円50銭から 3 円どまり ，昭和 10

年前後の話である。当時壁紙ではト

イツのものがよかった。 ドイチ ェ ・

三ノ リ ヌ;

ベノレクブンテーなどではすぐれたテザ

インを出していた。テッコ ーやスイ

スのサノレプラが高級品として入荷し

ていた。府庁，市庁の応接間，掌Lる

にあった勧銀 ビノレ，大林本庖などを

手がけた。当時はいまのように援活ー

材が盆宮でなかったから ，粉lはジン

糊 lι 限られていた。米麦，ショウフ

を合せて煮く。との仕事はもちろん

弟子の領戚であるが，濃からず，薄

すぎず，加減よろしくという乙つが

たいせつである。乙れによって仕事

の能率，仕上りが大きく左右きれる

ζ とになるから ，神経の使いど乙ろ

ではあった。工程は美濃紙ベ夕日占 1

回，袋貼 1 回，その上にベタ n占1 回.

で本n占となるが，テッコ ーのように

金属質の粉で表而処理した壁紙は，

接手部分の処理がたいへんであっ

ハ グ テ

た。したがって端口をすり減らして

おかねばならぬ。模様合せ，設直の

にらみが注意のしどころとなる。紙

は 2 尺 8 寸の 2 坪巻，当時で60円と

いう価絡であったから，かなりなも

のであったことがうかがえる。

壁貼工と経師震とは基本的な相逃

がないともいえるが壁貼工は被を扱

わないし，経師屋は壁を扱わなし、。

用いる道具は似たようなものであろ

うが，壁貼工のものをあげれば，ま

ず糊付けのためのハケがある。細か

くいえば糊ハケ，付廻し( 壁紙の外

局 lζ 沿って糊を濃くぬり ，中央部分

を簿くぬる) ， くわなで( 下貼用で

毛足の長い綜磁を用いる) なでハケ

( 上貼用) などがある。上日占用はた

いてい兎の毛を用いる。その他11まち

鈎丁，鉄，墨出し道具，接手部分の

裁断のために用いる敷板などをあつ

らえる大工道具，などなどといった

と乙ろである。

氏は往時をふり返って，今日の仕事はらく IC

なったという。それは用いる材料が進歩した乙

とが第一の原因である。 Z耳打ちをした色のが多

くなったから，下貼の手聞がかからぬ，糊も良

質になったーひめ 糊 ( メリケン粉，ポンド ，

タイノレメント E M剤，クレオソ ー トなどの郷合

によって得られるが，澱紛と水路性酪酸ピニー

12 
壁 貼 工

ル系の材料を 7 :  3 で混合し ，均一なしか色接

: l I 性のよいものが得られる) ー，したがって聡

人の技術が低下 したとはいえ ，作業荷積は数段

相加した。高級裂地貼で 5坪， ビニーノレ袋貼で

5坪ベタ貼で 8坪，合ロス陥で10TY.， ウオール

ペーパーで 6 坪，カンレ ーシヤで10坪( いづれ

も2人/ 日) といったと E ろである。

壁n占工にとって，もっとも気leな

るのは下地であろう。下地を気にし

ないものは職人といえない。下地の

出来，不出来は仕上りの良否を決定

してしまう。したがって腕のある職

人はとやかくやかましくいう 。やか

ましくいうから煙たがられる。その

へんのと乙ろが，今i侍の者にはかけ

ていると嘆く。木造なら下地ベニヤ

の厚さが気に なるしJI 同縁間隔が問題

となる。ベニヤの収絡による接手の

処理も必要だし，打たれた釘の錆止

めも心掛けねばならぬ。モ J レタ J レや

プラスター下地では少くとも冬湯は

3 週間，夏場で 2 週間は乾燥させた

い。表面の粉っぽいのはだめ。すべ

てにらめばわかる くニとだという。経

験がものをいうわけだ。親方が後進

のためにたれる教司11は，とかくグチ

ッぽくなるのが常である。今時の若

い者は ・という 言方lζ は，I時代の

相逃を認識して，I守定すべきは肯定

するといった態度が発見できない。

綴気がないとか，ねばりがないとか

いってみたと ζ ろで始まらないので

ある。と ζ ろが，工夫心のあるない

は職人の命にかかわる乙とである。

「現協に入 ったとき ， 自分は何をし

ようとするのか，という ζ とを頭 lζ

おく乙とが一番肝心」であるとい

う。けだし職人だけではなく ，すべ

て創造κ たずさわる者の心すべきこ

とであろう。 Wh al ? が消えてしま

って H o w 10 ? だけが航行してい

るのは，思えば歎わしいことではあ

る。さすが親方至言というべきであ

ろう。

最近の仕事 グランドホテル( 約 4，5∞坪) ， 

京都ホテル ( 1， 5∞坪) ，興銀ピル ( 5∞坪)

日生ピノレ ( 3∞呼) ，新住友ピル (  2，∞0坪)

住友病院 ( 300<平) 等々 。

(記 大久保昌一)

75 



どし どし と投稿下 きい。テーマ 自由。 掲載の分

。E は粗品恩上。 8 月号，10月号 Iq 京入のハガキ

をと利用下 さい

1左 大 会

口九 州 支 部 よ り 口

祝益々と発展。本年も早や 11月』ζ

数日と なり，明年の大オリ ンピック

の乙とで，国民総待望の勢で本年は

釣瓶落で過ぎるようであります，本

部の福岡ど視察会のお世話の乙とも

支部でできるだけ，ど指定通り手筈

いた しています。

当地は昨 日市民会館落成式を挙行

しました。いまさら市民会館でもな

いが， 福岡は公施設は全くおくれて

いますが，やっと一つできたので，

つぎが県の文化会館や図書館と，新

聞都会のできるような ムー ドになり

ました。しか し観光は 0 で史跡保存

など大にあり なが らみられる施設が

なく廃たれがちで，常・に私どもイ ラ

イラしています。1 fTばはやく日本の

建物らしさのスタイノレができないも

のかな ー ーと。

(福岡市箱崎大和町 2 の組

稲岡県砲築審査会長

薄 与在)

会 大 食

口写真コンクール

の存続を望む口

本会主催の第 6 回建築写真コンク

ール! と初応募して，幸運にも 3 等入

選の栄lζ 浴しました。その上，半切

に引例l して公衆の面市w:. 飾 られると

いうのですから熔しいやら ，気はず

かしいやら， しかし，乙の催しは応

募者が少いので来年からは廃止され

るとか問きました。協会会員 lζ 限る

という出品資格が応募作品の少い原

因だそうです。 ζ れは四切という大

きさの:1;11限が素人の出品窓欲を削い

だのではないでしょうか。せめてカ

ピネぐらいまで認めていただけたら

自分で引伸機を持たな くても，気楽

に応募できるのではないかと思いま

す。

荘、のよう な素人にも初入選の喜び

が味わえるというのは，協会の営利

を離れた催しだから乙そです。今後

もぜひ存続させて会員の うちの カメ

ラ7 ニアに診 を持たせてあげて欲し

いと，思います。

Ｈ 大阪市 見Ａ ｾ 者 向指 導 課技術吏員

原 桂 一 郎)

"{;{ * カ

口建 設 コンサルタン卜の

近況について口

超高層の問題，都市計画の問題な

ど，建築界もますます多忙である

が，また建設工事量の増大 lζ 伴って

建設コンサルタン トの必要性が強調

される時期と なってきた。日本技術f

士会会員と して， 建設コンサルタン

トの近況を知るに及んでいよいよそ?

の感がふかし、。すなわち政府におい

ても建設大臣の諮問に答えて建設省‘

も建設事務次官より ，各知事地方正Ir

設局長，関係各省庁事務次官宛( C . 建

設コンサルタン トの積極的活用を指

示し，通産省も建設コンサルタン ト

の育成を支援 している。一方建設コー

ンサノレタン ト協会が設立されて， い、

よいよ建設コンサルタントの仕事ｾ［ｴ

多忙となるであろう。

(東 京 都 中 央 区 制 2 の 1

m水孔倣工務部

堀内四知丸〉‘

会 大 会

口職 人 気 質口

「背のものはよい」という乙とば'

がよくいわれ る。また事実であるカ〉

も知れない。戦後 18年経過して技術

は向上 したとだれ もが思っている。

しかし反面その割に進歩してい ない

ものもある。職人気質は名人芸に辺

じた時代もあ ったが仕事量と職人数

の増大によっ て， その影を薄めた! 惑

がある。職人気質という乙とばをい

やがる人もあるら しいが，荘、はよい

ｾ［味の誇り を 持 つ べきと思 ｌ う。職人

の労働時間および賃金の変化による

改革は，サラリー 7 ンに近づき つつ

るあ。 乙れ も進歩かも知れない。極

度 [ζ 科学的生産を行っ ている電気 メ

ーカーよりみれば，私達は全く原始

的な仕事をやっ ている。

合成樹脂塗料

ト' " 事/ ・ I&-

I- I L .. 臣 家 牟 U

合 成 樹 脂

塗 床材

壁 材 内 装

-外 装 用

トルギノールは合成樹脂の塗装式( コテ仕上) の床材で鱗自 がな

く衛生的で，圧力，J!l耗IL耐えて永もちのする混在日的床材で保混

防音にも官み断む感じのよい適度の抑力をもっています.

* 不変色 色拘自在 女 誌 名記入 カタロ グ御附求下さい
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トルギスキ ンとは特味合成樹脂を主体と した高分子訟状塗料であ ります。

特 徴 通気性があ るた め，胞工下地K 案舛早 〈設主主がで き，ｾ ｊ 離する乙と が
あり まぜん。そ の上乾煉 も極めて早< ，従つて工卸飢J の短縮がで きます

製造元 大 元 工 業 株 式 会 社

蛍 業 所 Z奴I! 京 名 古 屡l  …  ………l川一l

T E L (561)4678 T EL( 24)4491  



大: G1IC生産すれば，前者はますま る。その後は養生の問題になっ て く

す単価の安い，良質のものができ ， る，濯、述現場技術者は仕様省ーに要求

後者は単価は安いが，その: ! f i Hζ よい されている強度のものに努力せねば

ものができないのが私達の苦しみで なりません。生コン会社の売渡すも

はなかろうか。例えば 4 階建アパー のは桜準養生のものであり ，私達に

トが方々 に建築されているが，左官 要求されているものは現場強度であ

工事あるいは木工事はその一番近い る，乙の差は現場技術者が発注生コ

{9IJ ではなかろうか，名人芸を持つ人 ンとともに計画する必要がある。誌

がいないというのではない，少な過 生の理想、からいえば現場施工安全強

ぎるのである。時間かまわず得心の 度が出れば，凍結させないくらいの

いくまでやるという名人気質の時代 低温度の養生が，強度の上昇持続!C

は去りつつあるのだろうか，またそ ょいとされています。

のような建物も少いといえばそれま しかし実際はむつかしい問題もあ

でである。 I殺人の諸君，私達は20， る。例えば柱とスラブの場合，打込

30年いやもっと後世に残るものを造 まれるコンクリートの体積対表面積

って 「昭和の建物はよかった」とい 比，あるいは型枠対露出面積比とか

えるようなものを建築する職人気質 きわめて条件が多い。乙れから冬K

を持とうではないか。 向います，研究と経験を積み重ねて

(京都市下京区側寺町国鉄アパート A 制 設討を充分満足させるものを建築し

国鉄l ' I ! 築区勤あ

奥田 勝己)

女 大 会

口生コンと養 生 口

コンクリートといえば， レディー

ミキストコンクリ ート と思 ｌ わ ｾ Ｑ，るぐ

らい普及してきました。しかし製造

会社の技術程度は，都市を中心lζ ，

周辺部へ低 くなっ ているようです。

極端なものは，試験設備はもちろん

技術者といえる者も満足におらない

会社もある。交通事情や地理的にlhl J

約されて止むを得ず使用するのでは

なかろうか。

生コン会社は所要強度のものを現

場で引渡せば責任は免れる乙とにな

ょうではないか。

(京都市中京区西京内知帥部

悶鉄宿舎 8 号 工 事 監 督

柳本 正j台〉

ｾ＠ *  *  

口見学会について口

私は現在国鉄大工局グループの世

話役をしていますが，先日 の梅田新

地下道見学会についてど意見をいた

だきたく ， ζ の欄をお借りします。

乙の見学会には会員諸氏が本誌10号

lζ て照会もあり多数の申込者があっ

たそうですが，その見学会の定員に

ついて協会で 150名，申込者が300名

以上とお聞きしました。 :fL、が見学会

の案内訟をいただいたのが 7 日，そ

の午前中 lζ 策は京都，西は明石の会

員に電話連絡して希望者をまとめ，

上司の許可を得て正午過ぎ協会に申j

込んだのですが，定員過剰のため国

鉄部内の大鉄局，大幹工局と私達大

工局グループ 3 つで40名それを 3 等

分して参会してくれるようにとの担

当者のお話。国鉄部外の方々には乙

の 3 グループがお分りにならないで

しょうが，大鉄局は米原~上郡，大

幹工局は米原~大阪に会員が分散し

ています。私達大工局グループは大

鉄局， 天王寺局， 福知山局， 米子

局，岡山局，四国局各位内の改良工

事および新総工事を担当していま

す。それでなくても鉄道と地下道は

最近非常に関連性があり ，当グルー

プでも 41名の参加希望者があり，そ

の旨を協会lζ 申込んだのですが，担

当者のお話では屯通局その他各グル

ープとも参加者を少くしても らって

いるとのことで，先にも述べました

国鉄 3 グノレーフ。で40人にしてくださ

いとの由，乙の会員が米原から上郡

まで会員が分散しているのに trll せん

その他で参加者を選出するのはとて

も 1 日や 2 日で話はっきません。ぞ

れに私達はそれぞれ仕事をもってい

ます。

今回のように見学者の多いときに

は協会の方々にはど苦労さまですが

その翌日とかまた円を変えて開催し

ていただけないでしょうか，乙の点

協会の方針どII 見をお聞かせくださ

し、。( 姫路市北条鉄道宿舎12号 国鉄職員

白野 武)

タ|モ特 号/ ，1， 俣 式 I ! 言支孟

/ 防火シャγ qー全般 I ; る極主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 話 (341 ) 9  0  0  4 .  9  0  1  6 .  4  8  2  5  

本 社 東 京 都 北 区 田 端 町 事 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市
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ゐ

宮

|玉三三l

9 日 4 時一一 5 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 尾 崎 会 長 外 8 理事，井手京都支部長

殺 事 ( 1  ) ドッサ教授講演会共催の件

(  2  ) 第 7 回「現代建築シンポジウム」協賛の

件

( 3  ) 事務局職員解雇に関する件

( 4 ) 大阪建設業協会主催資材展の委員応腕の

件

付 ) 入退会者承認の件

( 6  ) 報告事項

小委員会 ( 古建築見学)

1 日 5 時半一一 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 佐 孝 主 査，小松，森田各委員

第 4 回古建築見学会の企画協議

小委員会 (若い会員の集い)

1 日 正午一一一 11時 半 於 会 館 会 議 室

出席者東主査， ZE後委員

30日 正午一一 2 時 於 会 館会議室

出席者東主査，角橋，岩本，中根各委員

「若い会員の集い」の企画協議

小委員会 ( 展示会，写真 コンクール)

4 日 5 時半ー一ー 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 三 品，内藤両主査外 2 委員

会員作品展について両小委員会の合同協議

委 員 会

7 日 5 時半一一 71時 於 会 館 集 会 室

出席者岡本副委員長外 7 委員

報 ( 10 月 分 )

議 事 ( 1  )  11月の事業について

( 2 ) 忘年懇親会の企画について

( 3  )  ドッサ教授講演会共催の件

(  4  ) 報告事項

小委員会 ( 工場見学会〉

9 日 5 1時半一- 6 1時 半 於会館会議室

出 席 者 中 村 主 査，審委員

有国タイル工場見学会の実施について協議

小委員会 ( 忘年懇親会)

18日 正午一一 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出席 者 矢 野 主 査 外 8 委員

忘年懇親会の企画並lζ 実施分担について協議

小委員分科会 (忘年懇親会)

21 日 2 11寺一一 3 時 於 太 閤 図

出席者 平田委員外 3 委員

忘年懇親会の会場関係について協議

26日 正午一一 1 時 半 於会館会議室

出席者 山本委員外 3 委員

忘年懇親会当日の進行関係について協議

28日 正午一一 1 時 半 於会館会議室

出 席 者 尾m委員外 3 委員

忘年懇親会の受付並lζ 景品関係について協議

小委員会 (工高生デザインコンクール)

2 日 4 時一- 6 時 於 会 館 集会室

出席 者 斎 藤，奥山各委員

応募作品について応募規定の違反有無を検査

7 l¥ow'7o} Jわk 曾 料 /

. 巴ニール・セメシト・ぺイシト

ヴ〓0 ・、炉宮崎4(，. .

町 ＱＲＺｾ 惨水谷ペイント
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大 阪 大 学 鷲 尼 教J受

使用者 大林組稲岡氏外 1氏

幹 事 会

8 日 3 時一一 5 時 半 於 会 館 会 議 事 -

ｈ ｈ＿［ ｾ 計 上 林 ｦ 呼 Ｇｊｉ 外 Ｔ ＧＺＨｾＧｮＺ＠

メーカ一 新日本鍛工 KK， 金 井，

杉木両氏外 5 社 7 氏

銅烈足切に関するｼ灯、 ｊｾ で抗 Ｒ 同

23日 Ｓ 時半 一 一 Ｕ 時半於会合ＧＡＧＪ［会設ｾ

11¥席 者 森 脇 件 事 外 2 幹事 近 代 建築 調 査 委 員会 |

2 月「プレハフ'住宅特集J 口の-ffi : jilij 協議

委 員 会

18日 4 1時ー一- 6 時 於会館会議室

出 席 者 大 久 保 委 員 外 5 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( “ イ) 1け1川月 ｄ 述 Ｑ主 ｩｅＺＲ 築誌と芸術特 Ｑ集 ｬ来幻ミ ｾｊ 号

( ロ) 12刀 「超 高Ｑｍ可 ｈ 正述 Ｑ主 ｴｾ 築定特 ｩ集 ｩ必 ｵ 号号
e  

(しノハ、寸) 正月 n悲1主t築と照i明珂特1集名」号

22日 3 1時一一一 4 時半 ji空会ftl'i 会議宅

I'H席 者 林 野 幹 事 外 る委日

議 事 ( 1 )  12月発表建物の件

(  2 )  1月発表建物の件

( 3  ) 調査候補建物リス トの検討

(  4  ) 天鋭l渇lζ 関する報作

( 5  ) 定例開fWll 変更のf ' I :

( 2 )  2 月「プレハプ住宅特集J 号の企画審議

( 3  ) 職人シリーズ企画の件

| 建 築 綜 合試 験 所設 立 準備 訂

準 備 会( 4 ) 技術の頁企画の件

( 5 )  3 刀口特集企聞と幹事のf'l ニ

日辰五司

分 科会 ( 内壁の仕上)

23日 3 時一一 4 1時 半 於 会 館 会 議 室

; 1 ¥席者竹内主主f外 4 委員

16日 正午一一 3 時 半 於 科 学 技 術 セ ン タ ー

! ' I ' ，席者尼的木会会長外 15名

建設' t "i三宅桁導課長，; f i ¥谷技官

議 事 ( 1  ) 経過報告

( 2  ) 準備会の機構と顧問並IL 委員委嘱の利二

( 3  ) 建設計当局者との怨談

先4下来企聞の 「内! 1fの{上上」のj ，" i i l ' 1について協議の

結集，原稿末t J ; l ! ' l ¥の分もあり ，かつ提出渋みのものも

ｾ月の経過により内容変更の必要を生じ て きたものも

あるので，これがH¥版を中 11ーする乙とに決定。

事務局打合会

2羽8日 正午一一ベ4 11与炉判W、1平!「ι j制玲川げ平F科ミ干伴}

l山l'，f符1荷fぞ者; 塚木， 山木p川リ氏外各会 τ事F.J'務先局長 5 1' ，名y可
1  

‘J  i  準似倣l 会l機幾椛と委口委l眠収の再検日忌討

l 建 材 委 員 会 1

25日 3 時一一 5 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 委員 岡 本委員長外 3 委員

| 講 演 会 |

ドッサ教授講演会

1. 日時 10月15 日 2 時一一 5 時

明るく…美しく…

N E C蛍 光 灯 照 明器 具 は 、 N E C

が 構 造 舎 新 た に して設 計 し た も の

ば ヵ、り で す 0

・各組の取付 工事が きh めて容易 なこと

. 組立 、分解が簡単 で保 守、任般に便利

なこ と

・美 しく丈夫で、安全なm辺で あるニと

など、{冨' れた工事用照明記珪只・です。

部品に 至 る迄の高宇i・1皮治只・と金型を f史 う

: I i l : 産方式 なので、品質が均一 で、互侠性 /"..._ 

があ り、安価です。 、 ｾｰ 新 日 本電 気
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1.  公邸大阪科学技術センタ - 8 附ホー J レ

1.  ＡＮ￭ｾ 師 グリエノレモ ・デ・アンジェリス ・ドッサ教J受

ローマ大学建築学教授建築史専攻

1.  )'mn  イタリア芸術にあらわれたスポーツ

1960{下オ 7 ンピック芸術展について

1  共倒; 関係 6 同休

1. 後段大| 沢 n伊協会，明 nXJr lm， ¥¥f l  n放送

1.  聴衆 80名

| 説 明 正 |

新 しい建築材料 と防水工法説明会

1. 日時 10月29日 1 時半一一- 5 1時

1. 会場 千代田生命ヒソレ 91粧ホー J レ

1.  J昨日日i とJ国n

ナショナノレパネ，パネクロス lζ ついて

松下fE工 KK，ノマネ事業部商品開発課長

中 村 利男氏

新しいガラス ・プロックについて ( 映画併用)

日本電気l i I ' l 子 K K tf'; 4 製造課長

孝 橋 昌 秀氏

ブチ- ) レコームを主体とした新しい防水施工につ

いて 円本ゴーレックス工業 KK

取締役研究担当 目黒清太郎氏

取 締 役 技 術 蔀 長 進 藤 浦 rfi 氏

1. 協 針 松 下 電 工 株 式 会 社

11 木屯気附子株式会社

日木ゴーレ γ クス工業総式会中1:

1. 聴衆 130名

| 若 い 会 員 の 集 い |

「近畿のリクリヱ ーション開発をさ ぐるJ

25日 6 時一- 8 時 於会館集会室

ゲスト lζ 大阪府大高橋理事男氏，京都大学三村浩史

氏を迎えて開催。出席者 15名

| 第 1回 会 員作 品 展 |

1. 会j切 10)J  7  1- 1一一 12 U 自ij 9 1時一一後 7 時

護

奥 的 2 ・用旦 ー

村 主企 T下進童竪虐
凶申帯 主E 邑 ・ ・ 4設

斗l I r 兵 . 宮L内i 中 且民よ さ

三六 衛 任空 ・いを鉄

ls地 商 施 防 虫 一 一 一

凶 庖 工 音 11三 ・御骨骨1切
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1.  会 以 何 日 大 阪 会 館，毎日ギャラリー

1. 展 示 洋 画 ( 16点) 日本画 ( 2 点) 彫刻 ( 4

点) 陶 芸 ( 1 点) 拓 本 ( 1 点) モビ

ー ル ( 1点) 写真( コンクール入選作 5

l J.) 令計 30点，28氏

| コ ン ク ー ル |

工高生デザインコン クール審査会

3 日 21時一- 6 時 於 会 館 集会室

出席者森? 審査委員長外 6 審査員

設計課題「有料道路のゲ ー ト」応募24絞り点を審査

して，入選作 10点及び入選作中最優秀賞 1 点を決定。

写真 コン クール入選者表彰式

16日 1 11寺- 2 時於会館会議3 ' {

/L' ，席者 i削 l' 委員長，内藤主主E

入選者 3 名

増労委員長から入選者に対し賞状，賞金: 並I C . ;%IJ:n:を

交付。

| 見 学 会 |

N HK 大阪放送会館見学会

設計施工 KK 大林組

15日 3 時一一 5 時

大阪府建築士会と共催参加者 100名

京都大学熊取原子力実験所見学会

設計京大研究用原子炉建設木i布

施 工 鹿 島 建 設 は

17日 121時半一- 6 時

鹿 j弓建設ど提供のパス lζ より実施。特I C . 原子炉の圧

入コン ク リート施工を見学，参加者 45名

近畿 コカ ・コーラポト リン グKK本社ヱ場見学会

設 計 田 中，小西建築事務所

飽工 戸田建設 は

24日 2 時一一 4 時 参 加 者 35名

西行庵と東， 西本願寺の茶室を見る会

27日 10時半一一 4 時半

問問孝男氏の解説によ って実施。参加者
301九
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編集後記 rli'l il' .1周辺築」の付加 といっても ，その内容は広範肝' に

わたるが . C. C. で1:1 附記i. 設備の技術的なI均閣をぬるにして，と〈に関

内的な巧 ぇ万を巾心に， 編集してみた。 企闘のうちI m- n - で駄目 K なった

ものは. r組高即応策とデザイン J ( 足立孝) .  トピツヲスとして「起l

高岡正 ｬｬｾ 誌が林立したら ｊ ( 丙山卯三) . rテ ク ニ カ ル JTI ，lIi解:混J である 。

企部にと l品おいただいた75は，金事潔氏( 京大) .  姻! ! <t 羽氏 (兵[111瓜)

広瀬二郎氏 ( n mである。; 誌して原くお礼申しあげる。

訂 正 問ir fJ rj ( I ! ) l Fj ) の作品「福岡市脈民保健会館」の施工者名 ( P .

17.  P.  20) がr f i ' l 水位紋 K KJ となっているのは r K K大林組福岡支

応 ｊ の誤りはつｾ Ｎ つつしんで訂正します。 また ，同号の「雄策の眼J

( P .24) の下からニ行口「各m祭」を「名建築」と訂正します。
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一一特 命 メ は 指 名 の 場 合 は 本 側 を ど 不IJ 用 の 程 お 闘 い 致 し ま す一一

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市西区京町蜘 1丁 目62 電話(441)代表2613・代表9431

出 張 所 東京都北区上十条 1 丁 目10 電 源 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町l の6 電 話 (5  4)  0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通 7丁 目1の 1 電話 ( 4) 1778 ・4386

広 島 市 中 町 2 番 地 の 4 電 話 ( 2) 7575 ・7588

給 排 水 ・衛 生

暖 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪371局7575(代表)

京都市東山区大和大路正面上。霞諾京都 56 局4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸 4 局 5  8  9 "2  

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレ ーフドレイ シ製造販売

(1日斎藤久孝事務所. )

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 3  9  5  6  - 8 番

本 庖 東 京 都 中 央 区 新 富 町 3丁目 5 番地( 菊栄ビ J レj

電 話 ( 551  )  7  4  5  0  - 9 番

喜界2護震 がみ芝居字国]三き 践者5211;;
高松出張所 高 松 市 二 番 丁 九 'lu X苦高 松 @51 9弓

岡山出張所 岡山市大供松ノ木三八O ノー 電 話 岡 山 ③ 70 41

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 唐

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2- 33( 三井信託ピル) 電話大阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 田 白 区 有 楽 町 l 丁 目 1 0 番 s  

支 底 出 張 所 名古屋・福岡・札悦広島仙 台 ・ Ｑ ｾ 山金沢 ー 静岡高松 1  

工 場 相 続 鶴 見 ・ 六 郷 ・ 中 山 ー 高 槻 i

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

22 西原衛生工業所大阪庖 :

大阪市太淀区 Ｇ ｾ￞ ｉ 津南通 Ｔ 丁目 ＱＱ 電話大阪⑮3531番

2  

守宅守、' ・.-

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛生 設 備

設 計 施 工

自 ヨ白1: ..c与

株 式 会 社 ニ 晃 間 宮

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

支 庖 東京都千代回区小川町 2丁目 1 桧 ピル ( 201)  7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (  74 )  1  1  5 8  

出 強 所 名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 ( 97)  1  8 2  0  

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 召 147 ( 2 )  5  0  9  8  

広 島 市 紙 屋 町 8 ( 21)  4  5  3  7  

電 気 ・ 曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生設 備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 底 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 的番 地

電 話 大 阪 ⑩ 大 代 表 8 2 3 1 番

支 s 佑 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

高 張 ' 所 京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・富山 ・金沢 ・福井

世

来

年正

創

，
大

和

生

畑

一崎
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空

和

気

蛤

一

換

械

・

機

房

諸

冷

院

暖

病

庖

様 式 :::R: ;t，主 そ品合

会全土 廊 1 sヨE ・圃

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 板 宿 大 阪 市 西 区 土 佐 郷 通 大 間 ピ ル 714 号

電 話 大 阪 ( 443)  3  3  6  1  - 5  

机 幌 腐 札幌市北四条西16丁目 1 番地高田屋ピノレ二階

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名 古 屋 唐 名古屋市 中区南大海通一丁 目千代田ピ ノレ522号

包 括 中 局 ⑫ 1 7 6 6 ⑫ 3  0 4  2  

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 14 電話 441- 5171

支 底 ー 東 京 ・大 阪 ・名古屋・京都 ・神 戸 ・福岡

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 設 備

設 計 施 工

式

社

株

会
材 社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島二丁目 ( 新朝日ピル 5 階)

電話大阪@i 6Q41 ・⑫7046(代)

本社及東京支庖東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 丁目

( セ ンタ ーピ ノレ)

連 絡 所 広 島 ・北 陸 ・ 浜 松

建
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

大阪市北区立島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内〉

電 話 大 阪 ⑩ 局 8 3 5  6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所ず 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 客 地

社

底

場

本

支

工

設 計 施 工

高 砂 熟 挙 工 業 株 高 会 紅

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ピ J レ8 階〉

話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

本

暖

2目

A

令

官

社

大阪市北区中之島4- 39 電⑪6671- 5

東京支社東京都港区芝浜松町2ー 7 電 (431)7341-5

文 庫北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

業工日朝

株 式

会 桂

φ  

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

后 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生問区下山手通八丁目 三三 電 倍 元 町 @ぬ35番

仙 台 市 東 四 番 T 四 五 電 話 ② 5136番

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工株式会社

庖

本

支

神戸出喝所

仙台出強所

温湿度調豊富・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道 、搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 電話大阪@jjSE; 私。

本 社 東 京都千代田区丸 / 内3- 2( 新東京ピル)

電 話 <(211) 8511 ・8561 ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

包 話 7 3  3  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市 川 繁 雄

京都市中京区両替町通 リ姉小路上ノレ

電 話 @ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町包話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 m話 3 6 1 0

代表取締役

⑨ 

社本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

仙 台 支 庖

暖・冷房、温湿度調整、衛生設備

設 計 ・ 施 工

嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 三 木 徳 次 郎

大 阪市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ J レ六階

電 話 大 阪 ⑩ 2 5 3 0 ・2 5 3 8 - 9 ・2 0 8 5

( 代) 5  7  2  5  

東 京 都 千 笠 田 区 西 神 田 ー ノ 八

電 話 東 尽 ⑫ 8 0  0  2  -

富 山 市 衣 服 町 十 番 地

電 話 富 山 ② 6 6 2  3  

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ヲ ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工
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冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ピ J レ〉

省 大 阪 代 ⑪ 8 6 2 1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

1磁 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピル)

1近 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

3  

理 研

大阪営業所

本社・工場

本社・分室

所業'蛍

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

社
4

2

 

株 式

A= =  

ヌL浅 海 電
社

. 6.  

A  式株

. t = 

ヌL電藤エ

:妄 ，海

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 下 目 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電 話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

雄正取締役社長

ネ土

東京支社

本

大 阪 市 北 区 日!j' 附 111. 1六 ) L

f. t i 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 姻 二 丁 目 十 二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名古屋 ・神戸・岡山 ・広島 ・福岡・高松 営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

. 6.  

: D;  

電 気 工 事 設 計 施 工

式
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山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 6 階

m 諸 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表)

営業所 大 阪 市 商 区 土 佐 期 通 リ 四 丁 目 八 帯 地

f立 話 大 阪 府 ⑪ 5 2  0  1 番( 代表) - 3 .

出強所 京 都 市 中 京 区 西 / 京 中 合 町 二 十 八 / 十 一

包 括 京 都 局 ⑧ 3 4  8  1 番

電

取 締 役 社 長

電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 o ( 堂 ビノレ三階)

電 話 (312) 1  4  7  1  (代〕

東京都中央区西八丁掘四丁目十( 後関ピル三階)

電 話 ( 552)  0  5  9  1  - 4  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 ( 99)  5  1  3  1  - 3  

松 市 符 津 町 オ 四 回 ノ
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電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

G

一
品式株

A= =  

ヌL電本中
社

A

Q

一

A
式株

. t = 

ヌL電東;工

日月

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一 一三

電 話 ( 931) 2  1  9  3  

正本中取締役社長

ネ土本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 j協 山 通 9 丁 目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2.  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

機 器 工 場
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電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規絡表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 J i 日

屯 話 大 阪 ⑭ 6531 ( 代) - 6  
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電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9 番

，! 、. . i : "コ，

社 寺 数 寄 屋 用 瓦・・ ・大 偽

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦・・・大和

社 京 都 市 東 山 区 今 熊 野 地 凹 町 (56)3555・3725

大 阪 営 蝶 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1  3  (941)  0  9  7  5  

名古屋営業所 名 古 屋 市 瑞 穂 区 堀 問 通 1 丁目 (88) 2  7  0  3  

PAI NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 前 負

株式

会社 塗 装 庖林

T E L. 大 阪 ⑫ 1756- 7・東京 ⑮ 1335

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪 神 間 道 野 豆 電 停 前

製造元東京サンヒッ ト商会 電 大 阪 ⑪0417・4091

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

代表取締役 林

興

敏 夫

社

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ピ J レ7 階)

m 話 ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

支 底 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 悉地

Ｇｾ ｛￭話⑪ Ｑ Ｔ ＷＸＭＱ ＴＷ Ｘ

出張所 川 崎 ・ 相 模 原 ・堺 ・ 福 山

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ク レ ー ン

N ・T . E 型オートノ iー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 ω 製 作

白J . t . 工レベータ工業株式曾社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 備 筋 6 ( ヲモ六阪急ピル)

11t 館 ( 351)  4  9  2  7 代 表 7 0  7  1 交 換

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 ( ' : : / . 箇ピル)

電 話 ( 831) 7949直 通 ( 866) 5276交 換

名古段営業下斤 名 古 屋 市 中 区 有 出 町 5 8  

包 括 ( 24) 8  4  1  6  

⑩.  
勝彦・，傑互.tュ-6管

場ｾ 1"'At-9-.v>H 

椋 式 会 社

三 幸 商 曾

大阪市北 区与力町ーノーO

話 大 阪 @ 4  0  3 .2  

青写真とマイクロフィルム

株式会社 . 内 タト
盲

目写

製図 ・トレ ース ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T E  L ⑩ 9055 ( 代表)

§  
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大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 59 崎

電 話 大 阪σ 41 ) 1 2 9 6 - 7  

出 張 所 和 歌 山 市 新 潟 6 丁 目 13

話 和 歌 山 (2)0298 ・9435

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神 戸 市 生 図 区 長 狭 通 四 ノ一英和ピル

T E L 神戸 ③ 0 8 8 1 - 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町五O 盆ピル 5 階

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

出 張 所 岡 山 市 内 悶 京 町 1 5 8  

T E L  岡 山 ② 5  1  8 9  ・

Zスロシqイ凪

tI:.J ヨz-3"

流し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電話 (531) 1003- 5  (541)  8731.......3 

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 ・電 ⑫ o1 4 1  
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八橋大理石商底. . . ・ H ・. ..・ H ・....17

八幡製鉄・・ H ・H ・- ………・・・ 前付

kkヤマト 電気商会・… ...・ H ・-… 4

山田工業kk ・・H ・H ・- … H ・H ・-… 3

山本窯業kk .……. . . ・ H ・.. . …本文

山本 建 材 社 … … H ・H ・...・ H ・. . 前付

kk油脂化工社. . . . ・ H ・.....…・・表3

kk吉田芳雄商活. . .・H ・-・・・・・ … 13

吉野石膏kk … .....・ H ・.. .・ H ・-… ・8

ラ 理研鋼機kk ・H ・H ・. . …………… 3

7  



近代建築には

O K K  

アルミ・サ・シシ
， 

. サ ッ シ ・ ド ア

. ル ー バ

. カ ー テ ン ウ オ ー ル

. プ レ ハ ブ サ ッ シ

く 其 他 特 殊 設 計 と 製 作〉

大阪機工株式奮社

L O K Kコ サ ッ シ 事 業 部

本 社 大 阪 市 大 淀 区 盟 崎 西 通 1 町 4 電 路 ( 371) 6  6  4  - 5  

工 場 兵1M県 伊 丹 市 北 村 術 名 川 製 造 所 電 街 伊 丹 ( 大 代 } 5121  

付 高 知 山 組 北 伊 丹 駅 前 }

面の厚紙でへリ

折り被覆した強

靭で美麗な新し

い耐火ボード

ド

ン

ド

ー

一

一

一

品

ボ

ト

ボ

火

ス

一

耐

ラ

ガ

↑

院

膏

イ

一

回

石

タ

ア

秋

ド

ば

7

一

れ

一

ポ

す

3

る

ス

に

が

来

ラ

地

壁

出

膏

下

洋

で

石

を

和

日

ｅｾ 温監霊童

， 
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何よりも安心できる 年 限 仕 様

〈ぬ

地 区 組
ぷ口〉、

以 名 fj 二
月「 '1' 1.1 If ，千I  

( 株) 久 ｉｾ＠ 尚 民 大 阪 市 北 民 共 砂 町 5 大 阪 (341 ) 0207- 8・4836- 7

近
( 株) 木 下 泌 三 1% 前 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5 ノ35 大 阪 (441 ) 5408 ・5486

( 株) 井 上 i争 夫 M 1，1] 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 1 ノ 7 大 阪 (441 ) 8531- 5  

( 株) 大 痢l 1% ヨ2ユ"  大 阪 市 南 区ι;i 津 IsT 4 番丁73 大 阪 (631 )  6221 - 4  

( 株) 千i [1I 述 以 1，t; 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31  大 阪 ( 301)3340 ・3505

畿

内 外 1: 業 株 式 会 社 大 阪 市 阿 供 野 区 旭 町 1 / 51  大 阪 ( 641)3434- 6

旭 化 主 主 1: 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371 ) 6555- 7  

!順

日 本 溢 ，I{- L 業 ( 株) 大阪 k: l ，if 大阪市北区; Q ; 111町 40 大 阪 ( 361)  5496- 8  

イ〈

石 井 建 材 イj 限 会 社 神戸市兵庫区荒日IIIIT 1 丁目 神 戸 ③ '2140 ・2697

同
( 株) 中 出 尚 ｾ＠ 神戸市兵ｉｬｬｾ灰上沢通 Ｖ ノ Ｙ 神 戸 ⑤ 4630 ・4650

)  

タ ア
ノ〈

ヤ ソ 民自 ｬｾｱ＠ 京 都 市 下 京 区 四 条 大 宮 雨 入 学 校 r)i i 京 都 ⑮ 0871- 2  

日I.(}j 応J l I化 1: ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大阪市西区京凹I堀 1 / 74 大 阪 ω 41)  5951{ ¥:: 長

東
|品J RJ 辿 材 株 式 会 社 名 古l蚕市西区; 厳木町 3 ノ 8 ＱＧ，占片 ｾ｀ＷＴＶ Ｑ Ｍ 3  

( 株) 名 建 Il 'fi ｾえ 名古屋市中区寓出回T41/ 2  名 古 屋 ⑧1329 ・2817 ・2106

海

，: 日: ，東紙物産述株式材会制l占 名古尾市市中中区区材木町間T 1 / 12  
名 古 屋 審3295

名古屋 *瓦 39 名古屋 - 9  

北 川 il 後 l at 工 業 株 式 会 社
金 沢 市 西 側 町 8 金 沢④ 1131- 5  

ヰヒ
」仁川峰山 工業( 株) 出J 1J I l ' . 張所

;5); 111市 奥1111)[ 阿T23 宮 111② 2218 ③ 1014

北 川 税 庁 工 J位 ( 株 ) tU;J!:.t P， ｾ長所
術ヲド市大平日中 IUT70 稲 井 ③1134

陸

(株 ) ，1; ，') J 主
1，Ij ｬｾＧ ， Ｇｪ＠ j;iij 市 大 即l世間f 2 丁目 32 / 1  刈 1"司③2463

中

11f 感 挫 材 株 式 会 社 広，t;，J ，ll 鉄li包IIITI08 中 ⑫ 2281- 7  

I'f 盛 建 材 ( 株) 1品l 山下i 業 所 I;( ;J  LL i 市東ml l l l T3 |前J ILJ ③ 8285- 7  

国

(干n 型F 甚 白百 )，t; l品l 山 市 内 山 下30 / 10 1; ，リ山② 4272

( 株) j兵 b;! 主注 丹両 Jtf }t;). 江市古和田l 新 浜 尾 道 2760

四
( 株) 浜 ｉｊ［Ｈｾｉ 窃 Ｉ，Ｑ［ II;Ji 府 支 lJ i 防 府 市 大 林 守 防 府 ②3611 - 2  

国

古 市 断 熱 r : ｾ株式会社 ' ' ' J 必市' 自JI .6h1
1l
T960 仙中氏: I D5034

IE 和J 11 " 百 本 株 式 会 社 総 ILi汁j 1 祷 IIIf21 位 111② 8161- 5  

九

庁 長 韮 建 材 ( 株 ) 制 I;(;J ' ' ; : :，-業所 制 1. ，;Jj 行万f i " 寺前町14 iU ② 5566- 8  

高 稲 T : . t i ' 株式会社 長崎市大統 ｾｬ ｦｉ ＳＸ
長 山 市 ④1726

ｾＧ ｉ Ｇｉ＠
高 稲 工 業 ( 株 ) 小 介 営 業 所

小倉市( ，日本U1f 2  小 部 制177

建設省阪建22号認可

星
西日本アスフ到し卜事業協同組合

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 刷 1 - 7  4  T  E  L  ⑩ 代主 5 9  5  1  

J.I! JJl 東 京 都 千 代 国 区 神 間 '(:...t:町13 (l f I 品応用内) T  E  L  (866) 代表 6101

JJ! 1M 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  T  E  L ② 2  7  3  2  

!噂 多 箭 岡 市 万 d 寺 前 町 1 4  T E L @ 2 8 0 7  

f司 111 開 山 ，Ii 阿 占 船 2 9  9  - 5  T  E  L ④ 2  6  9  2  

9  



10 

イ ー

雨 の 多 い 日 本 に は … …

雨仕舞の良い気密な窓、を

錆びない・軽るい・精度が高い

X然乞安心参寸 sR 'd ｾＱ 暮し
， 

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

パ ー ラ イ 卜 板

孔 あ き 板

サンドイ ツチ パ ネ ル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着 色 ・ 化 粧 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

奨 し い カ タ ロ グ封 送 り し ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3朝 日 石 綿 ピ ル

電 話 ( 5 ワ 1 ) 1  3 5 9 ・6 9 1 4



オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

ご 掛 川 ら

(_B. T. K. S)  

-

錆 び な い . - 菖 或

ヌチー ｊｾ サ ν シ・ドアー・シャッター
オペレーター・ドアーl 、ンガー

ヌテシ・アルミサッシ・ドアー

l 室 主 三 高 製 作 時 |

本社工場 尼 ケ l崎市神崎五反田200 電話 大阪 (401) 6158 ・6159

陸屋根防水には

特許 絶 縁 工 法 を

Ｇｉｉ Ｎｾｉ ト陪 ＱＱＱ 事
コーパータイト

特許 奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

- 御 申越次第カタログ進呈

ＪｊｩＧＺｲ，ｪ ￭ 中央 ｬ 吐銀 Ｈｾｩｉｊｾ 8 の 3 "正，ii; 571  2i 03- 4 ・23i O・IUtH . 02IH 

名市ＩＺ￞Ｚ ｈＧ ， ｾｉ ， ｪｩＩｲ r，，.L; hl  ｲｬｩ 市ｼバＮｲ Ｇ ｬｾ ，Ｇｾ Ｚ田 ｲ 3  3  '，[1，，1; (81)  3  6  6  0  

11 



|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は

(五 十 音 順)

(却1) 6437 ・ 6438

(661) 8861- 2  

(961) 4460 ・8288

(441)5951  

(471)3131- 2  

八尾 ( 2 )2308 ・3039

(391) 0924- 5 ・ 2045

(日1) 5281- 3  

( 6 ) 1788- 9  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁目 9 1  

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 里 子 6 丁 目 4 3  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 氏 姫 仏 I sT1 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2 9

大 阪 市 東 淀 川 区 堀 上 過 3 丁目 3 9  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 1 8  

m市 浜 寺 船 尾 町 東 4 丁 目 2 7 0

4 製 造 業 社

協 和 建 材 工 業 K . K .  

K . K . エ 英 社

K . K . エ 盛 社

田島応用化工 K.K大阪出張所

大 恵 工 業 K . K .  

東 亙 工 業 K . K .  

日j歴化学工業 K.K大阪営業所

日 新 工 業 K . K 大阪支肩

関 西 化 エ K . K .  

(451) 7601- 5  

(391) 2080 ・2207 ・0238

(361) 5858- 9 ・5850

(531)4520 ・8401

(361) 0774 

(202)2291  代

(341) 4305 ・ 6285

(441)5195- 6  .  2596 

(231)2771- 2  

(441) 5223- 4  

(731)2514  

(441) 0255代・ 5392代

ey. 

大 阪 市 福 烏 区 鷲 州 本 通 1 丁目 48/ 3  

大 阪 市 東 淀 川 氏 新 高 南 通 l 丁目 2 8  

大 阪 市 北 l孟 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 一 番 町 1 4  

大 阪 市 北 区 絹 笠 IUT 5  0  ( 堂ビル 2 階)

大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 勧銀ビル)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 堀 3 丁 目 2 0  

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 5 丁 目 6 4  

大 阪 市 生 野 区 生 里 子 田 島 IsT 9  4  

大 阪 市 西 区 土 佐 綴 通 1 丁 目 1 3  

4 販 売 業 社

丸 一 石 油 K . K .

梅 本 石 油 K . K .  

枝 松 商 事 K . K

朝 日 渡 膏 K . K

川崎物産 K . K . 大阪営業所

東 京 通 商 K . K 大阪支席

中西j歴膏 K . K . 大阪営業所

富士アスフアルト販売 K . K .  

日 本 建 設 奥 業 K . K

前 回 商 盾

村 井 工 業 所

山 文 商 事 K . K .

(371)6301 ・8024

(441)8531  

(301) 3340 ・3505

(371)  1333 

(931)7071- 3  

(35112922 

(例1) 5561- 2  

(441)5408 ・5486

(羽1)0207 - 8 ・4836- 7  

(滋1) 1105 ・7541

(371)0251- 3  

(312) 1895 

(371) 3220呼出

(臼1)6221- 4  

(341)9015  

(幻1)0531- 3 ・0971- 3  

(臼1) 3434- 6  

(臼1) :1785- 6  

(お1) 5496

(458) 0267 ・0277 ・6089

(301) 3855 

(451) 2360 ・ 2030

(3日)2150 ・6595

(441) 5951  

高槻 ( 5 ) 1646- 7  

京都 (37) 8228

神戸 ( 5 )2697  

神戸 ( 5 ) 4630 

神戸 ( 4 ) 6930 

神戸 ( 4 ) 5884 

神戸 ( 6 ) 0505 

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 2760 

広島 (21) 2281- 7  

高松 ( 3 )5034 

松山 ( 2 )8161- 5  

松山 ( 2 )2717  

大 阪 市 北 区 茶 屋 IsT 3  8  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 1 丁目 7

大 阪 市 東 淀 川 区 元 今 里 北 通 1 T 目3 1  

大 阪 市 北 区浮E f I 田f 8  2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁臼 1 0 4

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越関r 2 丁 口 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 丁 目 5

大 阪 市 北 区 其 砂 町 5

大 阪 市 北 区 神 山 町 2 6  

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 北 区 西 扇 町 扇 町 ビ ル

大阪市大淀区登山奇束通 4 丁目 1 1  (12月迄)

大 阪 市 南 区 高 津 町 四 番 了 7 3  

大阪市北区老松 町 2 丁目 1 9  昭栄ビル

大 阪 市 都 仏 区 部 品 中 迎 6 丁目 4 1  

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 l 了 U 1  7  

大 阪 市 北 区 宮 町 胆f 4  0  

大 阪 市 福 ぬ 区 上 徳 島 北 4 丁目 4 9  

大 阪 市 東 淀 川 医 木 川 西 / IIIT 2 丁目 6

大 阪 市 福 島 氏 上 偏 向 南 )ili l T 口1 5 2

大 阪 市 北 区 ラ更 や11 柿 筋 2 - 1  

大 阪 市 西 区 西 京 町 腐 1 丁 目 7 4  

高 槻 市 田 町 通 1 4  6  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 掛 越 阿 5 4  

神 戸 市 兵 庫 区 予 定 問 IlI f 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 ;ffi 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北 長狭通 6 (神繊共栄 ビ)レ)

神 戸 市 兵 庫 区 木 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0  /  1  0  

尾道市吉 和 ｾｊｦ 新浜

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 番 町 甲 2 1  

松 山 市 笠 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 K . K .  

K .  K . 井 上 i事 失 商 腐

K .  K . 石 田 建 材 腐

大 阪 耐 骸 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 K . K .  

K . K . カ ナ ヱ 商 会

共 栄 j歴 育 工 業 K . K .  

K . K . 木 下 謹 三 商 膚

K . K 久 保 商 腐

坂 口 興 業 K . K .  

清 水 奥 業 K . K .  

島 崎 奥 業 所

K .  K . 新 光 高 腐

K . K . 大 和 商 会

高山工業 K . K . 大阪営業所

友 田 工 業 K . K

内 外 工 業 K . K .  

日 新 工 材 K . K .  

日本j歴膏工業 K 目 K .大阪支腐

フ タ パ 興 業 K . K .

K . K . 双 葉 商 会

マ ル ヱ ス 工 業 K . K .  

丸 藤 商 庸

三星産業 K . K . 大阪連絡所

関 本 建 材 K . K .  

谷 中 建 材 工 業 K . K .

石 井 建 材 有 限 会 社

K . K . 中 出 商 会

三 f言 工 業 所

中 村 ;1 膏 工 業 K . K

日 建 ;1 膏 工 業 K . K

有 限 会 社 小 野 甚 商 腐

K .  K . 浜 原 豊 臨 席

青 盛 建 材 K . K .  

古 市 断 勲 工 業 K . K .

正 利 商 事 K . K .  

K . K . 山 本 商 会

(幻1) 1251代

一竺アスフア J レト同業会関西支部 一 向3了 間 H I l D …

丁 目3  大 阪 市 南 区 長 堀 機 筋K . K  j由

員

石

炉賛 助 会

丸 著書

12 



十 下一一一示

• . 6.  

2 コE商アタ鈴ネ土

.c.. 

Z 玄式株

〈令

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 ⑪ 0098 ・5837 ・8729 ・6810 ・8555

北 陸 営 業 所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 電 話 ② 2 2  8  7  

邑

否

随
一

守

A
一

同“
H

一

川

。
一

リ

申

月
四いし
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鉄 骨 ・ 加

設 計 ・ 施

新鋼建設工業株式会社

取締役社長 吉 田 信 武

社 大阪市商区立売痢北通 l ー 76

氾 話 (531) 0609・6575・7418

(541)  8  1  6  6 ・8 3 4 9

夜間専用 (531) 2  0  5  3  

大 阪 府 大 東 市 三 筒 425
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工業用及建築用各種石灰製造販光

セ メ ン 卜

小野田 レ ミ コ ン 特約販売庖

プ ロ ッ ク

セ シ ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

エ

内

井

式

⑨ 丸 駒 建 材 株 式 会 社

天

キオ

壁

装

床

13 

大 阪 市 北 区 曽 糠 崎 新 地 三 丁 目 十 四 署 地

( 桜橋包停曽根崎新地西入〉 電話大阪⑪1274- 6

支 腐 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 1 - 1  0  

電話 (541) 代 6 1  5  1 ・ 3 9 4 7  



網入光り波型ガラス( 刀二{ 建) 長サ9問 1 務

，."..，..，..，..、，.，.，."、削除. . .. ＮＮｾゆＢＧＢ削除，、

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，寸法( 長尺物有〕

》帆，. ，. . ，、州、^ " ' " 町内州、N 、，. . ，. . ，ー ー ー ー - - - - . .  院 内 州、除. ，. ，. ，. . ，帆耐久，. . ，. . ，. . ，州、N 、 州 、 岬 柄 拘. . . .  晩 酌 州 、 州 、 向 向

製 造 販 売 犬日本硝子工業株式会社

大阪支庖 大阪市北区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱念陣ヒソレ) 包⑩1389 ・3389

本 社 神 奈 川 県 相 様 原 市 小 山 字 久 保 224 包⑦3101- 4  

I I . G. C武

N . G . イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メタ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ アルト 販 売

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

岩 元 式

iヌカイライト並開lべンチレ+ト|

カタログ進 呈

， 

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物. 一 式 製 作 施 工

ふ

ム

4

4

・

A

富

山

引

式

出

件

派

来

日

4

4

区

川

業

服

附

f

(

 

「
』

阪

話

・
回

大

電

一
冗

柑

山

一

相

lナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ で 扇 の 開 閉 が 軽 快 f

555 

記 載

. ポ ン デ ラ イ ジ ン グ に よ る 完 全防 錆 加工 器

・ 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ミ/ ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 器

三 塁 長 建 材 工 業 株 式 会 社 .

大阪市生野区鍵朱柄聞丁一五一番地

大阪 ( 741 ) 4655 ( 716)  0188- 9  

14 



アルミニウム

ス テ ン レ ス カーテンウオール

ブ ロ ン ズ

東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社名東京鋼板工業株式会社)

本社及工場

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

東 京 都 荒 川 区 尾' 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 (891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 沼 18 番 地 ( 爽 鴫ピノレ3 階)

電話ｾ ＹＱＵＴｾＷ＠
名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商 ピノレ) ④ 2578- 9

福岡市橋口町15番地の1 ( サジピノレ3階) @88お

glumNDAN ふ手前
刊

各 種 送 排 風 機

設 計 製 作

関明暗主義問解

~・"・

A

・

r.--
晴
‘

-l.・e

t司

r E ・"'. .".._-..:・・...! -..: .  .・.- ｾーえて百ＮＮ ｾ＠ .  .. ._ ＮＮｾｾＭＮ，・ ｅτＭＮ［ .・ 1 ・-:....γ ・.・..:ょ，

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラットホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

安 定 し た ス マ ー ト な 外 観

モ ー タ ー フ ァ ン に よ る 高 率 換 気

内 外 の 技 術 障 が 生 ん だ 傑 作
、ー

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

内 外 建 材 株 式 会 社

設 計 施 工

大阪市西区土佐堀船田T23 ( 大阪商工ピ J レ) T E  L (441;3983 ・4396

工場 大阪市城東区天王田町 1 の141 T E L  (962) 1149  

寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー ι ア ス フ ァ ノ レ ト 防 水 工 事 堅

選 一 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事 S

ミ耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 震

大 阪 耐 密 会 Z 業 PR

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪(371 )1333番

15 
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N O. 6 0 2 1  

NO. 6 0 2 1 - 1  

寄 種 照 明 器 具 設 計 製 作

大 光 電 機 株 式 会 社

本社工場 大阪市東成区大成j湿り 1丁 目103番地

電 話 大 阪 代 表 (971) 8  2  5  1- 8  2  5  5  

出 張 所 札幌・ 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡
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問
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⑫ 製造翫元 白 (叫l旧附陥日附陥社儲名 恥 馴 山 … |川崎 叫|唯 酬 金 釧 … 物

2r: i 釘 一- 1週篇匠王‘ 乞: 圭雲裳t

2広主t エ‘ k 何 旋 回 ;11 J;;谷 3 8  1  J 泡 T E L ( . k佃縄問代 表臼81書

東京宮療所 東京" 江東区深川崎直IT2 1'I1 9 1 雄 T E L (641) 7 2 5 0 '  

大阪嘗提訴 大阪，br何日高 点町 1 0 I T  1  9 1 地 T E L (21l 1l t .&i 4 8 3 1

福岡宮舞所 緬 岡 市 合 京 町 1 4 J  地 高 ドモ:'J a. T  E  L  2)  5  5  9  3  I  

ｊ ｬ ｬｴ 曾 実 訴 札縄市有 ｟ ｾ ＮｊｔＹ Ｑ Ｐｉｬｴ
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化学工場の構造物左

酸蝕から守れ/
へ r γ 可、、d

ｲ ｾ 円 ｲＭＭＭＮＮＮ，ＮＮ、

ポ リエステル系レヂンライニング

ヱポキシ 樹指ライニング

サ ル フ ァ 系 煉 瓦 目 地 材 料

レオ パ ノール O R G 耐 酸 工 事

現 場 責 任 施 工

設 計 ・地 主 に は 是 非 弊 社 に

御 相 談 願 い ま す

耐酸化学工業株式会社

@  

:{， 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く /1

アスベストパυャ

， 

Asbesto.  Barri ev 

Ｈｬ￭ｩｬＡ質石お ｩｬｾ 反 Ｉ

建物内外壁 、間仕切 、天井扉、iE気室

発屯所、配fIi 室、製鋼、ガラス工場

の壁、製粉、製油製薬工場の床 スカ

ート N' などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 l の 1 1  

屯 話 ⑮ 3 4  4  2 ・4 0 7 8  

( 呈カ タログ)



給 官 庁 御 指 定

吹 付 及 び 鐙 落 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン } 製 造

床 材 (合同リグノイド) マグネシート〉 販 売

狩 払7 d街 コ } ジ ン 棚 防 水 } 責任施工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

22 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 東 之 町3 - 193 電 (621) 9  0  8  6  

営 業 所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町3- 54 恒 例1)7814- 6 (51)4967 

出 損 所 広 島 市 比 治 山 本 町 1180 市 広 島 o 4  9 6 7  

大阪市東区高腿橋二丁目九 野村 ヒソレ五階

電 話 大 阪 @ 4 2 5 7 - 8 番

東 京 都 新 宿 区 ic 間 通 46 電東京 (351)5298 ・5264

雨 水 浸 入 柔IJ 落 防 止

議 ナ 耐震 耐 風

事 ニ 安 定 軽量

事届べ・ャ 商 月 報 無 料 送呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大lT 官区西?Z23373干しiit?;物八号門前

産 ヮ

童 瓦

6  キ朱
宣言

式

ｾ［ｓ＠ .，..d.... 

ＶＴＱ τｾ＠

ナニワ鰻勾 ｾＲ 買
ヰ土

製 造 発 売 元

超Ii ! Eft 材 に 顔 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 剤 で そ の i箆

水 練 リ 、 金 銭 仕 上 げ の 為 特 に 技 術 を 姿 せ ず 、 色 ム ラ 、

/ 口，号 i l ;号: の韮夫有: が主い耐l潜 係 性 特 に 強 犬 、 表 面 滑

ら か で 美 し 〈 ば 潔 、 耐 水 性 に wみ 価 格 f氏庁長であリま

す ， ( 坪 当 り 材 料 代￥ 950) 仕 上 リ 厚 さ 約 2 mm程 度

学 校 、 工 場 、 病 院 、事 務 所 、 商 庖 、 ガ レ ー ヂ 、 ガ ソ

リンスタンド、住宅の玄関 、 流し、 ｾｴｩ ｾ 在、 Ｗ ーＧし等

に 段 通 で あ り ま す =

( カタログ;1主呈)

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市 此 花 区 凹 賞 品 氾 田Tl - 3 T  E L  (461) 3594'  (462) 0284 

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 1' 1 : ぬ 旭 町 1

株 式 会社

綜合建築設計への道

宵

設 計 部 ＱＮ 各陣鉄 Ｇｴｾ ｊ Ｎ ・ 鉄筋コンクリート造

建築の主主計院理

2  ダ イ ヤ モ ン ド ト ラ ス ・ジグサ' グ

トラス ・平 行 ト ラ ス 等

各 ｈ ｩ 大破 ｉ ｴＧ円欽 Ｇｦｾ Ｎ ｩＡ主の設計ｾ Ｚ Ｚ在理

金 物 部 ＱＮ 耐 ￭ｬｬ 耐風木村擬合金具の製造 ｮｾ 売

P A T .  0 式 ( 織 本 式 ) ヂ ベ ル 及 7 ラ ン フ

2  鉄筋の筏手; ; ，_ 末端定着金H

P  A  T .  ，< コJ ) _ バスト A  

父、出帆品

地 質 部 ポ ー リ ン グ ・建 築 物 基 礎 工 事 - - 一一

め為めよ質訓，j j 'i

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧識本建築設計々算事務所 ・総本持株構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本儒かきがら聞[ 3 の 2 電話( 671 ' 6443 ・7007 ・7062

‘  
、

.  
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崎
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本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 帯 地 電話大阪(931)1171- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 茨 回 検 波 町 四 一 番 地 電結大阪(幻1)6153 ・6824番

東京営議所 ・東京都中央区銀座東六丁目木使館ピル六号館 607号室 電話 東京 ( 54 1) 4611需

H盛岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンピル内 ) 電話 網 開 @ 8462書

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3  6  6番

駒 田 京 壁
‘ ー ・ 繊 維 の 床 砂 材 … …

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 でー 令

J尺ピ' 口〉壁

I 壁
‘ 一一・ パルプの日本座敷壁材

、

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 歩

ωす' ) ' かベ'

磁ωct S' かべ'

ァ 繊 維 の 色 土 … ・ ・ ・ 一 一 歩
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アルミニウム天井 鉄 鋼 会 館 日進式ボード下地 新阪急ビル

ボード下地や アルミニウムの

仕事につきましては 何卒

奥村重兵衛商腐 に ご照会下さ L 、

大 阪 市 北 区 木 幡 町 60 番 地

K. K . 奥 村 重 兵 衛 商 唐

電 話 大 阪 ⑭ 4131 ( 代)

福 岡 出 張 所 電 話 福 岡 ② 臼60

マ注d予注J の

金 属 建 材

S K式金属下拙率一IL口噌7

組立間五弘、移殴自由、デラ ックス( t 感じがする間仕切 y ステム

可動闘仕桐L - t : ーパネル

吸 音 劫 提 満 点 、 仕 上 げ が 英 し い 、 取 付 け が 問主総

i' ILミ謹術協ンス/ ，; ，ド川

発兜元 住友商事株式会社州都

- 名神高速道路千里山トンネル施工現場 J ネールロ ックはピJ レ、工場、体育館などの他に地下街、トンネルなどにも大い に使用されております.

⑥ 製 造 元 詰 満 点 製 作 所

本 社 大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3 丁目 2 番 地 包 括 大 阪 (632) 1151  ( 代)

東京営業所 東京都江東区亀戸田T2丁目 1 14番地 m話 東 京 (682) 3241  ( 代)

建 築 金 物 ドア錠" " " - 1 ' ノロげ企図用MR錠

軽量ドアチェック “ …アルペ， f ，ミゼγ ト

特製車壷品・・・・" モノトコ、ホ ッパー

そ町他高組連聾金物一切

新 家 庭 金 物 ハンガーボート架金具

跡。} 棚付金峰チャームセイ 7

ハニース? 1'- : : r 、マイハンガー
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岩 佐 の サ w シ
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ア ル ミ

ステシレス

スチール

カーテシウオール

スパシドレル

ス チ ー ル 工 場 尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話代 表 (401 )6751 

岩 佐 ザ ッ L 株 式 会 社

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 千 舟東 二丁 目 三 一 電 話代 表 (471 )5123

岩 佐 戸 ル ミ ザ ッ L 株 式 会 社

超高層建築のエポック・. • .  .  

ダイケンの

動ー号参司 ￞ＮｾＮ

ア ル ミ i ｾ与 [防 i朝lパネル

ステンレス lサ y シ/ ドアi アルミ( スパンドレル

ス チ ー J レj 号 ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

､ 主ふ・畠田ＢＢｾ量雪量 ｲＮＮ Ｍｲ曹昔械式
咽竃1) ｾ、凹 ＱＧ ＺｗＺＺ . .  4 . .L..ag 祖
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本 社 明 市 松 鹿 町 I - 6  T  E  L  ( 3 )  524 1- 9  

軍 事 夢 暢 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1- I  T  E  L  ( 331 )  6  6  4  I  

名 古 屋 営 草 所 名 古 鹿 市 東 区 東 斬 町 4 T ' "  I  ( 9 7)  7  2  6  4  

( イ スタンピ，レ) ー ー ( 9 4) 3  9  I  I  

企 沢 官 軍 所 金 沢 市 下 新 園T I  3 γ E L  ( 3 ) 342 7 - 8  

9長 野 代 理 庖 長 野 市 吉 田 東 町 I 2  5  I  γ E し ( 3 ) 2 1 2 9  
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T E  し (441 )  イ吃 595 1

T E し ( 57) 2  7  3  2  

T E L ( 2 ) 2 2 8 1  

T E L ( 2 ) 2 8 0 7  

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 1 3  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ 7 4  

名 古屋 / 名 古 屋 甫 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 回T 1 0 8  

博 多 / 福 岡 甫 万 行 寺 前 町 1 4  

田島応用化工K K女

電 話 大 阪 ( 23 1)9648 ・9649 ・9640

娠 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

ご 入 会 の お 申 込 は :

rl四E築 と 社 会J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


